

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章









　俺は──最低の人間だ。

　何よりも、誰だれよりも大切な二人を……彼女たちの尊厳を、俺は蹂じゆう躙りんしようとしているのだから。

　薄うす暗ぐらい室内に漂ただようのは、微かすかな血の匂においと甘い体たい臭しゆう。

　部屋の床ゆかに描えがかれた七層の多重魔ま法ほう円──その塗と料りようには俺と彼女たちの血を混ぜてある。

　そして魔法円の中心で、銀の腕うで輪わを嵌はめた二人の少女が契けい約やくの交わされる時を待っていた。

　幼い日の情景が脳のう裏りを過よぎる。

『──クロくん、大だい丈じよう夫ぶ？』

　一つ年上の彼女──遊ゆ奈なは、いつも優やさしかった。どんな我がままを言っても、仕方ないなぁという顔でお願いを聞いてくれた。

　俺が何かに迷った時は、何も言わず笑え顔がおで手を引いてくれた姉のような少女。

　よく裾すその長い、清せい楚そな雰ふん囲い気きのワンピースを着ていた遊奈は今、一糸纏まとわぬ姿となり、その大きな胸を辛かろうじて腕で隠かくしている。

　いや──一糸纏わぬという表現は誤りかもしれない。何な故ぜなら彼女たちの〝尻尾しつぽ〟は、〝獣じゆう毛もう〟で覆おおわれているのだから。

　遊奈の付加部位エンハンス・パーツである〝狼おおかみの耳とフサフサな長い尾お〟が緊きん張ちようで微かに震ふるえていた。

　変わり果てた遊奈の姿から視線を逸そらし、その隣となりを見る。

　また頭の中に懐なつかしい声が蘇よみがえった。

『兄様、遅おそいわよ！』

　一つ年下の彼女──利り亜あは、いつも元気で強気だった。とても負けず嫌ぎらいで、些さ細さいなことでも俺と張り合い、負けると大きな声で泣く。

　けれど血の繫つながっていない俺を兄と呼び、どんな時でも傍そばにいようとしてくれた、本当の妹みたいな少女。

　昔はフリルのついた可愛かわいい服を好んでいた小こ柄がらな利亜も、魔法円の中で華きや奢しやな裸ら身しんを晒さらしている。

　彼女の付加部位エンハンス・パーツは山や羊ぎを連想させる捻ねじれた角と短めの尻尾。

　恥はずかしそうに顔を伏ふせている遊奈とは正反対に、利亜は薄うすい胸を手で隠しながら、涙なみだ目めでこちらを睨にらみつけていた。

　──ごめん。

　本当は口に出して謝りたかったが、胸の内で呟つぶやくに留とどめる。

　俺には言い訳をする資格なんてない。

　認めてくれなくていい。許してくれなくていい。

　遊奈と利亜、俺はこの〝姉妹〟と本当の家族になりたかった。いつかはそうなれると、幼い日には信じていた。

　でも、その夢はもう叶かなわない。俺自身の手で──淡あわい夢想を焼き捨てる。




「ねえ、クロくん。私たちはずっと人間で在ろうとしてきたけれど……それでもどうしようもなく〝はしたない獣けもの〟なの。ちゃんと躾しつけてくれないと……本当にいつか後こう悔かいするかもしれないわ。契約するのなら、それだけは覚えておいてね？」




　儀ぎ式しきの直前、遊奈が告げた言葉を思い出す。

　分かっている。後悔なんてしない──絶対に！

「グリモワール・リング、起動。外部回路──昏くら部べ式魔法円とリンク、機能拡張」

　右手を掲かかげて告げると、人差し指と中指に嵌めた二つの指輪が輝かがやき始めた。

　それと呼応するかのように、魔法円も光を放つ。

　二人の少女はびくりと体を竦すくめ、怯おびえた表情で視線を巡めぐらせた。

「第二階位の権限において、今ここに契約を結ぶ──」

　俺は規定のスペルを唱え、儀式を実行に移す。

　ホントに欲しかったものは、こんな契約なんかじゃない。魔導の力で無理やり結ぶような絆きずなではない。

　けれど欲しくはなくとも、これは必要なもの。

　遊奈と利亜が共に生きて行くために、彼女たちがいつか幸せを手にするために──。

　そのためなら、俺の夢なんて叶わなくていい。

「柊ひいらぎ遊奈、柊利亜、汝なんじらは我が獣となるか」

　重々しく問いかけると、姉妹は俺に目を向けた。

　二人とも顔は羞しゆう恥ちで上気し、肌はだは汗あせで湿しめっている。その瞳ひとみに浮うかぶ感情は、対照的。

　遊奈はどこか悲しそうな、揺ゆれる瞳で俺を見ている。

　利亜は怒おこったような、悔くやしそうな瞳で俺を睨んでいる。
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　だがそれでも、二人の答えは同じだった。




「──はい」




　姉妹の声が重なり、指輪と魔法円がさらに眩まばゆい光を放つ。

「んっ……ああっ!?」

「やっ──!?」

　光の中で嬌きよう声せいが響ひびく。

　パンッと二人の腕輪が砕くだけ散り、光の粒りゆう子しとなって彼女たちの首元へ集束する。

　そして一ひと際きわ眩い輝きが溢あふれ、弾はじけて消えた。

「あ……」

　遊奈と利亜は恐おそる恐る首に手をやる。そこにあるのは俺と彼女たちの契約の証──俺の指輪と対ついになる銀色の首輪。さらに俺が追加した昏部の術式によって、二人の下腹部には俺の魔術記号サインが痣あざのように浮かび上がっている。

　契約は成された。

　これでもう彼女たちは、俺の幼おさな馴な染じみでも、家族でもない。人ですらない。

　二人は俺──昏部玖く郎ろうに使し役えきされる〝幻獣ビースト〟だ。

















第一章　セプテントリオンの獣魔導士ソーサラー
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　僕を乗せた車が、大きな屋や敷しきの前で止まる。

　後部座席のドアが開くと、けたたましい蟬せみの音が飛びこんできた。

「今日からここが、あなたのお家よ」

　先に降りた親しん戚せきのおばさんが、僕を促うながす。

　少し躊躇ためらいながら車から降り、ぐるりと辺りを見回した。

　そこは高い丘おかの上。塀へいに囲われたお屋敷の他に建物はない。ガードレールの向こうにはとても小さくなった街並みと、その先に広がる海が見える。

　キィィィィィ……。

　金属が軋きしむ音を聞いて振ふり向くと、屋敷正面の門が自動で開こうとしていた。

　タッタッタッタ──！

　軽かろやかな足音を響かせて、まだ開き切っていない門の隙すき間まから一人の女の子が飛び出してくる。

「お母様！　この子なの？」

　僕より少し年下に見える女の子は、俺を指差して親戚のおばさんに問いかけた。

「ええ、そうよ」

　おばさんはにこりと微笑ほほえみ、首を縦に振る。

「ふうん……へー……」

　女の子は大きな瞳をキラキラさせて、至近距きよ離りから僕を眺ながめる。

「はじめまして！　あたしは利り亜あ！　ねえ、あなたいくつ？」

「……九歳」

　遠えん慮りよのない彼女──利亜の視線に気け圧おされながら、僕は短く答えた。

「じゃあ、あたしより一つ上なのね。うーん……ちょっと頼たよりなさそうだけど、これから家族になるのなら仕方ないか……特別に〝兄様〟って呼んであげるわ！」

「に、兄様？」

　思いがけない言葉に驚おどろき、僕は聞き返す。

〝あの出来事〟からずっと、何も感じなくなっていたのに……僕の内側がかすかに揺らいでいた。

「そ。だからちゃんと兄様らしく振る舞まってよね！　妹のことはどんなことがあっても守る！　どんなワガママでも聞く！　それが立派な兄様なんだから！」

　正面から僕を指差し、堂々と宣言する利亜。

「えぇー……」

　とんでもない要求に僕が顔を顰しかめていると、開き切った門を抜ぬけてもう一人の女の子が現れる。

「利亜、いきなりそんな無茶を言っちゃダメよ。玖く郎ろうくんはとても辛つらいことがあったばかりなんだから」

　ちょっとだけ僕より年上に見える彼女は、利亜を窘たしなめて僕の前に立った。

「はじめまして、私は遊ゆ奈な。今日から、私があなたのお姉ちゃんよ」

　そう言うと、彼女──遊奈はいきなり僕を胸むな元もとに抱だき寄せた。

　ふわりと甘い香かおりに包まれ、鼻先が微かすかな柔やわらかさを感じる。

「な……」

　状じよう況きようが全く分からずに硬こう直ちよくしていると、遊奈は僕の頭を優やさしく撫なでた。

「大変だったわね。お父様とお母様がいきなりいなくなるなんて……私には想像もできない。でも……でもね、これからは私たちが一いつ緒しよにいるから。玖郎くん……ううん、クロくんって呼ぶね。その方が、何だか〝私の弟〟って感じがするもの」

　そのままぎゅっと強く抱きしめられる。

　苦しいけど、暑いけど、何だかとても心ここ地ちが良かった。

「っ……」

　揺れる。

　僕の内側で、また何かが──。

　目の奥がぐっと熱くなる。抑おさえつけていたものが、一気に溢れ出す。

「う……ぐうっ……うわぁぁぁぁぁぁぁぁん!!」

　父さんと母さんが〝獣〟に喰くわれてから一週間。

　あの時に涙を流せなかった僕は、今になって大声で泣き喚わめいた。







　また夏がやってきた。

『──最初の幻獣ビースト・災害カラミテイ発生から今日で二十五年。現在も立ち入り禁止になっているスカイタワー跡あと地ちには、慰い霊れいのため多くの人々が──』

　屋敷のリビングでぼうっとテレビを眺めていた僕は、特別番組が始まったのを見てチャンネルを変える。

『──幻げん性せい変へん異い症しよう候こう群ぐん、通つう称しよう〝幻変症ビースター〟の早期発見技術は格段に進歩し、三級以上の幻獣ビースト・災害カラミテイが発生することはほぼなくなりました。今後は発症前に因子保持者キヤリアを発見、隔かく離りすることも可能に──』

　ボタンを押し、また別のチャンネルに。

『──セプテントリオンとして再出発した我が国は、凄すさまじい速度で復興と発展を遂とげ、魔導技術先進国となりました。しかし魔導士への富と権力の集中を問題視する声も多く──』

　諦あきらめてテレビを消す。

　毎年、この日はこんな番組ばかりだ。

　幻獣ビースト関連の話題は、嫌いやなことを思い出すから好きじゃない。

　腰こしかけていたソファの背もたれに体重を預け、高い天てん井じようを見上げる。

　ここへ来たばかりの頃ころは、部屋の広さや高さに慣れなかった。一年経たった今でも、時々落ち着かない気分になる。

「遊奈と利亜、どうしたんだろ……」

　朝、調子が悪いと言って二人は部屋から出てこなかった。

　おじさんは仕事で、おばさんはＰＴＡの集まりに行っている。昼にはいつものお手伝いさんが来てくれるはずだが、その前に様子を見に行った方がいいだろう。

　僕はソファから立ち上がり、二人の部屋に向かおうとした。

　けれどちょうどそのタイミングでリビングの扉とびらが開く。

「あ、おはよ──」

　挨あい拶さつしようとした声は半ばで途と切ぎれた。

　二人、支え合うようにして現れた遊奈と利亜。

　この一年で本当の家族のように親しくなった姉妹は、怯おびえるように、縋すがるように僕を見つめている。

　僕も彼女たちから目を離はなせなかった。

　利亜の頭部から、二本の捻ねじれた角が生えている。

　遊奈のふわふわした髪かみの間から、狼おおかみのような耳が飛び出ている。

「兄様……」

「クロくん……」

　変へん貌ぼうを遂げた二人は、体を震ふるわせながら言葉を紡つむいだ。




「……助けて」




　けれど彼女たちの声を聞いた時、驚きの感情はどこかへ消える。

「うん──分かった」

　何ができるのかは分からない。

　でも僕は、迷わずに首を縦に振った。







　──たった半日。

　僕が遊奈と利亜を守れたのは、それだけの時間だった。

「離せっ!!」

　ポラリスの〝獣魔導士ソーサラー〟に連れて行かれる二人に、僕は必死で手を伸のばす。

　けれど僕の体は何人もの大人に押さえ込まれていて、それ以上動くことはできない。

「いやっ！　助けて──助けてよ、兄様！」

　利亜がもがきながら叫さけんでいた。

「クロくん……クロくんっ!!」

　遊奈はこちらを振り向き、ただ僕の名前を呼んでいた。

　なのに僕は何もできない。

　どうやっても……今は、とどかない。

　だから──。

「っ……いつか、いつか……助けに行く！　必ず……絶対に!!」

　地面に顔を押しつけられながら、ありったけの声で叫ぶ。

　喉のどの痛みも、口の中に入る砂の味も無視して、何よりも大切な二人に誓ちかう。

　この日、この瞬しゆん間かん、僕は自分の〝生き方〟を決めたのだ。




　　　　２




　────。

　最初はうるさいと感じたプロペラの音は、いつしか気にならなくなっていた。

　それは雨の日の、雑音に満ちた静せい寂じやくのよう。

　いや、ひょっとすると雨も降っているかもしれない。出発する直前、首都の空は灰色の雲に覆おおわれていた。

　けれど俺が乗せられた軍用ヘリの後部スペースには窓がなく、外の様子を確かめる術すべはない。

　小隊規模の人員運うん搬ぱんを想定しているのか、後部スペースにはかなりの余よ裕ゆうがある。そこにいるのは、俺とあともう一人だけ。

　向かい合うシートの対角線上に座る人物に、俺は視線を向けた。

　たぶん年ねん齢れいは俺とあまり変わらない──十五、六歳の少女だ。俺と同じく、支給されたばかりの黒い制服を身に付けている。髪の色素が薄うすく、肌はだも白い。やはり〝外来組〟だろうか。

　すると俺の視線を感じたのか、少女がこちらに顔を向ける。

「……日本語、分かるか？」

　俺は少し躊躇ためらいながらも、彼女に話しかけてみた。俺を見る青い瞳ひとみが、何かを問うているように感じられたからだ。

「ええ、ポラリスでの公用語ですから」

　流りゆう暢ちような日本語で彼女は答える。特に迷めい惑わくそうな表情は見せていない。たぶん彼女も退たい屈くつしていたのだろう。

「俺は、昏くら部べ玖郎。君は？」

「──アリス・リライト。欧おう州しゆうで細々と続いてきた〝魔ま女じよ〟の末まつ裔えいです。クラベ……というのは聞いたことのない家名ですね」

　アリスと名乗った少女は、俺の顔をまじまじと見つめた。

「ずっと山奥に潜ひそんでいた血族だからな。それにしばらく後こう継けい者しやが決まらずにいた。そのせいで〝国内〟の一族なのに、魔導士登録がこんなに遅おくれたんだよ」

　俺は苦く笑しようを浮うかべる。

　──ただ、そのおかげで俺はチャンスを摑つかめた。

　何より大切だった姉妹を失ってからの五年は、まさに地じ獄ごくのような日々だったけれど、俺は自分に残っていたあらゆるものを犠ぎ牲せいにして、昏部の姓せいを手に入れたのだ。

「セプテントリオンが外部からの魔導士登用を始めて二十年……かなり出遅れてしまいましたね。ポラリス設立当初なら、国内の家系として優ゆう遇ぐうされたでしょうに。もう〝法魔導士ウイザード〟は定員一いつ杯ぱい。今となっては〝獣魔導士ソーサラー〟の枠わくしか空いておらず、まずはその候補生になるしかありません」

　少し同情した口調でアリスは言う。

「別に旨うまみのあるポジションが欲しいわけじゃないから構わないさ」

　しかし俺が軽く肩かたを竦すくめると、彼女は意外そうに瞬まばたきをした。

「何か他に目的があると？」

「ああ」

　強く頷うなずく。

　するとアリスは初めて口元に小さな笑えみを浮かべた。

「──私と同じですね」

「君も？」

「ええ」

　アリスは頷く。

　それが何なのかは語らない。俺も、あえて口にしない。

　ただ何となく彼女に親近感を覚え、俺は彼女に笑いかける。

「じゃあお互たがい頑がん張ばろう」

「そうですね。頑張りましょう」

　そうして俺たちは互いの目的を知らぬまま、笑みを交わしたのだった。







　ヘリが着陸し、プロペラの音がゆっくりと途と絶だえる。

　すると異様なほどの静けさが辺りを包んだ。

　少なくとも雨の音は聞こえない。というか環かん境きよう音が全くしない。

　その理由はアリスと共にヘリを降りたところで判明した。

「まさかもう、ポラリスの〝内側〟だったなんてな」

　俺が呟つぶやくと、アリスは苦笑を浮かべる。

「これではここがどの辺りなのか、見当もつきませんね。首都からヘリで二時間の範はん囲いというだけでは、特定など不可能です」

　彼女はそう言って、ドーム状の空間を見み渡わたした。

　そこはヘリポート以外には何もない空間で、開閉式と思われる天井は閉じている。恐おそらくヘリが出入りする時だけ開くのだろう。

　──ようやく、ここまで来た。

　込み上げる想おもいを表情に出さないよう堪こらえていると、ドームの端はしにある扉が開いた。

　正式な獣魔導士ソーサラーの証である白装ローブを来た男女が、俺たちの前までやってくる。

「昏部候補生」

　女性の方の獣魔導士ソーサラーに名前を呼ばれ、俺は背筋を伸ばす。

「はい」

「君はこちらへ」

　そう言って女性は俺に背を向け、やってきた扉の方へ歩き出した。

　それを見たアリスは俺に小さく会え釈しやくをする。

「ここからは別々みたいですね。〝外来〟の私は、きっとあなたより手続きが多いのでしょう。それではまた──〝入学式〟で」

「ああ、また」

　俺は小さく手を振ふり、女性の後を早足で追いかけた。

　ドームの扉を潜くぐった先はエレベーターで、女性がパネルを操作すると籠かごは下降を始める。

　籠の壁へき面めんは透とう明めいでシャフト内の武骨な内観が丸見えだったが──途と中ちゆうでいきなり視界が広がった。

　シャフトの壁かべが透明な材質に変わり、外の景色が目に飛び込んできたのだ。

　そこは広大なすり鉢ばち状の空間。

　中央部には水が溜たまって湖のようになっており、周囲には森や川が見える。そしてさらにそれを取り囲むようにして、近代的な建造物が立ち並んでいた。

　巨きよ大だいな〝すり鉢〟の直径は恐らく数十キロ。

　だが何より驚おどろくべきなのは、このとてつもなく広い空間に〝天てん井じよう〟があることだ。

「……地下？」

　俺が呟くと、女性魔導士がこちらを向く。長い髪かみを一つに纏まとめたポニーテールが、彼女の動きに合わせて揺ゆれる。

「ああ、このポラリスはとある場所の地下にある」

　厳格そうな女性だが会話には応じてくれそうだったので、俺は抱いだいていた疑問をそのままぶつけてみた。

「こんなに広い地下空間をどうやって作ったんですか？」

「作ったのではなく、在るものを利用したのだ」

「在るもの？」

「三十年前の〝終末〟──幻変症ビースターのパンデミック。現在の基準で言うなら特級の幻獣ビースト・災害カラミテイによって生まれた〝クレーター〟がこの場所だよ」

　彼女は身振りで眼下の景色を示す。

「まさかここまで……」

　どれほどの爆ばく発はつがここで起こったのか──それを引き起こしたモノが何だったのか、想像すらできずに俺は息を吞のんだ。

「終末期──レベル７まで進行した幻変症患者ビーステツドは、この規模の被ひ害がいを引き起こす。君はこれから彼らを扱あつかうことになるのだから、よく覚えておくことだ」

　扱う──。

　その言葉に胸の内側がざわめく。

「…………」

　彼女は黙だまった俺をしばらく見つめていたが、やがて溜ため息いきを吐ついて視線を外した。

　会話の途絶えたエレベーターの籠は、クレーターの地面よりさらに下へと降りていく。

　景色は再び武骨なシャフトの内ない壁へきに覆われた。

　まだ降りるのかと思った俺の考えを読んだかのように、彼女は口を開く。

「このポラリスは新規の獣魔導士ソーサラーを教育し、相応ふさわしい階位を授じゆ与よする場所だが、本来の役割は幻変症患者ビーステツドの隔かく離り施し設せつ〝檻ケージ〟だ。それはこのクレーターのさらに地下深くにある」

「俺は……そこで何を？」

　半ば予想はついていたが、あえて俺は問いかけた。

　すると彼女は手にしていたタブレット端たん末まつを俺に渡わたす。

「ポラリス第二十一期生、昏部玖郎。獣魔導士ソーサラー候補生として入学を認められた君には、暫ざん定てい的に〝第二階位〟の称しよう号ごうが与あたえられた。そして階位の数字は、所有できる〝使い魔〟の数でもある」

　そう言いながら、彼女はタブレットの画面に触ふれた。すると顔写真付きのリストが表示される。

「それが〝檻〟に現在収容されている幻変症患者ビーステツドのリストだ。その中から二人、使い魔とする者を選べ」

「っ……」

　奥歯を嚙かみしめ、何とか無表情を保った。

　けれど内心はこれ以上ないほど荒あれている。

　幻変症患者ビーステツドがどう扱われているかを知らないわけではなかった。全すべて理解した上で、それでも〝彼女たち〟に会うため、ここまで来た。

　こんなにも動どう揺ようしたのは、俺が最も恐れている可能性を今から確かめねばならないから。

「────」

　俺はかすかに震ふるえる指で画面をスクロールさせ、〝彼女たち〟の顔と名前を探す。

　もし〝生きているのなら〟このリストに含ふくまれているはずだ。だがもしも居なかった時は──。

　喉のどが渇かわく。ごくりと唾つばを吞み込んで、リストに目を走らせる。

「あ」

　思わず声が漏もれた。

　患かん者じや名、柊ひいらぎ遊奈。年ねん齢れい、十六。身体能力ランク、Ｂ。区分、上位狼種詳しよう細さい不明。能力、不明。特記事じ項こう、使い魔オファーの辞退十回以上。

　患者名、柊利亜。年齢、十四。身体能力ランク、Ｅ。区分、下位巨種詳細不明。能力、不明。特記事項、反はん抗こう的。

　──間ま違ちがいない。

　それぞれ成長しているものの、顔写真は俺がよく知る姉妹のものだ。

「めぼしい者を見つけたようだな」

　獣魔導士ソーサラーが俺の反応を見て声を掛かけてくる。

「──はい。彼女たちに、会わせてください」

　タブレットに表示されている二人を、俺は指差した。

「ふむ……柊姉妹か。妹の方はともかく、姉の身体能力は非常に高い。いいところに目を付けたと言いたいが──契けい約やくは難しいだろうな」

「何な故ぜ？」

「彼女たちはこれまでの申し出を全て断っている。最初期とは違い、現在のグリモワール・リングによる主従契約は対等で厳格なものだ。患者の同意なしに、使い魔とすることはできん。この姉妹はどんな好こう待たい遇ぐうにも靡なびかない。話しても時間の無む駄だだろう」

　肩を竦め、他の者にしろと促うながす彼女だったが、俺は首を横に振る。

「いえ、会ってみなければ分かりません」

　他の者に会うつもりなどない。俺は遊奈と利亜に会うため、魔ま導どうの力を手にし、このポラリスに〝入学〟したのだ。

「……頑がん固こだな。まあ、好きにしたまえ」

　呆あきれた様子で彼女は頷く。

　そこでちょうどエレベーターが停止し、扉とびらが開く。

　その先には薄うす暗ぐらく細い廊ろう下かが続いていた──。







　面会室の扉は金庫のように分厚く、中は二重の格こう子しと透明な遮しや蔽へい板ばんで区切られている。

　幻変症患者ビーステツドとの〝契約内容〟は、魔術的にも重要な意味を持つため、この中での会話は秘ひ匿とく事じ項こう。外に漏れることはないらしい。

　一人で面会室に通された俺は、格子の向こうに見える扉をじっと見つめた。

　そこを通って二人が現れるはずだから。

　五分ほど経たった頃ころ、室内にガチャリと鍵かぎが開く音が響ひびく。

　ゆっくりと開いていく向かいの扉。こちらと同様に、その扉は異様に分厚い。

　そして扉が開き切ると、二人の少女が並んで面会室に入ってきた。

　五年前の〝あの日〟が重なる。

　狼のような耳と尻尾しつぽ、山や羊ぎのような捻ねじれた角──人間にはない部位を有する彼女たちは、怯おびえと敵意が入り混じった表情を浮うかべていた。

　五年前と違うのは、成長した体とその手首に在る銀色の〝腕うで輪わ〟。お洒落しやれさの欠片かけらもない、病院着のような簡素な服。

「申し訳ないけど、私たちは誰だれかの使い魔になるつもりはないわ。たとえどんな条件を出されても、幻獣ビーストとして生きたくないの」

「あんたたち獣魔導士ソーサラーのドレイになるなんて、あたしはまっぴらごめんよ！　あたしと姉様は人間なんだから！」

　二人は部屋の入り口で足を止め、それぞれが拒きよ絶ぜつの言葉を述べる。

　先ほど聞いた通り、二人は獣魔導士ソーサラーと契約することを徹てつ底てい的に拒こばんでいるらしい。

　こちらをまともに見ようともせず、そのまま背を向けようとする少女たちに、俺は静かに声を掛けた。




「そんなこと言わないで、少しだけ話をしてくれないか。ようやく──五年ぶりに会えたんだからさ」




　その瞬しゆん間かん、二人は弾はじかれたように振り返る。

　もしかしたら忘れられているかもしれない。今の俺を見ても分からないかもしれない。

　背が伸のびた。顔つきが変わった。声だってあの頃よりずっと低くなった。自分のことを〝僕〟と呼ぶのをやめた。話し方もたぶん変わった。

　だから分からなくても仕方ない。そう思っていたけれど──。

　部屋に沈ちん黙もくが落ちる。

　ガチャン。

　彼女らが入ってきた扉が、音を立てて閉まった。

　それが合図だったかのように、二人は声を発する。

「え……うそ──」

　利亜が唇くちびるを震わせた。

「まさか──」

　遊奈は大きく目を見開く。

　そして二人は同時に、俺の方へ駆かけ寄って来た。

「うそ……ホント!?　本当に……兄様？」

　信じられないといった様子で、利亜は遮蔽板に額を押しつけ、俺の顔をじっと見つめる。

「間違いない……本物……本物のクロくんよ。だってこの匂におい──忘れるはずないわ」

　狼種の形質が色いろ濃こく出ている遊奈は、鼻をくんくんと鳴らし、瞳ひとみに涙なみだを浮かべた。

「ああ、俺だ──〝玖郎〟だよ。利亜、遊奈……久しぶり」

　ぎこちない笑えみを俺は姉妹に返す。

「兄様……ホントのホントに兄様なんだ……でも何で……ここには獣魔導士ソーサラーや候補生しか入れな──」

　そう呟つぶやいた利亜は、俺の服装を見て硬こう直ちよくする。

「クロくん、まさか……」

　目を見開く遊奈に、俺は頷うなずいた。

「俺は、獣魔導士ソーサラー候補生としてここに来た」

　そして俺は一度深呼吸をして気持ちを落ち着かせる。

　さっき、遊奈は言った。使い魔になるつもりはない、幻獣ビーストとして生きたくはないと。

　利亜も言った。獣魔導士ソーサラーの奴ど隷れいになるのはまっぴらごめんだと。

　だからこれから提案するのは、二人の意志に反するもの。

　でも今の俺にはこの方法以外、彼女たちを救う術すべをもっていない。

「兄様……？」

　利亜はまだ事態を吞み込めていない表情で俺の名を呼ぶ。

「クロくん……」

　遊奈は俺が何を言おうとしているのかを悟さとったのか、酷ひどく悲しげな顔で俺を見つめた。

　そんな姉妹に俺は告げる。

「二人にお願いがある。俺の──使い魔になってくれ」




　　　　３




「まさかあの姉妹が契約を結ぶとはな。君はよほど交こう渉しよう上手なようだ」

　面会室を出た俺に、女性の獣魔導士ソーサラーは笑みを浮かべて言う。

　面会室での会話は秘ひ匿とくされるという話だったが本当かどうか──。

　実は俺たちの話を聞いていたのではないかと疑うものの、彼女の表情から真しん偽ぎを測ることはできない。

「……タイミングなどもあったのだと思います。こんな地下深くにずっと隔かく離りされているんですから」

　当たり障さわりのない返事をした俺を見て、彼女は小さく笑った。

「ふ……まあ、そういうことにしておこう。では、これが彼女たちの腕輪と対応するグリモワール・リングだ。その指輪をつけて規定の儀ぎ式しきを行うことで、腕輪は〝契約の首輪〟に変じ、君は二人の〝主〟となる」

　彼女が差し出してきた二つの指輪を俺は受け取る。

　──主、か。

「現在、彼女たちの腕輪には地脈から魔力が供給され、病の進行を抑おさえ込んでいる。それが地下深くに〝檻ケージ〟を作った理由の一つだ」

　彼女は施し設せつの廊下を示してから言葉を続ける。

「ゆえに患者を〝檻〟の外へ連れ出す場合、主となった者が代わりに魔力を供給しなければならない。魔力の供給は指輪を嵌はめるだけで自動的に行われる。正式な契約は後で構わないが、指輪は今から着けておくように」

　俺は手の平にのる二つの指輪をじっと見つめた。

　表にも裏にも複雑な文様が刻まれている。高度な技術で作られた魔導具であることは間違いない。

「幻変症患者ビーステツドにとって、獣魔導士ソーサラーは命いのち綱づなでもあるんですね」

　俺は指輪を右手の人差し指と中指にはめて言う。

「その通りだ。そして使い魔が為なしたことの責任は全すべて君に在る。万が一、レベル５まで病状を進行させた場合、使い魔は駆く除じよされ──君は大きなペナルティを負うだろう。どのような時もその指輪を外さぬよう、気を付けることだ」

　彼女の忠告を聞きながら、俺は拳こぶしを握にぎりしめた。

「はい──絶対に外しません」

　誰が何を言おうと、どんなことがあろうと俺はこの指輪は手放さない。

　これは俺がようやく手にした──二人との〝繫つながり〟なのだから。

　そんな俺を見つめ、彼女は言う。

「ともあれ、これで君は入学の条件を満たした。ではそろそろ名乗っておこう。私は薙なぎ里さと亮りよう子こ。ポラリス獣魔導士ソーサラー養成学園──通つう称しよう〝学園スクール〟で教きよう鞭べんを執とる獣魔導士ソーサラーであり、君たち二十一期生の〝担任導師〟だ」







　これから俺の担任になるという獣魔導士ソーサラー──薙里導師と共にエレベーターの前で待っていると、廊下の奥から遊奈と利亜がやってきた。

　これから生活拠きよ点てんが変わるというのに、二人は手ぶら。つまり持ち出す私物が特になかったのだろう。それだけでこの五年、彼女たちがどれほど不自由な思いをしていたのかが垣かい間ま見みえる。

「…………」

　遊奈は何も言わず、俺をじっと見つめた。

　利亜も無言で俺を睨にらむ。

　──やっぱり怒おこってるよな。

　二人の視線を感じつつ、俺は気まずい思いを抱いだいた。

　実を言うと、彼女たちとの契けい約やくはまだ成立していない。

　俺はかなりズルい手を使ったのだ。

　使い魔になって欲しいと申し出た後、俺はこう言った。

　詳くわしい事情は一いつ緒しよに来てくれたら、安全な場所で話す。これ以上、この場で会話はできない──と。

　それでも二人なら俺を信じてくれると思っての選せん択たくだった。たとえ表向きは秘密が守られると言われている場所でも、俺の〝目的〟を話すのは憚はばかられたから。

　予想通り、遊奈と利亜は一ひと先まず俺の提案を受け入れてくれたが……その瞳には疑念と不安の色が滲にじんでいる。

「ではこれから君たちが生活する場所へ案内する。ついてきたまえ」

　薙里導師はエレベーターに乗り込み、俺たちを促うながした。

「行こう」

　俺が声を掛かけると二人はどこか躊躇ためらいがちにエレベーターの籠かごに入る。

　そこからはひたすら無言で薙里導師について行くだけ。

　エレベーターで地上──とは言ってもフタをされたクレーターの中だが──に出た後は、自動運転のケーブルカーに乗って斜しや面めんを下っていく。

　ケーブルカーには俺たち以外誰も乗っておらず、窓から見える建物や道にも動く者の姿はない。

　まるで無人のようだが、そんなはずはない。恐おそらく施設の大きさに対して、人口が少なすぎるのだろう。

　遊奈と利亜にとっては五年ぶりの〝外の景色〟で、さらにクレーターに作られた独特な形状の施設群だというのに、二人はまだ俺を見つめ続けている。

　ひと時も目を離はなそうとしない。利亜は時折、何か言いたげに口を動かすが──遊奈がそれを窘たしなめていた。

　詳しい事情は安全な場所で話すと言った俺の意図を、遊奈はちゃんと理解してくれているらしい。

　対して利亜は、俺の態度に不満があるらしく、視線が合うと頰ほおを膨ふくらませて睨み返してくる。

「────」

　どうしていいか分からず、苦笑いを浮うかべた。

　すると利亜はぷいと顔を背そむける。

　そんなやり取りを繰くり返していると、何番目かの駅でケーブルカーが停車した。表示されている駅名は〝学生寮りよう前〟。

　ケーブルカーを降りた目の前に、四階建てのマンションが複数立ち並んでいる。

「君の部屋はＡ棟とうの４０１号室だ。制服と共に支給した個人用端たん末まつがキーになっている。必要なものは部屋に用意してあるので、明日の入学式までに本契約を済ませ、しっかり準備をしておくように」

　薙里導師はそう言うと、再びケーブルカーに乗り込んだ。

　どうやら案内はここまでらしい。

「はい、わかりました」

　俺が頷うなずくと、彼女は笑えみを浮かべる。

　ドアが閉まり、ケーブルカーはクレーターの中心部へと下っていった。







　胸むな元もとのポケットから手の平サイズの個人端末を取り出し、センサーに翳かざす。

　するとガチャリと解かい錠じようの音が響ひびき、俺は４０１号室の扉とびらを開いた。

　マンションの外観と、フロアに上がってからの扉の数で予想は付いていたが──中は非常に広い。

　玄げん関かんから奥のリビングに続く廊ろう下かには、いくつもの扉がある。

　部屋数は五。十畳じようほどあるリビングには既すでにソファなどの家具が用意されていた。冷蔵庫や電子レンジ、エアコンといった家電も一通り揃そろっている。

　これだけ部屋が広いのは、獣魔導士ソーサラー候補生がそれほど多くないのと、最初から使い魔まとの共同生活を想定しているからだろう。各部屋を確かく認にんすると、ベッドが置かれた寝しん室しつは三部屋もあった。

「クロくん……そろそろ、いいかな？」

　室内を一通り改めてリビングに戻もどってくると、遊奈がおずおずと話しかけてくる。

　ここでなら話をしてもいいのかという問いかけだと思うが──。

「悪い、少しだけ待ってくれ」

　俺は彼女を制止し、自分の人差し指を犬歯で傷付けた。

「あっ……」

　俺の指先に浮かび上がる血の球を見て、利亜が声を上げる。

　けれど俺はそれには構わず、自らの〝名〟を示す魔術記号サインを四方の壁かべに手早く描えがいた。

「──創城アーチエ」

　そして短く告げ、魔力を流し込む。

　すると魔術記号が赤く発光し、部屋全体が淡あわい光で包まれた。

「これ……魔術？　やっぱりクロくんは本当に……」

　遊奈はその光景に息を吞のんだ。

　俺は彼女に笑みを向け、やっと準備が整ったことを伝える。

「ああ、この部屋を俺の支配する空間に作り変えた。これも一種の使い魔みたいなものだ。ここでなら誰だれにも会話を盗ぬすみ聞きされる心配はない」

　するとそれを待っていたように、利亜が前に出てきた。

「じゃあどうしてこんなことになったのか──聞いていいのね？　兄様」

　小こ柄がらな利亜は俺を至近距きよ離りから睨ねめ上げる。

「……もちろん。きちんと話すよ。けど最初にまず謝らせてくれ。絶対助けに行くって言ったのに──五年も掛かった。待たせて本当に悪い。気持ちが収まらないのなら……まずは一発、思いっきり殴なぐってくれ」

　明らかに怒っている様子の利亜に俺は謝った。

「っ……！」

　それを聞いた彼女は勢いよく腕うでを振ふり上げる。

　獣じゆう化かが進行した幻変症患者ビーステツドの筋力は常人を遥はるかに凌しのぐ。下手をすれば即そく死ししかねないが、俺は覚かく悟ごを決めて身構えた。

「ばかっ！」

　ぽすっ──。

　しかし予想に反して、俺の胸に叩たたきつけられた利亜の拳に力は籠こもっていない。

「ばかばかっ！　兄様のばかっ!!　あたしはそんなことで怒ってるんじゃないわよ！　兄様は……相変わらず、ホントにばかよ！」

　悔くやしそうな表情を浮かべた利亜は、俺に背を向け、逃にげるように遊奈の後ろに隠かくれる。

「利亜……」

　俺は彼女が何に対して腹を立てているのか分からず困こん惑わくの表情を浮かべた。

　すると遊奈が苦笑を浮かべ、ゆっくりと近づいてくる。

「クロくん、私たちは待ってなんかいなかったのよ？」

「────」

　その言葉に俺は息を吞んだ。

　けれど遊奈は俺の顔を見て、慌あわてて首を横に振る。

「クロくんと会いたくなかったわけじゃないわ。当然……すごく、すごく会いたかった。だけどそれは絶対に叶かなわない夢だと思っていたの。だって、ポラリスの〝檻ケージ〟に収容された幻変症患者ビーステツドに接せつ触しよくできるのは魔術を使える人だけだって知っていたから」

「だから俺は、獣魔導士ソーサラーの候補生としてここへ来た」

　頷うなずく俺だったが、遊奈は納なつ得とくできないという様子で言葉を続けた。

「でもクロくんは、魔術なんか使えなかったじゃない！　魔導士ってなろうと思ってなれるものじゃないって、私は知ってるわ。ちゃんとその〝家〟に生まれた人じゃないとダメだって、聞いたことがあるもの」

　遊奈が抱く疑問はもっともなものだった。

　五年前は俺も自分にそんな資格があることは全く知らなかったのだから。

「──父方の遠い親しん戚せきが、そういう〝家〟だったんだよ。そして都合がいいことに、そこは後こう継けい者しやを探していた。血けつ縁えんがあれば〝資格〟はある。だから俺は養子になって、魔術を継承したんだ」

　簡潔に自分が魔術を手にした経けい緯いを語る。

　詳しく話さなかったのは、それがあまりにも〝おぞましい〟日々だったからだ。

　俺が味わった地じ獄ごくなど、遊奈や利亜は知らなくていい。知って欲しくない。

　どうしようもないほど、俺の手は汚よごれている。俺がどれほどのものを犠ぎ牲せいにしてきたかを知れば、遊奈と利亜は責任を感じてしまうかもしれない。だから絶対にそこは秘密にするつもりだった。だが──。

「そう……きっと、すごく頑がん張ばってくれたのね……クロくん」

　遊奈は俺の首に手を回し、胸元へと引き寄せる。

「な──」

　初めて彼女と出会った時を思い出す、温かな抱ほう擁よう。けれどあの頃ころより大きく成長した彼女の胸は、俺の顔を柔やわらかく包み込んだ。

「よしよし」

　そして頭を撫なでられる。

　それはとても心ここ地ちいい感かん触しよくだったが、全すべてを見み透すかされたかのような焦しよう燥そうを感じ、俺は慌てて彼女から離れた。

「い、いきなり何をするんだよ」

「え？　だってクロくんがすごく辛つらそうだったから」

　抗こう議ぎする俺に、きょとんとした表情を向ける遊奈。

　その後ろから利亜がジト目で睨にらんでくる。

「兄様のえっち。顔真っ赤」

「っ……仕方ないだろ」

　俺は顔が熱くなっているのを自覚しつつ、強ごう引いんに話を戻した。

「俺が魔術を継承して、ポラリスの獣魔導士ソーサラー候補生になれたのは、そういうわけだ。けど、俺はただ二人に会いにきたわけじゃない」

　その言葉に遊奈と利亜は驚おどろいた表情を浮かべる。

「どういうこと、クロくん」

「兄様……何だか、ちょっと怖こわいわ」

　体を硬かたくする姉妹に、俺は自分の目的を語っていく。

「セプテントリオンが外部の魔術継承者を受け入れているのは、幻変症患者ビーステツドを〝使い魔〟として使し役えきする獣魔導士ソーサラーが不足しているからだ。このまま普ふ通つうにポラリスを卒業しても、軍や警察に配属されて、ずっと二人を戦わせ続けなきゃいけなくなる」

　苦々しく俺は吐はき捨てた。

　かつて日本と呼ばれていたこの場所は、今や魔導士による魔導士のための国家だ。しかし建国から二十年以上経たち、支配構造──社会システムはほぼ完成している。よって新規の魔導士が就つける役職は限られている。

「本当は……二人を〝檻〟から連れ出せたら、そのまま一いつ緒しよに逃げようかとも考えた。けどそれじゃ一生追われる身だ。だから俺は真っ当な方法で戦おうと思う」

「真っ当な方法？」

　首を傾かしげる利亜。

　俺はここでようやく、決して他の者には聞かれるわけにはいかない本音を告げた。

「俺は獣魔導士ソーサラーとして昇のぼりつめ、執しつ行こう機関や軍部を統すべる七つの座……〝七星ステラ〟の地位を手に入れる」

「七星……」

　利亜は俺が口にした単語を繰くり返した。

「セプテントリオンは魔導軍事国家だ。軍部の方が行政機関より力を持ってる。だから七星こそが国の頂点。その一人となって、俺は遊奈や利亜のような幻変症患者ビーステツドが〝人間として〟生きられる世界を作る。そのために──いや、〝それまで〟は俺の使い魔として力を貸してくれないか？」

　二人の目を見つめ、俺は姉妹と結ぶ〝契けい約やく〟の内容を口にする。

「ええ、分かったわ」

　遊奈は即そく答とうだった。

　あまりに迷いのない返答に俺は戸と惑まどい、利亜も焦あせった様子で言う。

「ちょっ、ちょっと姉様！　本気なの!?　兄様はあたしたちに〝幻獣ビーストになれ〟って言ってるのよ!?　使い魔は戦いの道具なんでしょ？　いつか人間として生きるために今は人間を止やめろって……そんなの無茶苦茶だわ！」

　利亜の叫さけびは俺の胸に深く突つき刺ささった。

　だが何も言い訳はできない。本当にその通りなのだから。

「それにどうしてあたしたちが戦わなくちゃいけないのよ！　他の……もっと強い子を使い魔にして、上を目指せば──」

「利亜、それは間ま違ちがった方法よ」

　興奮する利亜の言葉を、遊奈が優やさしく遮さえぎる。

「……姉様？」

「だってこれは、〝私たちが幸せになるための戦い〟だもの。そのためにクロくんが他の子を利用したら利亜は怒おこるでしょう？　たとえそれで自由になれても、幸せだと思える？」

「それは……」

　言葉に詰つまった利亜の頭に、遊奈は手を置いた。

「これがきっと、クロくんが考えてくれた〝みんなで幸せになれる方法〟なのよ。だから私は使い魔まになることは怖くない。たとえそれで今は家族じゃなくなるとしても……」

　そう告げた遊奈は俺にも儚はかなげな笑みを向ける。

　──遊奈。

　五年も離はなれ離ばなれになっていたのに、再会して一時間も経っていないのに、これほど見透かされるものなのだろうか。

　利亜は遊奈の言葉を聞き、唇くちびるを嚙かむ。

「…………そんなこと言われたら、あたしだけ逃げられないじゃない」

　そう呟つぶやいた利亜は、キッと俺を睨む。

「分かったわよ！　あたしもやるわよ！　でもあたしに宿ってる幻獣ビーストは、姉様のと違って全然役立たずなんだからね！　兄様、絶対に後こう悔かいするわよ！」

　怒ど鳴なり声で利亜は俺との契約を了りよう承しようした。

　すると遊奈は念押しするように言う。

「ねえ、クロくん。私たちはずっと人間で在ろうとしてきたけれど……それでもどうしようもなく〝はしたない獣〟なの。ちゃんと躾しつけてくれないと……本当にいつか後悔するかもしれないわ。契約するのなら、それだけは覚えておいてね？」

　彼女の表情はとても真しん剣けんで、瞳ひとみには何かをひどく憂うれえている色があった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、絶対に後悔なんてしない。後悔をしないように、主人として最善を尽つくすから──二人とも、これからよろしく頼たのむ」

　俺が強い口調で言うと、二人は首を縦に振る。

「……ありがとう」

　俺は礼を言い、彼女たちの腕うで輪わとリンクする指輪に左手で触ふれる。

　そして二人に契約の儀ぎ式しきを行うためにまずやるべきことを告げた。

「じゃあ服を脱ぬいでくれ」

「へ？」

　利亜がピシリと硬こう直ちよくする。

「あら……」

　遊奈は頰ほおを染め、口元に手を当てた。

　その反応を見て、俺はハッとする。

「ち、違う、変な意味じゃない！　俺が継承した魔術は使い魔の〝創造〟に特化していて、この契約も通常より効果的なものにできるんだ。でも効力が強いせいで、服を着てたらその服まで使い魔にしてしまう。だから──」

　早口でこれは魔術的に必要なことなのだと俺は説明した。

「もう……クロくんは相変わらずえっちなんだから」

　遊奈は溜ため息いきを吐つき、はらりと服をはだける。

「兄様のヘンタイ！　すけべ！」

　利亜は顔を真っ赤にして怒鳴り散らす。

「は、話を聞いてくれ！　脱ぐ時はちゃんと後ろを向いてるから！」

　そう叫んで俺は二人に背中を向けたのだった。







　薄うす暗ぐらい室内に漂ただようのは、微かすかな血の匂においと甘い体たい臭しゆう。

　部屋の床ゆかに描えがかれた七層の多重魔法円──その塗と料りようには俺と彼女たちの血を混ぜてある。

　そして魔法円の中心で、遊奈と利亜が契約の交わされる時を待っていた。

「グリモワール・リング、起動。外部回路──昏部式魔法円とリンク、機能拡張」

　右手を掲かかげて告げると、人差し指と中指に嵌はめた指輪が輝かがやき始めた。

　それと呼応するかのように、魔法円も光を放つ。

　二人の少女はびくりと体を竦すくめ、怯おびえた表情で視線を巡めぐらせた。

「第二階位の権限において、今ここに契約を結ぶ──柊遊奈、柊利亜、汝なんじらは我が獣けものとなるか」

　重々しく問いかけると、姉妹は俺に目を向けた。

　二人とも顔は羞しゆう恥ちで上気し、肌はだは汗あせで湿しめっている。その瞳に浮うかぶ感情は、対照的。

　遊奈はどこか悲しそうな、揺ゆれる瞳で俺を見ている。

　利亜は怒ったような、悔くやしそうな瞳で俺を睨んでいる。

　だがそれでも、二人の答えは同じだった。




「──はい」




　姉妹の声が重なり、指輪と魔法円がさらに眩まばゆい光を放つ。

「んっ……ああっ!?」

「やっ──!?」

　光の中で嬌きよう声せいが響ひびく。

　パンッと二人の腕輪が砕くだけ散り、光の粒りゆう子しとなって彼女たちの首元へ集束する。

　そして一ひと際きわ眩い輝きが溢あふれ、弾はじけて消えた。

「あ……」

　遊奈と利亜は恐おそる恐る首に手をやる。そこにあるのは俺と彼女たちの契約の証──俺の指輪と対ついになる銀色の首輪。さらに俺が追加した昏部の術式によって、二人の下腹部には俺の魔術記号が痣あざのように浮かび上がっている。

　契約は成された。

　これでもう彼女たちは、俺の幼おさな馴な染じみでも、家族でもない。人ですらない。

　二人は俺──昏部玖郎に使役される〝幻獣ビースト〟だ。

　二人が人間として生きられる世界を作る──その契約が果たされる時まで。
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　輝くような日々だった。

「あ、クロくん！　こんなところにいたのね！　ほら、クッキー焼いてみたのよ。食べてみて」

　広い屋や敷しきが落ち着かなくて、物置や書庫に閉じこもっていても、何な故ぜか遊ゆ奈なはすぐに〝僕〟を見つけてしまう。

「兄様！　何ぼーっとしてるのよ！　暇ひまならあたしの買い物に付き合ってよね！」

　休日に一人で過ごそうとしても、利り亜あは強ごう引いんに僕を外に連れ出す。

　何故これほど自分に構うのか、僕はとても不思議だった。

　僕が二人の立場だったら──いきなり増えた家族に、ここまで親しくできるとは思えない。

　だからある日、二人にその疑問をぶつけた。すると二人は少し戸と惑まどった様子を見せてから、少し照れ臭くさそうに答えた。

「どうしてって言われても分からないわ。だって一目見て、放っておけないって思っちゃったんだもの。ふふ、ひょっとするとこういうのが一ひと目め惚ぼれって言うのかもしれないわね」

　冗じよう談だんっぽい口調で遊奈は笑う。

「あたしは別に構おうとしてるわけじゃないわよ！　兄様には兄様らしくなってもらいたいだけ！　放っておいたら立派な兄様になれないでしょ？」

　利亜は腰こしに手を当てて言うが、遊奈はからかうように問いかけた。

「じゃあクロくんが立派な兄様になった後はどうするの？」

「そ、それは──」

　そこで顔を赤くし、俯うつむく利亜。

　僕はそれを見て、二人が向けてくれている感情が〝好意〟だと知った。

　そしてその時、僕は初めての恋こいをしたのだ。

　今も同じ気持ちが胸の奥に宿っている。

　けれど、今の〝俺〟は理解していた。

　遊奈と利亜が当時既すでに幻変症ビースターの因子保持者キヤリアだったからこそ、彼女たちは俺に惹ひかれたのだと──。







　懐なつかしい夢が遠のく。

　甘く、優しく、どこか懐かしい香かおり。

　とても柔やわらかで、温かな感かん触しよく。

「ん……？」

　目を開けると、真っ白で大きな胸の谷間がそこにあった。正確に言うと、俺はその谷に鼻先を突つっ込んでいた。

「な──」

　状じよう況きようを理解した俺は慌あわてて顔を引こうとしたが、頭が動かない。ぎゅっと両手でホールドされている。

　視線を動かすと、微笑ほほえみを浮かべた遊奈と目が合った。

「ふふ……おはよう、クロくん」

　狼おおかみの耳をぴくぴくと揺らし、朝の挨あい拶さつをする遊奈。

「遊奈──何で……別々の部屋で寝ねたはずなのに……」

　今も鼻先で触ふれている胸の柔らかさに鼓こ動どうが速まるのを感じながら、俺は問いかける。

「だってやっと再会できたんだもの……こんなに近くにいるのに、別々の部屋で寝るなんて寂さびしいわ」

　瞳ひとみを揺らし、遊奈は答えた。

　俺たちの関係性は〝姉し弟てい〟から〝主従〟へと変わったが、幼い頃ころに積み重ねた思い出と絆きずなは変わらない。

　そのことにホッとしつつも、胸の奥に痛みを覚える。たぶん見ていた夢のせいだろう。

「クロくん……どうしたの？　とても悲しそうな顔よ？　辛つらいことがあるなら、全部お姉ちゃんに吐はき出して？」

　そう言うと彼女は、さらにぎゅっと俺の頭を抱だきしめた。

　顔全体が柔らかな膨ふくらみに埋うもれ、その心ここ地ち良さに胸に刺ささったトゲが溶とけていく。

　何て優やさしいんだろう。こんなに優しくされると、色々なことを忘れそうになる。

　……でも、そんなわけにはいかない。

「ありがとう──だけど、もう大だい丈じよう夫ぶだ。そろそろ離してくれ。まだ目覚ましは鳴ってないけど、早めに起きて準備をしたい。今日は入学式だからな」

　俺は小さく首を横に振ふり、解放してくれるよう訴うつたえた。

「うーん……でも、私だけ離しても意味はないかもしれないわよ？　ほら、そこ」

　腕を離した遊奈の視線の先を辿たどると、俺の腰に回されている腕に気付く。

「ま、まさか──」

　限界まで体を捻ねじって確かく認にんすると、俺に後ろから抱き付いている利亜を見つけた。

　彼女の頭から生えた角が背中に喰くい込んでいて、微び妙みように痛い。

「きっと利亜も寂しかったのよ。でもこの子、寝起きは悪いからなかなか離してくれないかもね」

　苦く笑しよう交じりに言う遊奈に俺は慌てる。

「お、おい利亜！　起きてくれ！」

　大声で呼びかけるが、利亜は目を開けずもごもごと寝言を漏もらした。

「んぅ……兄様……何やってるのよ……ばか……」

　寝言であっても彼女は俺に文句を言う。

　夢の情景と重なって心が軋きしむが、俺は感傷を無理やり吞のみ込んで、利亜を揺さぶった。

「利亜、頼たのむ──目を覚ましてくれ！　って遊奈もどさくさに紛まぎれてまた抱き付くなって！」

「えー、だってどうせ動けないんだしー」

　甘えた声で言う遊奈。

「うるさいわよ……兄様」

　利亜は目を開けず、ぎりぎりと俺の腰を締しめあげる。

　ポラリスでの最初の朝は、そんな風にして始まった──。
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「準備はできたか？」

　獣魔導士ソーサラー候補生の黒い制服に着き替がえた俺は、玄げん関かんで二人に確認する。

　朝食は食堂かルームサービスかを選べるシステムで、今日は部屋で取った。入学式前に他の生徒と会うのはなるべく避さけたかったのだ。

　ポラリスに集つどったのは世界各地で魔ま術じゆつを受け継ついできた者たち。それぞれがどんな力を持っているか分からない以上、下手に接せつ触しよくするのはリスクがある。

「もちろん！　ばっちりよ、兄様。尻尾しつぽ用の穴も姉様に開けてもらったし」

　女子用の制服を着た利亜は俺に背中を向けると、スカートからぴょこんと飛び出した短い尻尾を振ってみせた。

「私たち、中学生になる前にここへ送られたから……こういう学生服を着られて、本当に嬉うれしいわ。しかもクロくんと一いつ緒しよに通学できるなんて！」

　遊奈はスカートをひらひらさせながら言う。スカート上部の穴から出ているフサフサした狼の尻尾も、嬉しそうに揺ゆれている。

　だが俺は二人の言葉を聞いて、一つ注意すべきことに気が付いた。

「二人とも、部屋の外では俺をマスターと呼んでほしい。俺たちが元から親しい間あいだ柄がらだと他の生徒に知られると、そこを突かれるかもしれない」

「ええー、そんなぁ……私、クロくんって呼べないのは悲しいわ」

　しゅんとする遊奈に心が揺らぐが、ここは譲ゆずれない。

「頼む、二人のためなんだ。実戦形式の訓練があったとしたら、俺の動どう揺ようを誘さそうために、過か剰じように遊奈たちを傷つけようとする奴やつが出てくる可能性がある」

「う……それを聞いたら、断れないわね。でもマスターって呼び方は何だか味気ないわ。せめて……ご主人様じゃダメ？」

　首を傾かしげ、上うわ目め遣づかいで問いかけてくる遊奈。

「い、いや、別にダメじゃないが……」

　正直、その呼ばれ方はかなり心が揺さぶられたが、意味合いはマスターと変わらないので否定する根こん拠きよはない。

「ホント？　ありがとう、ご主人様」

　嬉しそうに尻尾を振り、遊奈は喜ぶ。

　その隣となりで顔を赤くしていた利亜は、俺と視線が合うと眼まな差ざしを鋭するどくした。

「あたしは普ふ通つうにマスターって呼ぶわよ！　ご主人様なんて呼ばせようとしたら、嚙かみ付くから！　いいわね！」

「お、おう。じゃあ行こう」

　俺は頷うなずき、４０１号室の扉とびらを開け、学生寮りようを後にした。

　地下空間だというのに、緑の匂においが混じるさわやかな風を感じる。恐おそらく大規模な空調設備が機能しているのだろう。

　ここでも他の生徒との接触を最低限にするため、かなり余よ裕ゆうを持っての登校だ。

　狙ねらい通り、他の生徒たちの姿はない。

　時間帯で照明の色を変えているのか、蓋ふたをされたクレーター内の景色は昨日より少し青みがかって見える。

　昨日はカーテンを閉め切って契けい約やくの儀ぎ式しきをしていたので見み逃のがしたが、恐らく夕方は照明が赤くなり、夜はきちんと暗くなるのだろう。

「──学園スクールまではケーブルカーで行くのか」

　支給された個人端たん末まつでポラリス内のアクセスを確認した俺は、学生寮前にあるケーブルカーの駅に向かった。

「あたしたちずーっと地面の下に閉じ込められてたけど、ここもまだ地下みたいなものなのね」

　昨日はほとんど景色を見ていなかった利亜は、高い天てん井じようを見上げて言う。

　ここはクレーターの縁ふちと中心のちょうど中間辺りだが、それでもあの蓋まで二百メートル近くはあるように思えた。

「ああ、たぶん正式な獣魔導士ソーサラーになるまでポラリスの外には出られない。本当の空が見られるのは──まだしばらく先だな」

　俺がそう呟つぶやいた時、遊奈が口を開く。

「クロく──じゃなくて、ご主人様。駅に誰だれかいるわ」

　くんくんと鼻を鳴らす遊奈の言葉を聞き、俺はケーブルカーの駅に視線を戻もどした。

　ホームの壁かべが邪じや魔まで姿は確認できないが、遊奈は匂いで察知したらしい。

「──わかった」

　さすがに全員を避けるのは無理だろうと、俺は覚かく悟ごを決めて駅に入る。

　改札はなく、駅員もいない簡素なホームには、既に三つの人ひと影かげがあった。

　一人は俺と同じぐらいの年に見える少年。東洋人のようだが髪かみの色素は薄うすく、長い前髪が片目を隠かくしている。

　そして彼の脇わきに控ひかえているのが、首輪を付けた十一、二歳ほどの男の子。二人とも黒髪おかっぱで、顔も同じ。唯ゆい一いつの違ちがいはその背から生えた片かた翼よくの羽色だ。一方は右の翼つばさしかなく、色は黒い。もう一方は左の翼しかなく色は白。

　この双ふた子ごが少年の使い魔なのだろう。

「よお、もしかしてご同どう輩はいかい？　それとも先せん輩ぱいですかね？」

　少年は俺を見ると、気さくに話しかけてきた。

「お前が今日入学する第二十一期生なら、同輩だよ」

　三メートルほどの距きよ離りを空けて立ち止まり、俺は彼に応こたえる。

「おお、そっか。なら、よろしくな。俺は朱しゆ門もん鳥とり彦ひこ。鳥彦でいいぜ。で、こいつらが使い魔の羽は黒ぐろと羽は白じろだ。双子だが、見た目通りの名前で分かりやすいだろ」

　少年──朱門鳥彦は自分の名を名乗り、使い魔のことも紹しよう介かいした。

　双子の男の子は礼儀正しくぺこりと頭を下げる。

　見たところかなり友好的だ。上を目指すと決めた以上、全すべての候補生はライバルだがあえて敵を増やす意味はない。

「俺は昏くら部べ玖く郎ろう。玖郎でいい。こっちの二人は遊奈と利亜だ」

　短く名乗ってから、俺は後ろにいた姉妹を示す。小さく会え釈しやくをする遊奈と利亜。

「昏部……？　もしかして国内の血族か？　けど、聞いたことねえな」

　昨日ヘリで会話したアリスと同じようなことを言う鳥彦に、俺は苦笑を返した。

「ずっと山奥に潜ひそんでいたせいで、出で遅おくれた血族なんだよ。対して朱門家といえば、セプテントリオン設立に尽じん力りよくした国内の最大派は閥ばつじゃないか」

　朱門の姓せいは、政治絡がらみでのニュースではよく耳にする。加えてポラリスへ来る前に、有名な家系とその魔術系統は一通り調べておいた。

「はは、いくら派閥がデカくても〝七星〟にはなれてねえんだから大したことねえさ。外様にこの国を売り渡わたし、今も尻尾を振ってる腰こし巾ぎん着ちやくどもだよ」

　皮肉な笑みを浮うかべ、鳥彦は吐き捨てる。

「自分の家なのに、ずいぶんな言い草だな」

　だがむしろそこに好感を抱いだきつつ、俺はからかうように言った。

　俺も昏部家のことは心の底から嫌きらいだったから。

「事実だし仕方ねえだろ。ま、俺も適当に階位を貰もらって、一族の伝つ手てで旨うまみのあるポジションに就職さ。たぶん玖郎の〝敵〟にはなんねえだろうから、仲良くしてくれよ」

　へらへらと笑って手を差し出す鳥彦。

「……分かったようなことを言うんだな」

　俺はその手を握にぎらず、彼を睨にらむ。心の中を見み透すかされたようで不快だった。

「そりゃ分かるさ。そんなにピリついてたら、勝手に敵ばかり増えてくぜ？」

　にやりと笑う鳥彦は腕うでを振ふって握あく手しゆを促うながす。

　俺は溜ため息いきを吐つき、渋しぶ々しぶ彼の手を握った。

「気をつけるよ。よろしく──鳥彦」

「おう、よろしく。よっしゃこれでボッチの学園生活は回かい避ひだぜ！　二人組を作ってーとかなったら絶対に組もうぜ、親友」

　馴なれ馴れしく肩かたを組んでくる鳥彦に、俺は顔を顰しかめる。

「勝手に親友カテゴリに入れるな。まだ会ったばかりだろ。というか使い魔がいるんだから、どうやってもぼっちにはならないだろうが」

　そう言って彼が連れている双子の男子、黒と白を視線で示した。

「はははっ、そりゃそうか。にしても玖郎の使い魔は女なんだな」

　じろじろと遊奈と利亜を見る鳥彦に、俺は眉まゆを寄せる。

「何だよ、悪いか？」

「別に悪かねえよ。ただ珍めずらしいと思ってな。使い魔は主との同調率が高いほど、幻獣ビースト本来の性能を発揮できる。だから同性を選ぶのが普通で基本だ。なんかその二人じゃなきゃいけねえ理由があるのか？」

　使い魔との同調率の話は俺も知っていた。何しろ昏部家は、使い魔に関するエキスパートと言える家系なのだから。だが──。

「他人に話すことじゃない」

　俺は鳥彦の質問を拒きよ絶ぜつする。

「何だよー、親友だろ？」

「だから勝手に親友にするな」

　まだ絡からんでくる鳥彦に、俺は溜息を吐く。

　ただ鳥彦も本気で聞き出そうというつもりはないようだった。

「ご主人様……」

「マスター……」

　けれど遊奈と利亜が不安げな顔で俺を呼ぶ。今の話を聞いて、心配になったのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺の使い魔は、二人じゃないとダメなんだよ」

　俺がそう言うと、彼女たちは表情を和やわらげる。

　そこにようやくケーブルカーがやってきて、俺たちは傾けい斜しやに合わせて作られた車体に乗り込んだ。

　アクセスマップによると、目指す学園は下り方向の一駅先。

　正式名めい称しようはポラリス獣魔導士ソーサラー養成学園。

　クレーターの中心部に向かって下り始めたケーブルカーの窓からは、既すでに学園の建物らしき六角形の巨きよ大だいな〝塔とう〟が見えていた。
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「はー、立派なもんだ」

　鳥彦が六角形の塔──学園の校舎を見上げて呟く。

　学園前駅でケーブルカーを降りた俺たちは、案内表示に従って新入生の集合場所へ向かっていた。

　入学式はこの校舎ではなく、横にある体育館で行われるらしい。

　校舎沿いの道を歩いて辿たどり着いた体育館は、イメージしていたものとはかなり違った。

　広さはサッカーの試合ができそうなほど。天井は三階分ほどの吹ふき抜ぬけ。床ゆかも含ふくめて頑がん丈じようなコンクリート造りで、屋内演習場と呼んだ方がしっくりくる。

　てっきり俺たちが一番乗りかと思ったが、体育館には先客がいた。

「また会えましたね──玖郎さん」

　壁かべ際ぎわに佇たたずんでいた少女が、俺を見て微笑ほほえむ。

「そうだな、アリス」

　魔女の末まつ裔えいだという少女──アリス・リライト。外来の獣魔導士ソーサラー候補生である彼女は、ポラリスに着いた時点で別の場所へ連れて行かれたが、どうやら問題なく入学を許可されたようだ。

　アリスの傍そばには、使い魔だと思われる首輪付きの少女が二人立っている。

　額から緑色の宝石が〝生えている〟金きん髪ぱつの少女と、瞳ひとみがルビーのように赤い黒髪の少女だ。鳥彦と同じく、彼女も同性を使い魔に選んだらしい。

　だが特にアリスは彼女たちのことは紹介せず、俺に話しかけてくる。

「同期生として、これからよろしくお願いします。あなたとは何な故ぜだか、とても気が合いそうですから」

「……俺もそう思うよ。こちらこそよろしくな」

　ヘリの中で話をした時から、俺も似たような感覚を抱いていた。
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　たぶん彼女も何か〝目的〟があると言っていたからだろう。

「はい」

　頰ほおを緩ゆるめて微笑んだアリスは、自分の使い魔またちの方に小声で何やら話しかける。どうやら俺と事前に面識があったことについて説明しているようだ。

　すると俺の横にいた鳥彦が不満げに声を上げた。

「おいおい、俺のことはスルーかよ。アリスちゃんっていうのか？　新入生同士、俺とも仲良くしようぜ」

　その言葉を聞いたアリスは鳥彦の方に目を向ける。けれど彼女の眼まな差ざしはそれまでと打って変わって氷のように冷たかった。

「──その必要は感じません。あなたとは気が合いそうにないので」

　あまりにはっきりと拒絶され、軽けい薄はくな鳥彦もさすがにたじろぐ。

「あ、そ、そうっすか」

　一歩後退した鳥彦は、俺に耳打ちしてくる。

「おい、玖郎。ありゃヤベーって。いったいどうやって気に入られたんだ？」

　すると後ろで話を聞いていた遊奈と利亜も詰つめ寄って来た。

「ご主人様、私もその辺り気になるわ」

「マスター！　あの女とどういう関係なのよ！」

「いや、別に関係も何も──」

　やけに真しん剣けんな二人に気け圧おされつつ、俺はヘリの中で少し話をしたのだと答える。

「そう、つまりは口説いたのね。ご主人様は欲求不満なのかしら……」

「マスターの女ったらし！」

　けれど二人の機き嫌げんは何故かさらに悪くなった。

　そんな俺たちの様子を見て、鳥彦が呟つぶやく。

「何かお前ら、変わった感じの主従関係だな」

「──かもしれないな」

　俺は複雑な思いを嚙かみしめながら、小さく頷うなずいた。







　しばらくすると体育館に他の新入生たちもやってくる。

　髪色や顔立ちから見た限りだと〝国内〟と〝外来〟の割合はほぼ同じ。男女比は少し男子が多いという程度。

　獣魔導士ソーサラー候補生となるのに必要な条件は、魔術が使えるということだけなので、特に年ねん齢れい制限はない。ただそれでも生徒はほぼ十代に見える。普ふ通つうの学校で言えば、中学生から大学生までの範はん囲いで収まる年齢層だ。

　彼らが連れている使い魔も俺たちと同じ年代が多い。これは幻変症ビースターの発現が第二次性せい徴ちようの頃ころであるのと関係していた。遊奈や利亜のように大体が十代前半でポラリスに収しゆう監かんされるため、二十代以上の者は〝これまで誰だれにも選ばれなかった者〟か〝使い魔になることを固辞した者〟の二通りとなる。そのため優ゆう秀しゆうで従順な使い魔を選ぼうとした場合、対象が若い年齢に偏かたよるのだろう。

　鳥彦は俺の傍から離はなれ、積極的に挨あい拶さつ回まわりを行っていた。ぼっちがどうとか言っていたが、あれだけコミュニケーション能力があれば孤こ立りつすることはないように思える。

　けれど一つ気になるのは……。

「──もうすぐ時間なのに、集まりが悪いわね」

　遊奈が俺の気持ちを代弁するかのように、体育館に集まった新入生を見回して呟く。

　彼女の言う通り、広い体育館には十一組──使い魔も含めて三十三名しかいない。

「どうせ寝ね坊ぼうでもしたんじゃない？　魔導士ってそういう常識とかなさそうだし」

　利亜はどうでもよさそうに肩を竦すくめた。

「いや、もしかしたらこれで全員なのかもしれない。魔術を使える人間は本当に限られているからな」

　俺がそう言ったところで、体育館の入り口から体格のいい男子生徒が入ってくる。くすんだ色の金髪をオールバックで固めた少年は、灰色の瞳で体育館内にいる新入生たちを睨みつけた。

　歩き方と表情から傲ごう岸がんさが滲にじみ出ている。従えているのは灰色の毛並みを持つ二人の人狼ウエアウルフ。人狼を始めとする狼種は、幻変症患者ビーステツドの中で最もポピュラーなタイプだ。遊奈も上位狼種に区分されている。

　だが彼の連れている使い魔は、遊奈よりも病状が進行していた。全身が体毛で覆おおわれ、顔の骨格まで狼のように変化している。幻変症ビースターの進行段階はレベル１からレベル７まであるが、彼らはレベル２に属しているように思えた。

　時間から見て、恐おそらく彼らが最後の一組。

　男子生徒は無ぶ遠えん慮りよに新入生を眺ながめまわした後、何故か俺のところで視線を留めた。

「はっ──どいつもこいつも二流三流の田舎いなか血族って感じだな。そんな中でもてめえは特に最悪だ」

　真まっ直すぐこちらへ放たれた暴言に、俺は顔を顰める。

「……いきなり何だ？　喧けん嘩かを売ってるのか？」

　そう問い返すと、彼はバカにした顔で首を横に振った。

「まさか。これは警告だ。男の癖くせに、女を使い魔にしてる時点で程度が知れる。そんな奴やつと同列に扱あつかわれるのは我が慢まんならねえんだよ！　目め障ざわりだ──殺されたくなけりゃ、とっととポラリスから失うせやがれ！」

　彼が大声で言い放つと、新入生の何人かは同調するかのような笑えみを浮うかべる。

　遊奈と利亜は、彼の剣けん幕まくに驚おどろいて俺の後ろに隠かくれた。

　鳥彦にも珍めずらしいと言われたが、異性を使い魔にしたことで俺は悪目立ちしてしまっているようだ。けれど……。

「ずいぶん勝手な言い草だな。彼女たちを使い魔にしたのは、俺なりの理由があってのことだ。お前にとやかく言われる筋合いはない。いったい何様のつもりだよ」

　彼の敵意と殺意に竦むことなく、俺は冷静に言い返す。

　昏部の後こう継けい者しや争いを勝かち抜いた俺にとって、こんな程度の脅おどしと殺気は慣れたものだった。

「何様だと？　じゃあ教えてやるよ。俺はアッシュ・グレイワース。〝七星〟の一人、クリア・ロードワースに連なる分家の出だ。そこらの奴らとは〝血〟の格が違ちがうのさ」

　堂々と言い放つ男子生徒──アッシュ・グレイワース。

　彼の物言いと態度は心ここ地ちよいものではないが、特に苛いら立だちは覚えない。

　魔術を受け継つぐ〝血〟に誇ほこりを持っている者の態度は、大体こんなものだと知っている。昏部の奴らもほとんどが彼のような感じだった。

「ああ、そうかい。自己紹しよう介かいありがとう。俺は昏部玖郎だ。よろしくな」

　話はそれで終わりだと俺は背を向け、遊奈と利亜を促うながして体育館の壁かべ際ぎわに移動しようとする。だが後ろから激げき昂こうしたアッシュの声が聞こえてきた。

「おい、待ちやがれ！　俺の話を聞いてなかったのか!?　俺は失せろって言ったんだ！　使い魔を性せい奴ど隷れいか何かと勘かん違ちがいしてる変態野や郎ろうが!!」

　足が止まる。

　もう相手にするつもりはなかったのに。ああいう輩やからは相手にするだけ時間の無む駄だだと分かっていたはずなのに。

「──今、何て言った？」

　振り返り、問いかける。

　俺についてきていた遊奈と利亜が、こちらの表情を見てビクリと体を竦めた。

　だがアッシュは口の端はしを歪ゆがめて、さらなる暴言を口にする。

「性能が落ちるってのに、わざわざ異性を使い魔にするなんざ他に理由はねえよな。どうせ昨日は一晩中お愉たのしみだったんだろ？　そいつらの具合はどうだった？　ま──俺には獣けものを犯おかす趣しゆ味みはないからどうでもいいが」

　軽けい蔑べつの眼差しで俺と遊奈、利亜を眺めるアッシュ。

「────」

　体が熱い。視界の端が白く霞かすみ、思考が加速する。

　あの口を黙だまらせるための方法が無数に浮かび上がり、どれを選せん択たくしようか検討を始めたところで気付いた。

　──俺は怒おこってるのか。

　あまりに久しぶりな感情だったから、自覚するのが遅おくれてしまったらしい。

　俺に対する暴言ならいくらでも聞き流せただろう。

　でもダメだ。今の言葉は、遊奈と利亜のことも侮ぶ辱じよくしている。

「どうした？　やる気か？」

　俺の雰ふん囲い気きが変わったのを感じたのか、アッシュは挑ちよう発はつするように問いかけてきた。

　アッシュの使し役えきする二人の人狼が無言で前に出る。それを見た遊奈と利亜も、俺を守るように身構えた。

「さすがは私のご主人様ね。怒ってくれて嬉うれしいわ。戦うなら任せて。私ね、意外と強いのよ？　隔かく離り施し設せつにもここみたいな運動場があって、そこで〝使い魔としての訓練〟は受けさせられていたから」

　遊奈は自信と余よ裕ゆうに満ちた口調で俺に言う。

「あたしもあったま来た！　勝手なことばかり言って……マスターはすけべでえっちだけど、ヘンタイじゃないわよ！　たぶん！　あたしは姉様みたいに強くないけど……一発ぶん殴なぐらないと気が済まないわ！」

　利亜は肩かたをいからせてアッシュたちを睨にらみつけた。

　けれど二人が戦意を見せたことで、俺の頭は逆に冷える。

　──そうか。やるってことは遊奈と利亜を戦わせるってことだ。

　一対一の魔術戦で負けるつもりはない。だがアッシュは使い魔を連れている。自分も使い魔を使わなければ、勝ち目は薄うすい。

　しかしもう状じよう況きようは後あと戻もどりできない段階に突とつ入にゆうしていた。

　緊きん張ちようが高まり、互たがいに仕し掛かけるタイミングを計っている状況。

　だがその時、体育館に凜りんとした声が響ひびき渡わたる。

「アッシュ・グレイワース！　昏部玖郎！　授業での訓練や演習以外で、他の候補生及および使い魔と戦うことは禁じられている。ポラリスから追放されたくなければ、諍いさかいはそこまでにしておけ！」

　振り返ると体育館の奥に、昨日俺を案内してくれた女性──薙なぎ里さと導師の姿があった。どうやら別の入り口から入ってきたらしい。

「ちっ……」

　アッシュは舌打ちをし、忌いま々いましそうに俺を睨みながらも、体育館の奥へ歩き出す。

　俺を排はい除じよしても、自分が罰ばつを受けては割に合わないと考えたのだろう。

「べー、だ！」

　利亜はアッシュの背中にあかんべーをしていた。

「ひゃー、ひやひやしたぜ。厄やつ介かいそうな奴に目を付けられちまったな、玖郎」

　そこで鳥彦が軽口を叩たたきながら近づいてくる。

「親友とか言ってたくせに他人ひと事ごとだな」

　別に助けを期待していたわけではないが、少し皮肉を言っておいた。

「仕方ないだろ。朱門家はセプテントリオンでそれなりの立場があるから、ああいうガチの名門と揉もめたら影えい響きようが大きいんだよ」

　悪びれた様子もなく肩を竦める鳥彦。

　キーンコーンカーンコーン。

　そこに響くチャイムの音。

「──こんな変な場所にある獣魔導士ソーサラーの学校なのに、チャイムは普通なのね」

　遊奈がどこか懐なつかしそうに呟く。

「これより式典を行う！　使い魔まと共に学がく籍せき番号順で整列しろ！」

　そこで薙里導師から招集がかかり、入学式が始まった。







　一人の獣魔導士ソーサラー候補生と二人の使い魔。

　十二組、計三十六名。

　それぞれの学籍番号は五桁けた。支給された携けい帯たい端たん末まつにその番号は刻まれている。俺は０２１０１２。最初の０２１は二十一期生であることを示しているのだろう。

　新入生は両りよう脇わきに使い魔を控ひかえさせ、三列になって並んでいた。俺は左列の最さい後こう尾びだ。

「──それでは、皆みな様さまの成長に期待しております。以上、エレナ・ローズ学長からのお言葉でした」

　壇だん上じようで手紙を読み上げた白服の獣魔導士ソーサラーが、一礼して去っていく。

　式典はそれで終わりらしい。

　ポラリスの施し設せつ責任者どころか、学長も姿を見せず、その秘書が祝いの言葉を代読するだけのものだった。

　けれど次に壇上へ上がった薙里導師の言葉で、ここからが本番であることを知る。

「──入学式典は以上だ。これで諸君らは、正式に学園の獣魔導士ソーサラー候補生となった。ではさっそく最初の試験を始める」

　ざわっとどよめきが湧わき起こった。

「うそっ、いきなり!?」

　隣となりの利亜も驚きの声を上げている。

　けれど薙里導師が目を細めて見渡すと、皆は口を噤つぐんだ。

　──試験、か。入学早々、いきなり何を試されるっていうんだ？

　俺は表情を引き締しめ、薙里導師の言葉を待つ。

　場が静まると、彼女はゆっくりと語り始めた。

「三十年前、人が異常な力と外観を持つ動物──幻獣ビーストに変異する病、幻げん性せい変へん異い症しよう候こう群ぐんが発生し、世界は滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんした。そんな時に現れたのが、世に潜ひそんでいた魔の力を受け継ぐ者たち──魔術師だ。彼らは暴走する幻獣ビーストを駆く逐ちくし、使い魔を制せい御ぎよする〝首輪〟の応用によって病状の進行を止めることにも成功した」

　──いったい、何の前置きだ？

　子供でも知っているようなことを話す薙里導師に、俺は疑念を抱いだく。

「そして幻変症ビースターの発生地であったこの場所──壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受けた日本国での救助・治ち療りよう活動に従事し、国民は魔術師に国の復興と舵かじ取とりを委ゆだねた」

　薙里導師は、俺たちの反応には構わず話を続けた。

「魔術師たちは〝魔術で民を導く者〟──〝魔導士〟という役職を作り、その魔導士のみで構成される国政機関を設立。その結果生まれたのが、世界で唯ゆい一いつ、魔術師が統治を行う国──セプテントリオンだ。しかしこれは表向きの理由に過ぎない」

　そこで薙里導師の口調が変わる。

　皮肉っぽい笑みを浮かべた彼女は、こう続けた。

「実のところ、魔導士は危機に乗じてこの国を乗っ取ったのだよ。一度歴史の表おもて舞ぶ台たいに立ってしまった以上、世界と渡り合うための〝城〟が必要だったのさ。だが城を運用していくにも人手がいる。ゆえにセプテントリオンは世界中の魔術継けい承しよう者しやたちに門戸を開き、こうして定期的に迎むかえ入れているというわけだ」

　俺たちのことを身み振ぶりで示し、薙里導師は笑う。

　けれど別にこれも重大な秘密を明かしたわけではない。この国で生きている者なら、何となく気付いていることだ。

「ここまでの説明で分かったと思うが──魔導士というのは、セプテントリオンに属する魔術師に与あたえられる〝資格〟のこと。司法、立法、行政に携たずさわる者は総じて〝法魔導士ウイザード〟と呼ばれている。ただし、新規の魔導士がここに入り込む余地はない」

　肩を竦すくめて言う薙里導師。

「君たちに開かれている進路は、軍部、警察、公安などの執しつ行こう機関。セプテントリオンが有する最大の〝資産〟──幻変症患者ビーステツドを運用し、様々な任務をこなす〝獣魔導士ソーサラー〟となる道だ。ゆえに使い魔を用いての戦せん闘とう能力が最も重視される」

　そこで薙里導師は候補生たちを見渡し、アリスのところで目を留めた。

「アリス・リライト、君に暫ざん定てい的に与えられた階位はいくつかな？」

「──第二階位です。七段階ある階位の下から二番目ですね」

　涼すずやかな声で答えるアリス。

「そう、新入生には第二階位の権限が与えられている。卒業時の暫定階位が、そのまま正式な君たちの階位となる仕組みだ。第二階位でも、それなりに進路は選べるだろう。だが何な故ぜ、第二階位からだと思う？」

　重ねて問われたアリスは、首を横に振る。

「分かりません」

　それを聞いた薙里導師は、鳥彦に視線を移した。

「朱門鳥彦、君はどうだ？」

「──意地悪く考えると、降格させるためじゃないっすか？　最初から最底辺だと、ペナルティを与えられないっすからね」

　肩を竦めて鳥彦はさらりと答える。

　その返事に薙里導師は満足げに頷うなずいた。

「正解だ。つまりこれから行う試験で不合格となった者は、第一階位に降格し、使い魔を保有する権利も一人分失うことになる。もしそのまま卒業すれば、まず出世は望めない人生を送ることになるだろう」

「な──」

　俺は息を吞のみ、傍そばにいる遊奈と利亜を見る。

　ようやく再会できたのに、覚かく悟ごを持って契けい約やくを結んだのに、不合格となればどちらかと別れなければならなくなってしまう。

「……もし不合格だったら、あたしを手放してよね。姉様と違って……あたし、本当に弱いから……」

　すると利亜が俺の耳に顔を寄せ、そう囁ささやいた。

　俺は反射的に彼女の腕うでを摑つかむ。

「大だい丈じよう夫ぶだ──絶対に、降格なんかしない」

　俺がぐっと手に力を込めると、利亜は少し困った顔で笑った。

　そして薙里導師は試験の内容を告げる。

「試験は、使い魔を用いての模も擬ぎ戦。今この場で、私が指定した組同士で戦ってもらう。負けた方は試験不合格とし第一階位に降格。クラスも別となる」

　──半数が不合格。荒あらっぽいクラス分けだな。しかも模擬戦か……。

　俺は斜ななめ前にいるアッシュ・グレイワースを見た。

　その時に感じた予感は、すぐに現実のものとなる。

「第一試合は昏部玖郎とアッシュ・グレイワースだ。他の者は二階通路へ」

　やはりと言うべきか、最初にいきなり俺は名前を呼ばれる。

　たぶん偶ぐう然ぜんではない。先ほどの諍いを見て、薙里導師はこの組み合わせを決めたのだろう。

　アッシュが俺の方を振り向き、口の端はしを獰どう猛もうに吊つり上げた。

　不快な俺を蹴け落おとせるのが楽しみなようだ。だが俺は先ほどのような熱を持てないでいた。

　──遊奈と利亜を〝使って〟戦う……覚悟はしていたはずなのに、こんなに怖こわいなんてな。

　震ふるえそうになる体に力を込めていると、遊奈が話しかけてくる。

「ご主人様、私は嬉うれしいわ」

「え？」

　彼女の顔を見て、言葉を失う。

　わずかに牙きばを覗のぞかせた遊奈の笑えみは、アッシュとは比ひ較かくにならないほど獰猛に見えたから。

「さっきご主人様は私たちのために怒おこってくれてたでしょ？　でもね、私もご主人様が馬ば鹿かにされてすごく腹が立っていたの」

　そう言って彼女は少しだけ表情を和やわらげる。

「心配しないで、ご主人様と利亜は私が守ってみせるから。私を選んだことが間違いじゃないってことも、皆に見せつけてあげる」

　力強い口調で宣言した遊奈は、まるで自分の群れを守ろうとする本物の狼おおかみのようだった。
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　私、柊ひいらぎ遊奈にとって彼は特別だった。

　──玖郎。

　突とつ然ぜん、私の家にやってきた男の子。

　ひと目見た瞬しゆん間かんに、私はその子が〝欲しくなった〟。

　両親を亡なくしてかわいそうとか、儚はかなげでほうっておけないとか、そういう気持ちは実を言うと後付け。

　もっと〝本能的な部分〟で私は彼──クロくんを気に入っていた。

　抱だきしめた時、髪かみから漂ただよう匂においとすべすべした肌はだの感かん触しよくに、心臓が高鳴ったのを覚えている。

　でも私はその気持ちをどう表現していいか分からない。

　だから大事な〝弟〟として可愛がることにした。

　料理は面めん倒どうで好きじゃなかったのに、クロくんのためだと思ったら、どの作業も楽しくなった。

　初めて焼いたクッキーをクロくんが食べてくれた時、勉強を教えてほしいと自分から頼たよってくれた時、私はとても満たされた。

　きっかけの〝衝しよう動どう〟が何であれ、五年前の〝あの日〟まで、クロくんは紛まぎれもなく私の弟だった。でも……。

『助けて……』

　十一歳の夏、私に獣けものの耳と尻尾しつぽが生えた日。

　私は彼に助けを求めた。

　彼はそれに応こたえてくれた。

　全力で、全すべてを懸かけて、私と利亜を守ってくれた。大人たちと──世界そのものと正面から戦ってくれた。

『大丈夫。僕が絶対に守るから』

　追われて逃にげ込んだ山の中。

　彼は泥どろと血で汚よごれた顔で笑う。

　私に世話を焼かれて、気き恥はずかしそうにする〝弟〟はそこにいない。

　私の目の前にいたのは、誰だれよりも格好いい一人の男の子だった。

　たぶんそれが初はつ恋こい。

　でも私は同時に理解してしまう。

　彼を最初に見た時に感じた衝動の正体を。

　そう、私は──私の中にいる獣は、クロくんを──。




　　　　５




「遊奈、どうかしたか？」

　指定された位置で模擬戦の開始を待っていた俺は、遊奈がこちらをじっと見つめていることに気付いて声を掛かける。

「……ううん、何でもない。ちょっと緊きん張ちようしてたから、ご主人様の顔を眺ながめたくなったのよ。おかげで落ち着いたし、力も湧わいてきたわ」

　そう言って遊奈は前に向き直った。

　模擬戦は体育館のフロア全体を使って行われるらしく、アッシュとその使い魔まは数十メートル離はなれた端で待機している。

　他の生徒は壁かべの高い位置に設置されたギャラリーから俺たちを見下ろしていた。

　薙里導師は体育館の中央に立ち、大きな声で模擬戦のルールを告げる。

「先ほども言ったように、君たちに求められているのは獣魔導士ソーサラーとしての能力だ。よって主人はその場を動かず、使い魔を使し役えきして戦え。魔術による攻こう撃げきや援えん護ごは可能だが、対象は使い魔に限る。相手主人への直接攻撃は認めない。勝利条件は相手使い魔全員の戦闘不能、もしくは自分の使い魔による相手主人への接せつ触しよく。以上だ」

　それを聞き、利亜が俺の方に寄ってきた。

「つまり兄さ──じゃなくて、マスターが相手の使い魔に触さわられたら負けってことね。じゃあしっかり守らないと」

　その言葉に遊奈も振り向いて同意する。

「そうね、じゃあ利亜はご主人様の護衛をお願い。まずは私が前に出るわ。もし相手が二人同時に来たら、利亜は何とかもう一人を食い止めて。私がすぐに一人倒たおして、援護に向かうから」

　自信に満ちた声で指示を出す遊奈。

　先ほど遊奈は自分のことを〝強い〟と言っていた。戦いに自信がなさそうだった利亜も意外と落ち着いている。

〝檻ケージ〟では使い魔としての訓練も受けていたと言っていたので、こうした模擬戦も初めてではないのかもしれない。

「遊奈、利亜」

　そんな二人に俺は声を掛けた。

「ご主人様？」

「マスター、そんな真ま面じ目めな顔でどうしたのよ？」

　こちらを見た彼女たちに、俺は言う。

「俺が二人を使い魔に選んだのは、他人を利用したくなかったからだけじゃない。遊奈と利亜じゃないと〝上〟を目指せないと思ったからだ」

　戦いの前に本音を語る。

　使い魔には同性を選ぶのがセオリーだと知っていた。幻変症患者ビーステツドのリストには、二人より高評価の者も大勢いた。

　けれど──ただ強いだけの使い魔では、頂点に輝かがやく七つの星には届かない。

「五年前、俺たちが追っ手から逃げていた時──俺は二人の力の片へん鱗りんを見た。二人に宿っている幻獣ビーストは、きっと……すごく〝特別〟だ。そして俺は魔術で二人をサポートする。だからこの三人でなら、絶対に負けない」

　俺は二人を激げき励れいするが、利亜は不安そうに眉まゆを寄せた。

「姉様なら分かるけど……あたしも特別なの？　能力測定じゃ最低評価だし、模擬戦でも一人で勝ったことないのよ？」

「ああ、特別だ。少なくとも五年前はそう思った。測定で手を抜ぬいたわけじゃないよな？」

「もちろん、全力だったわ。姉様は手を抜いていた感じだけど……」

　利亜はちらりと羨うらやましげに遊奈を見る。

「だとしても俺は利亜を信じるよ。ただ今回の戦いでは無理をしなくていい。作戦はさっき遊奈が言った感じでいこう」

「ええ、お姉ちゃんにどーんと任せておいて。今回はちゃんと本気を出すわ」

　遊奈は強気な笑みを浮うかべて頷うなずいた。

「──ああ、任せた。〝七星〟クリア・ロードワースは付与魔術師エンチヤンターとして有名だ。分家のアッシュも、恐おそらく同系統の魔術を使う。対象の能力増強を行える付ふ与よ魔術は、使い魔と相あい性しようがいい。格下だと感じても侮あなどるな」

　俺のアドバイスに遊奈は頷く。

「了りよう解かい。十分に気を付けるわ」

「それと主人を狙ねらうのは最終手段だ。使い魔に対する魔術行使は禁じられていないから、下手に近づくと手痛い反撃を受けるかもしれない。主人の方が使い魔よりもずっと危険だと認にん識しきしてくれ」

「……ご主人様になると、意外に過保護なのね。昔はお姉ちゃんに心配かけてばっかりだったのに……面おも白しろい発見かも」

　注意を重ねる俺を、遊奈はまじまじと見つめた。

「茶化すなよ」

　頭を搔かいた俺は利亜に視線を移す。

「利亜は無理せず、足止めに集中だ。状じよう況きように応じて俺は魔術を使う。その時は二人とも……俺を信じて〝身を任せてほしい〟」

　俺の言葉に二人は頷く。

　そしてポラリスでの最初の戦いが始まった──。







「始め！」

　開始を告げる薙里導師の鋭するどい声。

　同時に遊奈が飛び出す。

　──速い。

　弦つるから放たれた矢のように、遊奈は一直線にアッシュの方へ向かう。

　対するのは同じく正面から突つっ込んでくる人狼ウエアウルフ。名前は知らない。毛並みが灰色で、細身でスピードタイプのように見える。

　──ドンッ！

　響ひびき渡わたる重い激げき突とつ音。

　両者が激突したのは、フィールドの中間地点ではなく、明らかにアッシュ側。スタートが同じだったので、これは遊奈の方が速度で勝っている証しよう拠こだ。

　しかしもう一人の人狼が、二人を迂う回かいしてこちらに迫せまっている。上半身が非常に逞たくましく、両りよう腕うでが太い。

「あっちはあたしが止めるわ！」

　俺の傍そばに待機していた利亜が、敵の接近を阻はばむために駆かけ出した。

　剛ごう腕わんの人狼は立ち塞ふさがった利亜を見て、正面から摑つかみかかる。

「こんのぉっ！」

　利亜は細腕で組み合うが、あっという間に押し込まれた。

　だが寸前のところで耐たえている。低評価だと言っていたが、それでも利亜もパワータイプのようだ。そうでなければあの体格差で組み合うこと自体不可能だっただろう。

　──ここまでは遊奈が想定した通り。

　あとは遊奈が迅じん速そくに自分の相手を倒し、利亜の救きゆう援えんに向かえば……。

　ドォンッ!!

　体育館に響き渡る、先ほど以上の轟ごう音おん。

　視線を移せば、遊奈と戦っていた人狼が十メートル以上はある高さの天てん井じように叩たたきつけられていた。

　長い足を振ふり上げた体勢の遊奈を見て、彼女が人狼を蹴けり飛ばしたことを知る。

　凄すさまじい脚きやく力りよく。

　やはり遊奈は強い。そのまま彼女はすぐに利亜の方へ向かおうとするが──。

「指令コマンド──制止。上だ」

　俺はそこで初めて魔術を行使した。

　右腕を翳かざすと、遊奈と繫つながる中指の指輪が輝きを放つ。

　魔術は大きく分けて二種類存在する。

　一つは魔導具という特とく殊しゆなアイテムを用いて発動させる〝汎はん用よう魔術〟。

　もう一つは自身の血肉そのものを媒ばい介かいに発動させる〝継けい承しよう魔術〟。

　汎用魔術は、魔導具さえあれば魔力を持つ者なら誰でも使える。遊奈と利亜に嵌はまっている首輪と、俺の指輪によってなされる主従契けい約やくは汎用魔術だ。

　対して継承魔術は、それを受け継ついできた血統でなければ使えず、なおかつ繊せん細さいな調整が必要となる。

　俺が昏部家で継承したのは、使い魔の〝創造〟と〝使役〟に特化した魔術。

　遊奈と利亜、二人と契約した際、俺は自身の魔術も重ねて行使した。

　よって新たに手順を踏ふまずとも〝使役〟の力は発動する。




「っ!?」




　俺の指令を受け、遊奈が動きを止めて頭上に視線を戻もどした。

　そこには天井にめり込んだ体を引き抜き、遊奈に向かって降下しようとしていた人狼の姿がある。

「まだ意識があるなんて……！」

　身構える遊奈。

　あのまま利亜の元へ向かっていたら、上空から不意打ちを受けていただろう。

　天井を蹴って跳とびかかってきた人狼の一撃を、遊奈は腕で受け止める。

「っ……さっきより重い！」

　苦しげな声を漏もらす遊奈。

　俺は人狼が淡あわい光を纏まとっているのを見て叫さけんだ。

「アッシュの付与魔ま術じゆつだ！　魔力で身体能力が強化されている。攻こう撃げきを加えて魔力を散らせば、強化は解けるはずだ！」

「けど、早くしないと利亜が──」

　妹の方を気にする彼女に俺は言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。そっちも何とかする」

　俺は劣れつ勢せいの利亜に向けて手を翳す。

　利亜と繫がる人差し指のリングが輝いた。

「入力インストール──近接戦せん闘とう用思考精せい霊れい、動作補助」

　その途と端たん、力負けしそうになっていた利亜は、人狼の腕を摑み、体を内側に入れ──鮮あざやかな一本背負いを決める。

　コンクリートの床ゆかに叩きつけられる人狼。

「わ──体が勝手に動いた！」

　驚おどろきの声を上げる利亜に俺は言う。

「利亜に〝思考精霊〟を憑つけた。本来は無機物の使い魔に用いる──いわゆる戦闘用ＡＩみたいなものだ。その補助があれば腕わん力りよくの差があっても戦える」

「うー、何か変な感じ！　でも今はこれに頼たよらないと姉様が来るまで耐えられそうもないし……やってやるわよ！」

　勝手に動いた手足に気味悪そうな視線を向けながらも、利亜は構えを取った。

　人狼はすぐに起き上がって、利亜に向かってくる。

　けれど今度は正面から組み合わず、繰くり出される人狼の剛腕を上手く捌さばく利亜。

　ただ相手も警けい戒かいしているので、投げ飛ばすまではいかない。加えて付与魔術のように力が増したわけでもないので、決定打を与あたえることも難しい。

　やはり遊奈の助けを待つしかないが、当の彼女は苦戦を強しいられていた。

「やあっ!!」

　高速で動きながら、遊奈は人狼に攻撃を加える。

　バヂィッ!!

　けれどその度に光が瞬またたき、弾はじき飛ばされる遊奈。

　人狼を包む付与魔術の輝きは、削けずれるどころかさらに力を増していた。

「──勝負あったな。三流血族！」

　体育館の端はしに立つアッシュが、戦闘の状況を見て大きな声で叫ぶ。

「昏部の魔術系統は〝使し役えき〟か？　なるほど、グリモワール・リングで設定できるのは契約に基もとづく禁止事じ項こうだけだ。臨機応変な命令や精密な操作はできねえ！　だがお前はそれを可能としてやがる。幻獣ビーストを扱あつかう上では便利な継承魔術だぜ。だがよ──」

　アッシュが手を翳すと、人狼を包む光がさらに膨ふくれ上がった。

　遊奈は近づくこともできず、後ろに跳んで間合いを取る。

　その様子を見たアッシュは得意げに笑った。

「別の言い方をすりゃ、ただ細かな使役ができるってだけじゃねえか！　全く別系統の魔術を〝上乗せ〟した方が、使い魔のスペックは遥はるかに上がんだよ！　お前らにもう勝ち目はねえ！」

　堂々と勝利宣言をするアッシュ・グレイワース。潔いさぎよく負けを認めろといいたいのだろう。

　見たところ、付与魔術で強化できるのは同時に一人だけのようだが、利亜の方は思考精霊を用いてようやく互ご角かくというところ。このままだと遊奈がやられて、利亜は二人がかりで潰つぶされる。

「──そうだな。元の能力が上回っていても、魔術で強化されたら力関係は簡単にひっくり返る。今のままじゃ遊奈は勝てそうにない」

　俺は素直に彼の言葉を認めた。

「何だ？　敗北を認めるなら、もっと大きな声で言いやがれ！」

　特に声を張らずに話したので、アッシュには聞こえなかったらしい。

　ただ別に届かなくても構わない。降参するつもりなど全くないのだから。

「勝ち目がないのは、あくまで〝今のまま〟ならの話だ」

　そう呟つぶやいて手を翳す。

　五年前を思い出した。

　勝ち目など微み塵じんもなかった幼い自分の無力さを──。




『……助けて』




　遊奈と利亜が幻変症ビースターを発はつ症しようした。

　それを知った〝僕〟が最初にしたのは、幻変症ビースターについて詳くわしく調べること。自分はまだ個人端たん末まつを持っていなかったので、遊奈のものを借りてネットで検けん索さくする。

　正式名めい称しよう、幻げん性せい変へん異い症しよう候こう群ぐん。

　ある日突とつ然ぜん、体が〝獣じゆう化か〟し始める奇き病びよう。

　しかもそうして変化する〝獣けもの〟は、普ふ通つうの動物ではない。

　神話や伝説で語られてきた生物を連想させる外見と、常識では考えられない特殊な力を有する〝幻獣ビースト〟だ。

　感染経路は未いまだ不明だが、人から人にうつることはないと実証されている。

　一度発症すれば治す方法はない。けれど病の進行を止め、ある程度の段階まで獣化を戻すことは可能。

　そのために必要なのが〝魔力〟という、科学では作り出せないエネルギー。魔導士たちが受け継いできたとされる力。

　外部から魔力を流し込むことによって、患かん者じやに宿った〝幻獣ビースト〟を抑おさえ込むことができるらしい。

　幻変症患者ビーステツドにつけられる腕うで輪わや首輪は、常時魔力を供給するためのもの。ゆえに彼らの管理は魔導士に委ゆだねるしかない。

　発症した患者の元にはすぐ専門の獣魔導士ソーサラーが派は遣けんされ、応急措そ置ちをされた後、ポラリスという隔かく離り施し設せつに移送される──。

　ネットで調べて得られた情報はそれで全すべてだった。

『どうしよう……魔力を持ってる人に助けてもらわないと、遊奈と利亜が幻獣ビーストになっちゃう……でも連れん絡らくしたらポラリスってところに連れていかれる……』

　それじゃあ助けたことにならない気がした。

　この家で、この街で、皆みなで一いつ緒しよにこれまで通り暮らしていくことが、二人を助けることなのだと思った。

　だから僕は必死に考える。

　普通の子供だったら、どれだけ考えたところで行き詰づまっていただろう。

　でもそこで僕の脳のう裏りに、今はもういない本当の父親との会話が蘇よみがえった。

『玖郎、実はね……私たちの遠い親しん戚せきにも魔術を受け継いできた人たちがいるんだ。セプテントリオンにも加わらず、山奥で暮らしている。でもね、彼らに──〝クラベ〟に関わっちゃいけない。もし彼らの使いを名乗る人に声を掛かけられても、絶対ついていっちゃいけないよ』

　それは確か、小学校に上がったばかりの頃ころ、テレビで魔導士の話題が出た時に父親が言った言葉。

　一人で出歩く機会の増えた僕が心配だったのだろう。

　それから何回か、繰り返し注意された。

　関わっちゃいけない──それは不ふ吉きつな予感を覚える台詞せりふだ。でも……。

『セプテントリオンと関係ない〝クラベ〟の人なら、こっそり遊奈と利亜を治してくれるかも……！』

　その時の僕には、それが何より大事なことだった。

　急いで父親の遺品を漁あさり、手帳の中に〝クラベ〟に関係ありそうな書きこみと地名を見つける。

　調べると、とても遠くの山の中だったけれど、彼らを頼る以外に遊奈と利亜を〝助ける〟方法は思いつかなかった。

　だから僕は遊奈と利亜を連れて旅に出る。

　ただ僕らは所しよ詮せん子供で──利亜が転んで角を見られて、通報されて、自分たちの暮らす街から出ることもできず、山の中へ逃にげ込んだ。

　救いを求めたおじさんとおばさん──遊奈と利亜の両親にも裏切られた。

　響ひびくサイレンの音。警察官の怒ど号ごう。上空を飛ぶヘリのプロペラ音。行く手を遮さえぎる白服の獣魔導士ソーサラーたち──。

　逃げた。逃げた。逃げた。必死に薄うす暗ぐらい森を走った。

　追ってきたのは人狼。鼻の利きく狼種の使い魔。

　沢さわに落ちて、それでも逃げる。だけど滝たきが流れ落ちる高い崖がけに阻はばまれて、完全に行きどまり。

　追い詰められて、どうしようもなくて、僕は両手を広げて二人を庇かばう。

『大丈夫。僕が絶対に守るから』

　そんな強がりを言って笑ってみせたのが、唯ゆい一いつの足あ搔がき。

　人狼は立ち塞ふさがった僕を太い腕で薙なぎ払はらおうとした。

　最後まで目は閉じずに僕は人狼を睨にらみ返す。

　だから──僕はその瞬しゆん間かんを見ることできた。

　ドンッ!!

　響き渡わたる衝しよう撃げき音。

　けれど吹ふき飛ばされたのは僕ではなく、人狼の方だった。

『クロくん……』

『兄様……』

　気を失った人狼の前で苦しげに微笑ほほえむ姉妹。

　守ろうとしたのに、結局僕は守られた。

　そして人狼を倒たおすために力を振ふり絞しぼった二人の獣化は、一気に進行してしまう。

『遊奈！　利亜！』

　僕は苦しむ二人を抱だきしめることしかできなかった。

　でもそこで僕は気付く。

　腕の中にいる二人の獣化が少しずつ治まっていることに。

　──幻変症ビースターを抑おさえるには魔ま力りよくがいる。

　僕はそこで自分にも魔力があることを知った。たぶんそれは〝クラベ〟の血けつ縁えんだから。

　もっと早くに気付いていれば、外に出て見つかることもなかったのに──。

　でもそれは今さら。あまりにも手て遅おくれ。

　僕は救いのない選せん択たくを迫せまられる。

　このまま二人の幻変症ビースターを抑え込めば、追っ手を倒す力を失い、すぐに捕つかまる。

　でも放っておけば二人は完全な獣になってしまう。

　迷う余地はなかった。

　心臓と同じ位置に感じる熱を、僕の魔力を、全力で注ぎこんで二人の獣化を抑え込む。

　そして、抵てい抗こうする術すべを失なくした僕らの前に、使い魔を従えた獣魔導士ソーサラーたちが現れた──。




『いやっ！　助けて──助けてよ、兄様！』

『クロくん……クロくんっ!!』




　五年が経たっても、二人の叫さけびは〝俺〟の耳の奥に残っている。

　奇くしくもあの時と敵は同じ。屈くつ強きような狼種の使い魔。

　付ふ与よ魔術で強化された人狼に遊奈は劣れつ勢せいを強いられ、力で劣おとる利亜も相手の攻撃を受け流すことしかできていない。

　相対するのは勝利を確信して笑う魔導士候補生、アッシュ・グレイワース。

　けれど俺は知っている。二人の力を。

　この目で見た。幻変症ビースターを発症したばかりの幼い女の子が、屈強な人狼を倒す瞬間を。

　あの〝力〟があれば、こんな奴やつらに負けることなどありえない。

　五年前は抑え込むことしかできなかった。だから俺たちは負けて、引き離はなされた。

　でも今は違ちがう。

　もう二度と、離れ離れにならないために──この戦いに勝利する。

「接続アクセス──」

　遊奈の方に手を翳かざし、静かに告げた。

　彼女に対応した人差し指のリングが光り輝かがやく。だが先ほどとは色が異なる。不気味な赤い色を放っている。

　昨日行った儀ぎ式しきで、俺は二人と契けい約やくを結んだ。

　けれどあの契約は柊遊奈、柊利亜〝だけ〟と交わしたものではない。儀式に重ねた昏部の魔術は、二人の中に在る〝幻獣ビースト〟とも俺を結びつけた。

　もう抑え込むだけじゃない。今の俺は、彼女たちの獣けものを従えている！

　意識を集中し、遊奈に宿る幻獣ビーストの輪りん郭かくを、その在り方を、描えがき出す。

　──応こたえろ、お前は誰だれだ？　お前の名は……。

　遊奈の中の獣に呼びかけ、その名を求める。

『────』

　微かすかな声が届いた。

　存在認にん識しき。真名把は握あく。

　ここに幻獣ビーストを真に使し役えきする魔術は完成する。

「解放リベレイト──ヴァナルガンド」

　そう告げた瞬間、遊奈の首輪が赤く輝く。

　ウォォォォォォォォン!!

　響き渡る咆ほう哮こう。それは遊奈の喉のどから放たれている。

　そして彼女はゆらりと両手を床ゆかにつけた。獣のような四足の姿勢。それが今の遊奈にとって自然な構え。

　今の彼女は柊遊奈ではなく、その内に宿っていた幻獣ビースト──ヴァナルガンド。

　相対していた人狼がびくりと体を震ふるわせ、後ろへ跳とんで距きよ離りを取ろうとする。

　けれどその反応はあまりに遅おそかった。

「指令コマンド──魔を喰くらえ」

　遊奈の姿が消える。

　ひゅおんと風を裂さく音が遅おくれて耳に届いた。

　いつの間にか遊奈は人狼の背後に回り込んでいる。

　そして人狼を包み込んでいた光には、嚙みちぎられたような穴が開いていた。

「何が──」

　アッシュが呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべている。

　その視線の先で、人狼を守る光は搔き消えた。

　──付ふ与よ魔術の消しよう滅めつを確認。

「封印シール──ヴァナルガンド」

　俺は即そく座ざに遊奈の幻獣ビーストを再び抑え込む。ぐんっと魔力を持っていかれる感覚。

　呼応するように輝いていた首輪と指輪の赤い光は消え、遊奈の瞳ひとみに理性の色が戻もどった。

「私、今……」

　戸と惑まどう遊奈だったが、時間の猶ゆう予よはない。

　チャンスはアッシュがもう一度付与魔術を発動させるまでの間だけ。

「遊奈、今だ！　ぶっとばせ！」

　だから俺は叫ぶ。

　幻獣ビースト解放の反動が思ったより大きく、魔術で指令を出す余よ裕ゆうはなかった。

「っ……分かったわ！」

　遊奈はすぐに応じてくれる。

　まだ状じよう況きようが吞のみ込めていない人狼の背に向けて回し蹴げりを繰くり出す。

　轟ごう音おんが響き、人狼が吹っ飛ぶ。

　そして俺が次の命令を出す前に、利亜と戦っている人狼を強きよう襲しゆう。

　頭上からのかかと落としで、人狼を床に沈しずめた。

「ね、姉様？」

　ぽかんと立ち尽つくす利亜。

「な、あ……」

　それ以上に愕がく然ぜんとしていたのは、一いつ瞬しゆんで使い魔二人を倒されたアッシュだった。

「くそっ……起きやがれ!!」

　急いで彼は付与魔術を行使したが、光に包まれても既すでに気絶している人狼たちは動かない。
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　それを確認し、審しん判ぱんである薙里導師は俺の方に手を掲かかげた。

「勝者、昏部玖郎！　敗北したアッシュ・グレイワースは第一階位へ降格、Ｂクラスの配属とする」

「噓うそだろ……」

　がくりと膝ひざを突つき、アッシュは項うな垂だれる。

　そこでようやく状況を把握した利亜が喜びの声を上げた。

「勝った!?　勝ったのね！　姉様すごい！　どうやったの!?」

「えっと、私にもよく分からなくて……たぶんクロくんが魔術でどうにかしてくれたんだと思うけど……」

　遊奈は戸惑った様子でこちらを見る。驚おどろいているせいか、俺の呼び方が普ふ段だんのものに戻っていた。

「……何をしたかは、後で話すよ。とりあえず、お疲つかれ様。勝ってくれて、ありがとう」

　俺のところへやってきた二人に、俺はそう答える。

「うん──いまいち実感はないけど、クロくんが喜んでくれてるなら十分よ。でもできれば……私がホントに役に立てたのなら、ご主人様に頭を撫なでて欲しいかも……？」

　遊奈は頷うなずきつつも、俺に期待の眼まな差ざしを向けた。

「……こういう感じか？」

　俺は頷き、二人の頭を優やさしく撫でる。

「えへへ……ありがとう、ご主人様」

　頰ほおを染めた遊奈は、尻尾しつぽをぶんぶん揺らして喜ぶ。

「ちょ、ちょっと、人前で恥はずかしいじゃない」

　利亜は文句を言うが、俺の手から逃のがれようとはしなかった。

「っ……」

　けれどそこで眩暈めまいが襲おそう。

　体がふらふらして、頭が重い。

「に、兄様、大だい丈じよう夫ぶ？」

「く、クロくん？」

　あたふたする二人に俺は苦く笑しようを返した。

「大丈夫……ちょっと眠ねむいだけだ。魔力を使い過ぎた。あとは頼たのむ……」

　そこまで言うのが限界で、俺は二人の方に倒れ込む。

　柔やわらかで温かなものに包まれたように感じたが、それに対して思考することができない。

　短時間であっても幻獣ビーストの直接使役にはかなりのリスクが伴ともなうらしい。次から気をつけなければ……。

　そう考えたところでプツンと俺の意識は途と切ぎれた。




　　　　６




　目を覚ますと、カーテンで仕切られた狭せまいベッドの上だった。

　消毒液の匂においが漂ただよっている。

　頭を動かし、左右を確認。ベッドに頭を預けて寝ね息いきを立てている遊奈と利亜を発見した。

　手を伸のばし、頭を撫でてみる。

　遊奈の獣けもの耳みみがぴくんと揺ゆれた。利亜の角に指が触ふれると、彼女はくすぐったそうに身じろぎをする。

　思ったよりぐっすり眠っているようだ。

　俺は体を起こし、カーテンを少し開いてみる。薬品の入った棚たなや体重計などの器具、デスクや椅い子すも見えた。

　最初は病室かと思ったが、この感じは……。

「保健室、か……？」

　小学生の頃ころを思い出して呟つぶやく。

「──ええ、気を失ったあなたを彼女たちが運んだんですよ」

　独り言に答えが返ってきた。カーテンで仕切られた隣となりのベッドからだ。

　カーテンを開けると、そこにはベッドで上半身を起こした姿勢でこちらを見つめるアリス・リライトの姿がある。

　彼女の使い魔まである二人の少女も、ベッド脇わきに佇たたずんでいた。

「アリス……いたんだな」

「はい、少し前から」

「アリスも倒たおれたのか？」

　そう問いかけると、彼女はおかしそうに口元に手を当てて笑う。

「ふふ、違いますよ。玖郎さんの様子を見に来ただけです。でもまだ眠っているようでしたので、私も少し休ませてもらっていました」

「わざわざ俺の様子を？」

　出会ったばかりでそんな義理もないだろうにと、俺は眉まゆを寄せた。何しろ自じ称しよう親友の鳥彦も来ていないのだから。

「少しお尋たずねしたいことがあったんです」

　アリスは意味ありげに微笑ほほえみ、眠る遊奈に視線を向けた。

「先ほどの模も擬ぎ戦で彼女が見せた力──あれは付与魔術そのものへの直接干かん渉しよう……術式破は壊かいの能力、ですね？」

　真正面から問いかけられて、俺は頭を搔く。

　皆みなの前で見せてしまった以上、誤魔化しても意味はないだろう。

「ああ、そういう認識で間ま違ちがってはいないよ」

「やはり──何な故ぜあなたがあえて異性を使い魔にしていたのか、その理由が分かりました。となるとそちらの方も特別な力を持っているのでしょうか」

　アリスは納なつ得とくした様子で頷き、利亜の方に視線を移した。

「生あい憎にく、利亜の力は俺にもよく分かってないんだ」

　五年前、俺は二人が戦う姿を目にしている。ただ利亜は、遊奈の術式破壊のように分かりやすい力を行使したわけではない。

　今でも俺は、あの時に利亜がどんな力を使ったのか分かっていなかった。

「ふふ、さすがにそこは誤魔化しますよね。玖郎さんにとって奥の手でしょうから、これ以上聞くのはやめておきます」

　だがアリスは俺が噓を吐ついたと思ったようで、悪戯いたずらっぽく笑って追つい及きゆうを止やめる。

　まあ別にそれでもいいかと俺は肩かたを竦すくめ、無言で応じた。

「けれど、あと一つだけ気になることがあるんです。それだけ、いいですか？」

　アリスはベッドから降り、俺にぐっと顔を近づけてくる。

　煌きらめく青い瞳に見つめられ、俺は息を吞んだ。

　彼女が従えている使い魔は、ルビーのような瞳を持つ少女とエメラルドの角を生やした少女だが、アリス自身を宝石で喩たとえるのならサファイアだろう。

「何だ？」

　彼女に吞まれてしまわぬよう、俺はサファイアの瞳を見つめ返して問う。

「玖郎さんの見せた〝使し役えき〟は見事なものでしたが、この程度で昏こん倒とうしてしまうとは予想外でした。普通に考えればあなたの魔力容量が少ないだけということなのでしょうが……不思議です。とてもそうは見えないのに」

　ぞわりと背筋に悪お寒かんが走った。

　アリスの瞳は俺の底にあるモノを見通そうとしているようで、危機感を抱いだく。

「……二人を使役するのは初めてだったから、力加減を間違えたんだよ。次からはもっと効率的に魔力を使うつもりだ」

　視線を逸そらし、俺はそう答えた。

　決して噓ではない。だが全すべてを語ったわけではない言葉。

「そうですか──では、そういうことにしておきますね」

　アリスはにこりと笑い、俺から離はなれる。

「用事は済んだので、これで失礼いたします。お大事に、玖郎さん」

　お辞じ儀ぎをし、使い魔を連れて保健室を出ていこうとするアリス。

「あ、ああ──そうだ、アリスの試験はどうだったんだ？」

　頷きつつも、それが気になって俺は問いかけた。

「もちろん勝ちました。私も玖郎さんと同じＡクラスです。本格的な授業は明日からというお話でしたよ」

「そうか、よかった」

　それは自然に口から出た言葉だったが、アリスは少し意外そうに眉を動かす。

「────はい、よかったです。やはり玖郎さんは、私とよく似ていますね。きっと……仲良くなれると思います」

　わずかに弾はずんだ声で彼女は応じ、今度こそ保健室から去っていった。

「似ている、か……」

　最初はお互たがい〝目的〟があるからという意味だったが、今回はどこかニュアンスが違ちがうように感じる。

　俺は自分の左胸に手を当て、目を閉じた。

　──まさか、な。

　考え過ぎなはずだ。本当の意味で俺と〝同じ〟人間がいるとは思えない。

「う、ん……」

　そこで遊奈と利亜の声が聞こえた。

　目を開けると、二人が瞼まぶたを擦こすりながら頭を起こしている。

　──さっきまで傍そばで会話していても目覚めなかったのに……。

　アリスが何かをしていたのかと思い、俺は魔術の残ざん滓しがないか意識を集中した。だが特に引っかかるものはない。

　ただ、どちらにせよ今回のような隙すきを晒さらすのは避さけるべきだろう。

　俺も仲良くしたいとは思っているが、アリスは本物の〝魔女〟なのだから。

「あれ……クロくん？　私……寝ねちゃってた？」

「兄様……よかった、起きたのね」

　目を覚ました遊奈と利亜は俺の顔を見て、安あん堵どの表情を浮うかべる。

　誰だれよりも大切な二人。

　彼女たちを守るために、彼女たちを使って戦う。

　それはどうしようもない矛む盾じゆんを孕はらんだ選せん択たく。

　けど俺はこの道を進む。

　その先にしか、俺たちの幸せと自由は存在しない──。
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　学園生活、二日目。

　またしても俺のベッドに潜もぐり込んでいた遊ゆ奈なと利り亜あに起こされ、ルームサービスでの朝食を摂とる。

　こうして生活を始めてみると、寮りようというより高級ホテルのスイートで宿しゆく泊はくしているような気分だ。

　ただせっかく部屋がたくさんあるのに、遊奈と利亜は俺のいる場所についてくるので、スペースは持て余し気味。

　──これならワンルームで暮らしているのと変わらないよな。

　そんなことを考えつつ、俺たちは今日も少し早めに登校した。

　ケーブルカーの駅にちらほらと他の生徒やその使い魔の姿はあったが、同期生とは会わないまま学園に到とう着ちやくする。

　聳そびえるのは六角形の巨きよ大だいな校舎。

　昨日は体育館に集合だったが、今日は指定された教室に来るよう端たん末まつにメールが届いていた。

「ご主人様は二十一期生のＡクラスになったのよね。どの辺りかしら」

　遊奈は校舎入り口前の電子掲けい示じ板ばんの案内図で俺たちの教室を探す。

　校舎は七階建てで、屋上も開放されているようだ。外から見ただけでは分からないが、校舎の中心は吹ふき抜ぬけになっており、そこには中庭があるらしい。

「あ、見つけたわ！　マスター、ここ！」

　利亜がぴょんぴょんと飛び跳はねて、三階部分を指差した。

「Ａクラスが三階で、Ｂクラスは二階か……アッシュとはあまり顔を合わせずに済みそうだな」

　俺はそう呟つぶやいて、皆と校舎の中に入る。

　昨日は気を失ってしまったので、試合後のアッシュの様子は分からないが、結果を素す直なおに受け入れる性格とは思えない。逆さか恨うらみされている可能性もあるため、接せつ触しよくの機会が少なそうなのはありがたかった。

　校舎のエントランスはかなり広く、正面にあるガラス製の壁かべの向こうには中庭が見えている。そのため閉へい塞そく感かんは薄うすい。案内板によると一階には食堂や図書室など、生徒共用の場所が多いようだ。

　エントランスにはエレベーターもあったが、そこで待っている生徒や使い魔まがいたので階段を使って上階に向かう。

　二階も中庭に面した壁はガラス張りで、三階も構造は同じ。

　廊ろう下かを歩きながら中庭を見下ろすと、中央には噴ふん水すいがあることが分かった。

「綺き麗れいな学校ね。掃そう除じや庭の手入れはどうしているのかしら」

　遊奈はそんな光景を眺ながめて、実務的なことを気にしている。

「それを言うなら、このポラリスだって同じじゃない？　ポラリスは普ふ通つうの人間が入れる場所じゃないんでしょ？　どう考えても人手が足りなくない？」

　利亜が遊奈の言葉を聞いて、疑問を口にした。

　けれどその答えは、すぐにもたらされる。

　前方から近づいてくる足音。

　廊下の向こうからやってきたのは、モップとバケツを手にしたメイド服の女性。

　頭からは猫ねこを連想させる耳を生やし、遊奈や利亜と同じ首輪を嵌はめていた。

　彼女は俺たちを見ると小さく頭を下げ、そのまま無言で横を通り過ぎていく。振ふり返って眺めると、メイド服の裾すそからは黒い猫の尻尾しつぽが揺ゆれていた。

「……よく考えると、ポラリスで一番多いのは魔導士や候補生じゃなくて、幻変症患者ビーステツドだったな。ああして施し設せつの雑務をしている使い魔も少なくないんだろう」

　俺は彼女が見えなくなったところでそう呟く。

「あの人は、誰かの使い魔になってポラリスで働いてるってこと？」

　首を傾かしげる利亜に俺は頷うなずいた。

「たぶんな。使い魔としては、一番幸せな生活かもしれない。でも昨日の模も擬ぎ戦で試ためされたように、俺たちに求められているのは〝戦う力〟だ。ポラリスを普通に卒業しても、安全な生活を送れるポジションは得られない」

　厳しい現実だが、変な期待を抱いだいてしまうよりはマシだと思い、俺は強い口調で告げる。

「──分かってるわ。だからご主人様は〝上〟を目指すのよね。私、絶対にそこまでご主人様を連れて行くから……お姉ちゃんのこと、頼たよりにしててね」

　遊奈は小さく笑って言う。

　もう覚かく悟ごはできているという表情だ。

「あっ、ここよマスター！　通り過ぎるところだったわ」

　そこで利亜に引き留められる。

　話していたせいで見み逃のがしていたが、〝二十一期生Ａクラス〟というプレートが扉とびらに付けられていた。

「気付かなかったら廊下を一周してたな。よし、入ろう」

　俺は気を引き締しめて、教室の扉を開ける。

　中は想像していた〝学校の教室〟とは随ずい分ぶんと乖かい離りしていた。

　黒板と教きよう卓たくが一番低い位置にあり、生徒用の長机が階段状に設置されている。

　昔テレビドラマで見た大学の講義室が、確かこんな感じだった。

　またアリスが先に来ているかと思ったものの、教室内には誰もいない。俺たちが一番乗りらしい。

「席には名前とか番号が書いてないわね。どこに座ってもいいのかしら。まあ……私はご主人様の傍ならどこでもいいけれど」

　遊奈がそう言うと、利亜が教室の後ろへ駆かけ上がっていく。

「だったらここがいいわ！　教室での特等席って言ったら、窓まど際ぎわの一番後ろでしょ！」

「──自由でいいならそこにするか」

　別に俺も反対する理由はないので、利亜のところに向かった。

　席に座ってみると、位置が高いこともあって教室全体を見み渡わたせる。長机は三人で並んで座ってもまだ余よ裕ゆうがあった。もしかすると使い魔がさらに増えた時のことも想定しているのかもしれない。

　俺の左側に座った利亜は、机に突つっ伏ぷして無意味に腕うでをぱたぱたさせる。

「学校に通えるのは嬉うれしいけど、あたし別に勉強は好きじゃなかったのよねー」

　それを聞いた遊奈は俺の右側で苦く笑しようを浮かべた。

「利亜は外で遊ぶ方が好きだったものね。でもここでの勉強って、普通の学校とは違ちがうんじゃない？　ね、ご主人様？」

　からかうような口調で〝ご主人様〟と俺を呼ぶ遊奈。

　最初は単に関係性を隠かくすための呼び方だったが、どうも遊奈はそれを楽しんでいる節がある。

「そうだな。たぶんここではセプテントリオンの一員として働くための教育を──」

　そう答えようとした時だ。

　俺の前に一枚の黒い羽根がはらりと落ちてきた。

「何だ──？」

　ここは屋内なのにと考えた俺の脳のう裏りに声が響ひびく。

『おい、玖く郎ろう！　そこはやべえぞ！』

「鳥とり彦ひこか？」

　聞き覚えのある声に驚おどろきながら俺は問い返した。

『その教室、近づけなくなってやがる！　早く逃にげ──』

　ぐしゃり。

　眼前で羽根が〝毛むくじゃらの手〟で握にぎりつぶされる。

　唐とう突とつに、ほんの一いつ瞬しゆん前まで誰だれもいなかったはずなのに、俺の机の前に獅し子しの顔を持つ獣じゆう人じんが立っていた。

「きゃあっ!?」

　ドンッ！

　ほぼ同時に左右から悲鳴が響く。

　ハッとして二人の方を見ると、虎とらと豹ひようを連想させる獣人が遊奈と利亜を後ろから押さえつけていた。

「っ──」

　そして反射的に席を立った俺が言葉を発する前に、よく通る低音の声が耳に届く。

「驚かせてすまないな。けれど私は君に危害を加えるつもりはない。生徒同士の諍いさかいはご法はつ度とだからね。使い魔を拘こう束そくさせてもらったのは、二人で落ち着いて話すためだ」

　教室の前の方からだ。

　視界を塞ふさいでいた獅子の獣人が無言で脇わきに退くと、教きよう壇だんに立つ長ちよう髪はつの男と目が合った。

　いったい、いつの間に──。

　閉めたはずの扉が開いてる。誰かが入ってきたなら気付いたはずだ。だというのに、あの男も、周りにいる獣人たちも全く予兆がなく突とつ然ぜん現れた。

　──使い魔を三人……ということは、第三階位の候補生か？

「お前は……誰だ？　こんなことをして、どういうつもりだ？」

　遊奈と利亜を拘束されていることに怒いかりと焦あせりを覚えながら、俺は問いかける。すぐにでも助けたいが、この状じよう況きようで迂う闊かつなことをすれば二人に危害が及およぶ可能性が高い。何な故ぜならあの男が危害を加えないと言った対象は俺だけだからだ。

「私はルーク・クロノス。君の二つ先せん輩ぱい、十九期生だよ。用件は先ほど言った通り、話し合いだ」

　ルークと名乗った男は、淡たん々たんと用件を口にする。

　──クロノス？

　聞き覚えがある気がしたが、すぐには出てこない。少なくともセプテントリオンの現上層部にはなかった家名だが……。

「話し合い？　いったい何の……」

「単刀直入に言おう。その〝狼おおかみ〟を私に譲ゆずりたまえ」

　そう言ってルークが指し示したのは、虎型の獣人に拘束された遊奈だった。

「な──」

　言葉を失う俺に、ルークは話を続ける。

「彼女が有するのはこれまで例のない、希少で有用な能力だ。よって私が使うに値あたいすると判断した」

「判断した？　勝手なことを──」

　一方的な言い分に憤いきどおり、俺は反論しようとするが、彼は分かっているという身振りで俺の言葉を遮さえぎった。

「もちろん相応の対価は払はらう。君の狼を貰もらい受ける代わりに、私は虎を進しん呈ていしよう。見ての通り、基本スペックは狼を上回っている。さらに私は君を派は閥ばつに迎むかえ入れるつもりだ。たとえポラリスで優ゆう秀しゆうな成績を残せなくとも、これで君の将来は保証される」

　遊奈の動きを封ふうじている虎の獣人を示しながらルークは語る。

　確かに遊奈が抵てい抗こうできないということは、力で負けているという証。だがそれで遊奈を譲れるはずもない。

「断る」

　彼の目を見て、はっきりと告げた。

「ほう……」

　ルークは意外そうに眉まゆを寄せる。

「派閥やお前が保証する将来なんてものに興味はない。第一、使い魔と契けい約やくする際には対等な交こう渉しようが必要なはずだろ。主人同士が勝手に決められることじゃないはずだ」

　そう反論した俺に、ルークは肩かたを竦すくめてみせた。

「確かに、最初の契約を結ぶ際は互たがいの同意がいる。しかし既すでに契約済みのグリモワール・リングがあるならば話は別だ。指輪の譲じよう渡とだけで契約は引き継つがれる。もちろん、現所有者の承しよう諾だくは必要だがな」

　ルークは俺の右手にある指輪を示して言う。

「な──」

　そんな抜ぬけ道が用意されていたのかと、俺は息を吞のんだ。

「私はずっと前からこの姉妹に目をつけていた。何しろ彼女らは、捕ほ獲かく時に追っ手の人狼を撃げき退たいしている。しかもその人狼はただの使い魔まではない。当時〝猟りよう団だん〟の長を務め、現在は〝七星〟メグレズを統すべる白しら樺かば統とう吾ごが使し役えきしていたものだ」

　遊奈と利亜を見ながらルークは語る。

　──あの時の人狼が……現〝七星〟の使い魔？

　初めて知る当時の真実に、俺は驚きを隠せなかった。

　遊奈と利亜を捕ほ縛ばくし、立ち去る白服の獣魔導士ソーサラーの後ろ姿を思い出す。

〝七星〟メグレズ、白樺統吾。

　大切な家族を奪うばい去っていた男の名を、俺はようやく知ることができた。

「白樺は〝天〟の加護を操あやつり──その力を纏まとった使い魔には、通常の手段では傷一つ付けられん。それを倒たおした彼女たちに興味を持つのは当然のことだ」

　ルークはそう言ったところで小さく息を吐はく。

「〝檻ケージ〟での評価を見て、白樺の使い魔を倒したのは姉の方だと判断した。しかし──交渉を持ちかけても、彼女は応じてくれなくてね。派閥の者を何度遣つかわしても結果は同じ。だがようやく彼女を使い魔とした者が現れた」

　口の端はしを歪ゆがめてルークは俺を見つめる。

「昏くら部べ玖郎、君には感謝しているよ。〝檻〟から彼女を連れ出し、さらにその力が〝術式破は壊かい〟であることも明らかにしてくれたのだから。そして改めて言おう──」

　傲ごう然ぜんと俺を見み据すえたまま、ルークは告げた。

「柊ひいらぎ遊奈を私に譲れ。それは君には分不相応なものだ。私が使ってこそ意味を持つ」

「意味……だと？」

　俺は眉を寄せて疑問の視線を返す。

　そこで初めてルークは〝強者〟としての表情を崩くずし、険しい顔と声で答えた。

「我がクロノス家は、かつて〝七星〟メグレズを司つかさどっていた血族だ。しかし先代当主が白樺に破れ、その座を明け渡した。私には奴やつからメグレズを取り戻もどす責務がある。柊遊奈は奴を倒す矛ほことなりうる者。それを君ごときが持っていては宝の持ち腐ぐされなのだよ」

　俺に遊奈は相応ふさわしくないと宣言するルーク。

　彼の言葉に感情が波打つが、同時に俺は思い出していた。

　──そうだ、クロノスは初代〝七星〟の一角だった魔導士の家名。

　セプテントリオン設立以降、唯ゆい一いつ入れ替かわりがあった血族だ。その後こう継けい者しやが、かつて白樺の使い魔を倒した者に興味を持つのは当然と言えた。

　遊奈と利亜の力に気付いていたのは俺だけだと思ってたが……それはあまりに楽観的な考えだったらしい。

　ルークの瞳ひとみには、野望と憎ぞう悪お、執しゆう念ねんの炎ほのおが宿っている。

　この男は本気で白樺を倒し、自分が新たな〝七星〟になるつもりなのだ。

　けれど、それを言うなら俺も──。

「ばっかじゃないの！　あんたがマスターの代わりになれるわけないじゃない！　どんな条件を出しても無む駄だよ！　あたしたちはマスターと〝上〟を目指すんだから!!」

　俺が答える前に、利亜が叫さけぶ。

　それを聞いたルークは眉を動かした。

「上……？　まさか君も〝七星〟を目指しているとでも？」

「────」

　その問いに俺は無言で応じる。

　けれど彼の瞳から視線は外さなかった。

　そんな俺の様子を見て、ルークは堪こらえ切れなくなった様子で肩を揺ゆらす。

「く──はははははっ!!　分かっているのか？　〝七星〟を目指すということは、在学中に第五階位となり、さらに〝ペンタグラム〟を──」

「生あい憎にく、俺は入学したばかりなんで正式な手順なんて知らない。けど、それが必要な過程なら全部乗り越えていくつもりだ」

　これ以上話をするのは無駄だと思い、俺は彼の言葉を遮った。

　ルークは口元に手を当て、しばらく笑いを嚙かみ殺していたが、やがて目つきを変えて俺を見据える。

　全身の毛が逆立つ感覚。

　これまで彼は傲ごう慢まんであっても俺を説き伏ふせ、自らの庇ひ護ご下に迎え入れるつもりで行動していた。けれど今、俺は〝敵〟と見なされたのだと、本能で理解する。

「はは──どうやら私は交渉の仕方を間ま違ちがったようだ。君の目的が〝七星〟だというのならば、こう提案した方がよかったな。昏部玖郎、私は君に〝階位戦〟を申し込もう」

「階位戦？」

　俺がその単語に聞き覚えがないことを表情で示すと、ルークは説明を付け足した。

「ポラリスでは候補生に暫ざん定てい的な階位が与あたえられるが、第三階位以上には学内全体での定員が決められている。第五階位に至ってはたった三名。在学中にその挑ちよう戦せん権けんを得ることすら難しい」

　そう言ったルークは、そこで口の端を歪める。

「だが当人同士が同意した場合に限り、互いの階位を賭かけた〝階位戦〟を行うことが可能だ。上を目指すのであれば、これはまたとないチャンスだぞ？　私に勝てば〝第五階位〟が手に入るのだから。もちろん君が負けた時は、柊遊奈を譲ってもらうがね」

　両手を広げて笑うルークの言葉に、俺は目を見開いた。

「第五、階位？」

　そんな俺の反応にルークは満足げな表情を浮うかべる。

「使い魔が三体だから第三階位だと思ったかな？　実はあと二人、教室外で人ひと払ばらいの任に就つかせているのだよ。つまり五対二の正々堂々の勝負さ。受けてくれるね？」

　五対二──いくらなんでも戦力差が大きい。

　だがルークは強気な表情で俺に返事を求める。

「もし、断ったら？」

「そんな権利があるとでも」

　ルークがわずかに視線を動かす。

「ひっ!?」

　利亜の悲鳴が耳に届いた。そちらを見ると、利亜の首元に豹ひよう型の獣じゆう人じんの鋭するどい爪つめが突つきつけられている。

「お前──」

　声が上うわ擦ずるの自覚しながら、俺はルークを睨にらんだ。

「生徒へ危害を加えることはどのような場合でも固く禁じられている。しかし使い魔同士の諍いさかいに対しては、比ひ較かく的てき処しよ罰ばつが甘いのだよ。ここで私の〝豹〟が彼女を殺したとしても、私にさほどのリスクはない」

　利亜を人質に取り、ルークは俺に階位戦の受じゆ諾だくを迫せまる。

　──いつもこうだ。

　理り不ふ尽じんは不意に襲おそい掛かかってくる。

　父さんと母さんが幻獣ビースト・災害カラミテイに巻きこまれた時、遊奈と利亜が幻変症ビースターを発はつ症しようした時……俺は大切なものを一方的に奪われた。

　でも俺は……だからこそ忌いまわしい昏部の家に身を寄せたのだ。

　再び理不尽が襲ってきた時に、今度こそ大切なものを守れるように。

　今も理不尽の中に在る大事な人を救い出すために──。

「分かった。ルーク・クロノス──お前との階位戦を受けてやる」

　それは諦あきらめの言葉ではなく、宣戦布告。

　こいつから第五階位を奪い取ってやると決意し、俺は〝敵〟を睨みつけた。

「ほう……」

　俺の様子を見て、ルークが笑えみを消す。

「その表情、本気で私に勝つ気と見える。いいだろう、階位戦は次の休日──五日後に外の第一演習場で行う。もしも逃にげた場合は……」
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　ちらりと再び利亜を視線で示すルークに、俺は鋭く彼の言葉を遮さえぎった。

「逃げないさ。こんなチャンス、望んでも手に入らないだろうからな」

　皮肉を込め、強気な笑みを返す。

「ふ──では楽しみにしているよ」

　その言葉と共に、ルークの姿が搔かき消える。

　遊奈に腕うでを摑つかまれていた虎とら型の獣人、利亜を押さえつけていた豹型の獣人、机の前に立っていた獅し子し型の獣人たちも同時に消え去った。

「わわっ!?」

　急に抵抗がなくなったことで、利亜は後ろに倒れそうになり、腕をバタつかせる。

「消えた……これが、あの人の魔術？　もう……近くにはいないわね」

　遊奈は周囲を見回して、鼻をくんくんと鳴らした。

　現れた時と同じく、唐とう突とつに消えてしまったルークと使い魔。

　俺も奴が何をしたのか全く把は握あくできていない。

「五人の使い魔と、瞬しゆん間かん移動の魔術か……敵としちゃ最悪だな」

　何とかバランスを立て直した利亜は、不安そうに俺と遊奈を見つめる。

「兄様……勝てるわよね？　あたし、姉様があんな奴に取られるなんて絶対イヤよ？」

「──俺だってそうだ。もちろん勝つつもりさ。ただあまりにも時間がない。打てる手は限られてる」

「でも……クロくんには何か考えがあるのよね？　今みたいな顔をしてる時のクロくんはすっごく頼たよりになるって、お姉ちゃん知ってるもの」

　遊奈が真しん剣けんな表情で問いかけてきた。

「ああ、ただ……」

　俺は言葉を濁にごらせる。

　五日という短時間でルークたちに勝つ可能性を上げる方法は、たった一つしかない。けれどそれをどう説明するかが問題だ。それに瞬間移動のタネがまだ分かっていない。

　するとその時、教室の扉とびらが音を立てて開かれた。

　先ほどのことがあったので俺たちは身を強こわ張ばらせ、そちらを向く。

　だが扉から顔を出したのは、二人の少年を従えた朱しゆ門もん鳥彦だった。

「おーい、玖郎ー。生きてるかー？」

　そう言いながら教室に入ってきた鳥彦は、俺たちの姿を見て笑みを浮かべる。

「お、無事だったみてえだな。いやー、三階の廊ろう下かをヤバそうな使い魔が通せんぼしててよ。玖郎が一つ前のケーブルカーに乗ったのは見てたから、こりゃきな臭くせえなって〝言こと霊だま〟を飛ばしたんだが……」

　手に持った黒い羽根をひらひらさせながら鳥彦は肩かたを竦すくめた。

「──やっぱ逃げんのは無理だったか」

　俺は苦笑を浮かべ首を縦に振ふる。

「ああ、見事に囲まれて喧けん嘩かを売られたよ」

「誰だれにだ？」

「ルーク・クロノス」

　ヒューと鳥彦はわざとらしく口笛を吹ふいた。

「ご愁しゆう傷しようさま。まだ情報収集は完かん璧ぺきじゃねえが、さすがにそいつの名前は知ってるぜ。学内スリートップの一角だ。残念だが勝ち目はねえよ。クロノスの魔ま術じゆつは他と次元が違ちがう」

　哀あわれむように俺を見る鳥彦だったが、俺は別の部分が引っかかる。

「鳥彦は奴の魔術がどんなものか知ってるのか？」

「ああ、元〝七星〟の血族だからな。それにクロノスって〝時の神〟を家名にしている時点で玖郎にも予想がつくだろ」

　その言葉に俺は顔を顰しかめた。

　彼の言う通り、思いついたことはある。けれどそれが正解だとは思いたくなかった。もしルークがそんな魔術を行使するのであれば、勝ち目はさらに薄うすくなってしまう。

「時の神、か。じゃあ──」

　苦々しい口調で呟つぶやいた俺に、鳥彦は頷うなずく。

「そうさ。クロノスが使う魔術は、〝時間〟に干かん渉しようする。ルーク・クロノスは学内じゃ無敵と言っていい〝時魔術師〟さ」

「時間に干渉……だったらさっきの瞬間移動は、時を止めたとでも……」

　だとしたら最悪だと俺は唸うなった。

　恐おそらく範はん囲いは限られているだろうが、試合であんな風に接近されれば勝ち目がない。模も擬ぎ戦のルールだと、主人は相手使い魔に触ふれられたら終わりだ。

「え？　それは違うんじゃない？」

　けれど利亜がきょとんとした顔で疑問の声を上げる。

「利亜、どういうこと？」

　遊奈が問いかけると、利亜は教室の入り口を指差した。

「さっきの奴やつら、単にすごい速さで移動しただけでしょ？」

　きょとんとした表情で言う利亜に俺は息を吞のむ。

「まさか……見えたのか？」

　俺は気持ちが昂たかぶるのを感じながら問いかけた。

　遊奈ですらルークたちが消えたようにしか見えていなかったのに、利亜は彼らが高速で移動しただけだと言う。

　やっぱり利亜は──。

「うん。普ふ通つうに見えてたわよ。まあ速過ぎて体は反応できなかったから、捕つかまっちゃったけど……」

　悔くやしそうに言う利亜だったが、俺は笑みを浮かべて利亜の手を握にぎった。

「ありがとう、利亜のおかげでルークに勝てる可能性が少し見えた」

「え？　そ、そうなの？」

「ああ──だから、俺を信じて付いてきてほしい」

　祈いのるように俺が言うと、利亜は呆あきれたような表情を浮かべた。

「今さら何を言ってるのよ？　とっくに信じてるわよ、マスター」

　笑みを浮かべる利亜を見て、俺は思い出す。

　五年前、追っ手の狼種を目にもとまらぬスピードで圧あつ倒とうした利亜の姿を。

　狼種が纏まとっていた魔術の加護を破ったのは遊奈だった。

　けれど白樺統吾の使い魔に決定打を与あたえたのは──この利亜なのだ。




　　　　２




　一日目の授業は、ほとんど頭に入らなかった。

　俺とルークが敵対したことを鳥彦が言い触らしたせいで、クラスメイトとなった生徒たちはほとんど俺に近づいてこない。奴の派は閥ばつに目を付けられるのが怖こわいのだろう。

　普通に挨あい拶さつしてくれたのは、鳥彦以外だとアリスだけだった。

「──大変そうだけれど、頑がん張ばってくださいね」

　アリスはそう励はげましてくれたが、どこか面おも白しろがっているような表情を浮かべていた気がする。

　幸い授業内容は首輪と指輪を用いた〝汎はん用よう〟使し役えき魔術に関する簡単なレクチャーだった。

「君たちが使い魔との契けい約やくに用いた指輪──グリモワール・リングは、かのソロモン王が用いていた魔導具〝天魔の指輪〟のレプリカと言える代しろ物ものだ。神の眷けん属ぞくたる天使、七十二もの悪魔を使役したとされるソロモンの血筋は遥はるか昔に途と絶だえたが、彼の遺物を複製することで我々は〝使役魔術〟の部分的汎用化に成功した。そしてそれを幻変症患者ビーステツドの治ち療りようと管理に応用し──」

　講義を行う薙なぎ里さと導師の言葉を半ば聞き流しつつ、俺は考え続ける。

　ルークに〝勝つための方法〟ではない。利亜の話を聞いて迷いは消えた。既すでにやるべきことは定まっている。

　問題はそれを遊奈と利亜にどう切り出し、説明するか。

　俺は考えに考え、放課後に帰宅する途と中ちゆうも迷い続け、宿舎の自室に戻もどった時に決意した。

　──下手に誤魔化したり、オブラートに包んでも意味がない。これからすべきことを正直に伝えよう。

　そう結論付けた俺は、部屋のリビングで遊奈と利亜に向かい合い、こう告げた。




「あと五日で俺は可能な限り遊奈と利亜の力を引き出す。そのために必要なのが──二人の〝調教〟だ」




「え？」

　きょとんと首を傾かしげる遊奈と利亜。

　部屋に沈ちん黙もくが落ち、俺の言葉を理解した二人の顔が次し第だいに赤くなる。

「ちょ、ちょちょ、調教!?　兄様、こんな時に何を言ってるのよ！　追い詰つめられておかしくなっちゃったの!?」

　真っ赤な顔で利亜が詰め寄ってきた。

「そう……クロくん、そんなにストレスが溜たまっていたのね。いいわ、それでクロくんが少しでも楽になれるのなら……お姉ちゃん、精せい一いつ杯ぱいご奉ほう仕ししてあげる」

　対する遊奈は何な故ぜか服を脱ぬぎ始める。

　そんな二人の反応を見て、俺は自分の言葉が思わぬ誤解を生んだことを悟さとった。

「ち、違う！　今のは使役魔術の一いつ環かんとして行う調教って意味だ！　決して俺の個人的な趣しゆ味みじゃない！」

　俺の言葉を聞いた二人は顔を見合わせ、俺に向き直る。

「……よく分からないわ。ちゃんと説明しなさいよ。それであいつに勝てるっていうの？」

　利亜はまだ疑わしげな顔で俺に問いかけた。

「こほん、クロくん──私たちが何をすればいいのか、教えてくれるかしら。クロくんのためなら、どんなことでも大だい丈じよう夫ぶよ」

　遊奈は服の乱れを直し、真ま面じ目めな顔を作る。ただ早とちりしたことが恥はずかしいのか、まだ顔は少し赤い。

　俺は彼女たちに頷き返し、〝調教〟を切り出した理由を説明する。

「前にも話したが、昏部の魔術の本質は使い魔の〝創造〟だ。その理想形、到とう達たつ点は人の手で神を創り上げ、それを使役すること。つまり使い魔とした対象を、より強大な存在に育て上げる秘ひ奥おうが昏部には伝わっている」

「分かった！　それであたしたちをパワーアップさせようってことなのね！　調教なんて言い方するから、変な想像をしちゃったじゃない！」

　安心した様子で言う利亜だったが、俺は気まずい思いを抱いだきながら首を横に振った。

「いや、その方法がまさに〝調教〟なんだよ。心と体に様々な〝縛しばり〟を課すことで、在り方そのものを作り変え──より高次の存在へ近づけていく。二人を〝変えてしまう〟かもしれない危険な行こう為いだ」

「だけど、ルーク・クロノスに勝つには必要なことなんでしょう？」

　遊奈が静かに問いかけてくる。

「……ああ。もっと時間があれば別だったが、五日で何とかするにはこれしか方法がない」

　誤魔化さず、現在の厳しい状じよう況きようを俺は口にした。

「だったら、私に異議はないわ。どんな調教をしてもいいから、今よりもっと強くしてちょうだい。クロくんと利亜をちゃんと守れるぐらいに」

　遊奈はほとんど迷いなくそう答える。

「あ、あたしだって強くなれるのなら……でも、どんなことをするつもりなのよ？」

　利亜はまだ逡しゆん巡じゆんがある様子で俺に問いかけた。

「目的は、二人に宿っている幻獣ビーストの力をより引き出すこと。力を発揮する上で〝妨さまたげ〟になっている部分を魔力で探さぐって、そこを〝縛る〟」

「つまり、ちゃんと必要なことをするってことね。わ、分かったわ。こうなったらもうヤケよ！　どんな調教でもしたらいいじゃない！　姉様を守るためなら、どんなことでも耐たえてみせるわ！」

　開き直った様子で叫さけぶ利亜。

　二人の了りよう承しようを得た俺は安あん堵どの息を吐はく。

「ありがとう。じゃあまずは何を縛ればいいかを調べる。遊奈、利亜──床ゆかに寝ね転ころんでくれ」

「ええ、お姉ちゃんはクロくんの言うことは何でも聞くから遠えん慮りよしないでね」

「兄様……あ、あたしは、あんまり痛いこととかは嫌いやよ？」

　遊奈と利亜は頷き、リビングの床に仰あお向むけで寝そべった。

　先日、契約した時に描えがいた床の魔ま法ほう陣じんはそのままだ。既にこの部屋は儀ぎ式しきを行うのに適した祭さい壇だんとなっている。

　俺は二人の間に移動すると、それぞれの胸むな元もとに手を翳かざした。

　そして指輪を介かいして、彼女たちに魔力を流し込む。

「あっ……」

「何か、入ってくる……っ！」

　遊奈と利亜は体をびくりと震ふるわせ、微かすかな喘あえぎ声を上げた。

　俺は意識を集中し、二人の内に在る幻獣ビーストの輪りん郭かくを探る。

　それはこの姉妹から〝人間として生きる権利〟を奪うばった元げん凶きよう。

　どうして彼女たちでなければいけなかったのか。何故この二人を選んだのか──。

　幻獣ビーストに対する怒いかりや憎にくしみ、やりきれない思いは山ほどある。

　けれど今の俺たちは、その忌いま々いましい幻獣ビーストの力を使うことでしか、前に進めない。

　──まずは遊奈だ。

　模擬戦で遊奈の幻獣ビーストを直接使役した時に、俺はその名を把は握あくしていた。

　ヴァナルガンド。

　それが遊奈の内に巣くう獣けもの。

　魔力で探ると、ヴァナルガンドは遊奈の肉体と複雑に混じり合っていることが分かる。

　これこそ幻変症ビースターを完治できない理由。

　一度肉体が変異した患かん者じやは、器官や臓器を含ふくめて幻獣ビーストと融ゆう合ごうしてしまっており、分ぶん離りは不可能。ゆえにさらなる変異を抑おさえ込むしか、治療手段がない。

　遊奈に生えた獣耳や尻尾しつぽも、こうして探ると完全に体の一部であることが分かる。

　だがより詳しよう細さいに調べていくと、上手く混ざり合っていない部位を見つけた。

　すなわちそれが、幻獣ビーストの力を引き出す妨げになっている部分。しかしこれは……。

「クロくん……？　どうかした？　何だか辛つらそうな顔をしているわ。お姉ちゃん……クロくんの期待に応こたえられなかったのかしら？」

　俺の顔に表れた逡巡を読み取ったのか、遊奈が心配そうに声を掛かけてくる。

　──今さら躊躇ためらってどうする。

　ぐっと奥歯を嚙かみしめて感傷を吞のみ込み、俺は静かに告げた。

「そうじゃない。ちゃんと遊奈の力を引き出す方法が……縛るべき場所が分かったよ。それは……両りよう腕うでだ」

「腕？」

　遊奈はそれが何を意味するのかまだ分かっていない様子で、不思議そうに聞き返す。

「遊奈の腕だけ幻獣ビーストの力が薄うすい。それはたぶん、遊奈が腕を〝人間の手〟として使っているからだろう」

「人間の手って……でもそんなの当たり前のことじゃないかしら」

　眉まゆを寄せる遊奈に俺は首を横に振ふった。

「遊奈が宿している狼種の幻獣ビースト──ヴァナルガンドに〝腕〟はない。模も擬ぎ戦で俺が幻獣ビーストの力を引き出した時、遊奈は四足歩行で……その腕を〝前まえ脚あし〟として使い、戦っていた」

「前脚……じゃあ、腕を縛るっていうのは……」

　遊奈は寝転んだまま自分の手を見つめる。

　胸が軋きしむ。

　俺は自分がどれだけ最低なことをしようとしているのか理解した上で、遊奈に告げた。

「そうだ。遊奈の腕を──〝人間の手〟として使うことを禁じる。具体的には手で扱あつかう道具の使用禁止ってことになるだろう。その縛りを課すことが、遊奈の力を最も引き出せる調教になる」

「…………」

　遊奈は自分の手を眺ながめたまま黙だまり込む。

　代わりに声を上げたのは利亜だった。

「ちょっと兄様！　それって姉様にお箸はしやスプーンを持つなってことでしょ!?　料理と掃そう除じとか……何もできなくなっちゃうじゃない！」

「──ああ、分かってる。遊奈ができなくなったことは、代わりに俺が面めん倒どうを見るつもりだ」

「で、でも……姉様、裁さい縫ほうが大好きなのよ？　こうして檻ケージの外に出られたから、また始められるねって……あたしにも教えてくれるって……兄様の服のボタンが取れたら直してあげようねって……そう言ってたのに……」

　俺の知らないところでそんな会話をしていたのか。

　もしかすると模擬戦の後、俺が気絶していた時のことかもしれない。

　確かに遊奈は裁縫が得意だった。自分で小さなポシェットや財さい布ふを作ったりもしていたのを思い出す。

　俺が奪おうとしているのは、そういう──かけがえのないものなのだ。

「遊奈……どうする？　嫌なら他の縛りを探してみよう」

　たぶん判断を彼女に委ゆだねたのは、俺の弱さだったのだろう。

　本当なら全すべて俺の責任で、背負うものを減らしてはいけないのに──。

「でも、これが一番有効な縛りなのよね？」

「──ああ」

「だったら、迷う余地はないわ。クロくん──私の腕を縛って」

　遊奈はそう言って俺に両腕を伸のばした。

「遊奈……」

　俺は彼女の手を握にぎり、深く頷うなずき返す。

「姉様、ホントにいいの……？」

　心配そうな利亜に遊奈は笑いかけた。

「ええ──中ちゆう途と半はん端ぱなことをして後こう悔かいしたくないから。もちろんクロくんの服を裁縫で直してあげたり……料理を作ってあげたり……そういうことができなくなるのはすごく残念よ。でもクロくんが今一番必要としているのは、強い使い魔だもの。力を手に入れるためなら……〝ちょっとした〟楽しみぐらい捨てられる」

「────」

　何も言えず、俺は唇くちびるを嚙んで溢あふれ出そうになる感情を抑おさえた。

「それにこれからはクロくんにお世話してもらえるんでしょう？　また新しい楽しみができるから、むしろワクワクしているわ」

　冗じよう談だんっぽく遊奈は言い、俺に視線を戻もどす。

「お願い、クロくん。まだ人間でいることを諦あきらめられない……そんなはしたない私を、ご主人様が躾しつけてください」

「──分かった」

　彼女の覚かく悟ごを受け取り、俺は使い魔を縛る術式を発動させた。

「縛鎖チエイン──対象、両腕。禁止事じ項こう設定、道具操作」

　そう告げると遊奈の両手首に魔法陣が出現する。

　魔法陣は回転し、帯状になって集束──遊奈の腕を強く縛り上げた。

「やっ……きゃあああっ!?」

　悲鳴を上げる遊奈。

　その直後、魔法陣は眩まばゆい光を放ち、砕くだけ散る。

「あ──もう、終わったの？」

　痛みがなくなったのか、遊奈は少し呆あつ気けに取られた顔で身を起こした。

　しかし彼女の手首には、魔法陣の紋もん様ようが帯状に〝焼き付いて〟いる。

「ああ、これを持ってみれば分かる」

　俺は一本のペンを差し出す。

　それを受け取ろうとした遊奈だったが、その途と端たん──手首の紋様が淡あわく輝かがやき、ペンは彼女の手から零こぼれ落ちた。

「上手く、力が入らないわ」

　じっと自分の手を見つめる遊奈。

「それが〝人間の手〟を失うっていうことだ……遊奈、俺は……っ」

　反射的に出そうになった謝罪の言葉を、俺は無理やり吞み込んだ。

　謝って楽になってはいけない。謝る資格もない。

　俺がやるべきことは、この犠ぎ牲せいに見合う成果を上げることだけ。

　遊奈はそんな俺の手に、〝獣の前脚〟と変わらぬものになった手を重ね、微笑ほほえみを浮うかべる。

「クロくん、これで私は強くなったのかしら？」

「──ああ。遊奈が幻獣ビーストの能力を使う上でリミッターになっていた部分がこの〝縛しばり〟でなくなった。これから一週間、俺がこの状態の遊奈を調教すれば、飛ひ躍やく的に能力は伸びていくはずだ」

　気持ちを落ち着けて、俺は冷静に答えた。

「そう、ならお願いね、クロくん。あと一つ聞きたいんだけど……私がものすごく強くなれたら、一人で何とかできたりしない？」

「遊奈、それは……」

　彼女が何を言いたいのかを悟さとり、俺は言葉に詰つまる。

「ダメよ、姉様！　相手は五人なのよ！　あたしもちゃんと戦えるようにならなくちゃ、兄様も守ることもできないわ！　だから全部一人で何とかしようとしないで！」

　しかしそこで利亜が声を上げた。

　遊奈はびっくりした顔を浮かべた後、苦く笑しようを浮かべた。

「──ごめんね、利亜。そうよね……今のは、利亜に対しても失礼だったわ」

　謝罪を受けた利亜は複雑そうな表情を見せ、俺の服を引っ張る。

「ほら兄様！　あたしにも早く縛りをかけてよ！　変な気を使ったりしたら許さないんだから！」

「……分かった。もちろんやるからには気は使わない。ルークに勝つには、利亜の力がどうしても必要だからな」

「あ、あたしの？」

　驚おどろく利亜に俺は頷き返した。

「そうだ。利亜がいないと、勝てない」

「──そこまで兄様が言うなら、妹として頑がん張ばってあげないとね。じゃあ……お願い」

　利亜は表情を引き締しめ、俺を促うながす。

　俺は頷き、彼女の体に意識を集中した。

　だが遊奈と違ちがい、幻獣ビーストの存在が上手く感じ取れない。その輪りん郭かくと名前も見み出いだせない。

　どうしてか分からないが、利亜に混じっている幻獣ビーストの気配は非常に薄かった。

　──まるで、弱っているみたいだ。

　五年前、利亜が見せた幻獣ビーストの力は凄すさまじいものだった。あの力はいったいどこへ行ってしまったのか。

　俺は疑問を抱いだきながら、利亜の幻獣ビーストとの混じり方の濃のう淡たんを探っていく。

　角の生えた頭部、それに四し肢しの先せん端たん部が比ひ較かく的てき気配が濃こい。

　薄いのは主に胴どう体たいだ。

　この分ぶん析せき結果から推測できるのは──。

「どう、兄様？　あたしのどこを縛ったらパワーアップできそう？」

　そわそわしながら問いかけてくる利亜に、俺は少し考えてから答える。

「利亜の場合、全体的に幻獣ビーストの気配が薄い。その中でも特に薄いのが、ちょうど服で体を覆っている部分だ」

「胴体ってこと？　それって……」

　利亜は不思議そうに首を捻ひねった。

「幻獣ビーストの力を抑え込んでいるのは、多くの場合〝人間としての特性〟なのさ。たとえば人間は手を器用に使う。そして衣服を身に纏う──」

　俺の説明を聞いた利亜は顔を青くする。

　これから何を縛られるのか、悟ったのだろう。

「ちょ、ちょっと待ってよ兄様！　姉様は手を縛って……あたしはまさか〝服〟を縛るの!?」

「まあ──そういうことだ」

　俺は真顔で頷く。

「なっ……こ、これから裸はだかで生活しろってこと!?　無理よ、無理！　それはさすがに絶対無理！」

　すごい剣けん幕まくで訴うつたえる利亜に俺は苦笑を返す。

「確かに全ぜん裸らが最も効果的だろうが……それはポラリスの規則でできない。学園では使い魔まにも制服の着用が義務付けられているからな」

「そ、そう……よかったわ。でも、それはそれで困ったことにならない？　あたしには縛りを掛かけられないってことでしょ？」

　ほっと胸を撫なでおろしつつも、利亜は不安げに問いかけてきた。

「いや──手はある。制服以外の部分を縛るだけでも効果はあるはずだ」

　少し考えてから俺は首を横に振ふる。

「制服以外？　どういうこと？」

　訝いぶかしげな利亜に、俺はどう説明したものか迷う。

　すると遊奈が俺の言いたいことを察したらしく、利亜の横に屈かがみ込んで耳打ちをした。

「え、なになに姉様？　へ……外側がダメなら内側？　それって……」

　次し第だいに利亜の表情に理解の色が浮かび、ボンッと沸ふつ騰とうするように赤く染まる。

「に、にに、兄様のヘンタイ！　あ、あたしにパンツを穿はくなっていうの!?」

　直接的な表現に、俺の顔も熱くなった。

「い、いや、パンツというか下着というか──インナーを縛るってことだよ」

　重要なのは利亜の中にいる幻獣ビーストへの負ふ荷かを減らすということだ。

　着ている服の枚数を減らすだけでも、今よりも調子は良くなるだろう。

「利亜、よかったわね。それぐらいの縛りなら、私も安心よ。ちょっとスース─して涼すずしくなるだけじゃない」

　遊奈はもっと重い縛りを想像していたらしく、笑顔で利亜を励はげます。

「ね、姉様まで……ホント？　ホントにこれからあたし、ノーパン生活？　マジ？」

　呆ぼう然ぜんと自問する利亜に、俺は真顔で答えた。

「マジだ」

「うー…………や、やるわよ。姉様に比べれば大したことない縛りなのは確かだし……でも、あんまりいやらしい目で見ないでよ、兄様」

　俺に釘くぎを刺さしつつも、彼女は縛りに同意する。

「了りよう解かい。行くぞ」

　俺は利亜の体に手を翳かざし、告げる。

「縛鎖チエイン──対象、全身。禁止事項設定、下着着用」

　我ながら間の抜ぬけた詠えい唱しようと共に魔ま法ほう陣じんが利亜の体を包んだ。しかし魔術自体は、遊奈に施ほどこしたものと同じく強力なもの。

　魔法陣は利亜の胸むな元もとに集束し、縛鎖の刻印を刻みつける。

「んんっ!?」

　苦し気に胸を押さえながらも、悲鳴を堪こらえる利亜。

　そして服の上からでも分かるほどの魔法陣の光が消えると──。

　バチンッ！

　何かが破けるような音が響ひびき渡わたる。

「んっ……」

　利亜は一いつ瞬しゆん身を強こわ張ばらせた後、ハッとして股こ間かんを押さえた。

「な、ない!?」

「何が？」

　遊奈が不思議そうに問いかけると、利亜は顔を赤くして叫さけぶ。

「パンツ！」

　それを聞いて、俺は先ほどの音の正体を悟った。

「そうか──この縛りは、そういう風に機能するんだな」

「何を冷静に分析してるのよ！」

　八つ当たり気味にポカポカと利亜に叩たたかれる。

　利亜が胸の辺りを全く気にしていなかったことから、彼女は元々ブラを付けていなかったのだと気付いていたが、それを言うと確実にもっと殴なぐられるので口を噤つぐむ。

　ともかく、これで二人の縛りは成立した。

　だが本当の調教はこれから。

　まだ彼女たちの力を抑え込んでいた枷かせを外しただけにすぎない。

　この一週間でどれだけ二人を強化できるかは、俺の調教次第だ。

　そしてそれは俺が彼女たちから奪うばったものと向き合う過程でもある。

　俺は遊奈の腕うでに刻まれた刻印に目をやり、湧わき上がる後こう悔かいを静かに嚙かみ殺した。
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「ご主人様……それ、ちょうだい？　もう……私、我が慢まんできないわ」

「ちょっと待て。まだ早い」

「んん～……じらさないで。ご主人様のいじわる……」

　恨うらめしそうに遊奈が睨にらんでくるが、ここは俺も譲ゆずれない。

「でも冷まさないとヤケドするだろ」

　俺はそう言ってスプーンで掬すくったビーフシチューをフーフーと息で冷ましてから、遊奈に差し出す。

「ほら」

　だが彼女はまだ不満顔。

「クロくん、そう言う時は〝あーん〟って言ってほしいなぁ」

「…………遊奈、あーん」

　彼女のおねだりに屈くつした俺は、恥はずかしさを堪えて言う。

「ふふ、ありがとうご主人様。あーん」

　遊奈がぱくりとスプーンを頰ほお張ばる。

「もぐもぐ……おいしいわ。それに何だかふわふわした気分。こういうの……思っていた以上に照れ臭くさいわね」

　遊奈は頰ほおを染め、尻尾しつぽをわさわさと揺ゆらした。

「見てる方がもっとはずかしいわよ！」

　それを見た利亜が堪え切れなくなった様子で叫ぶ。

「けど、手が使えないんだから仕方ないでしょ？　羨うらやましいのなら利亜もクロくんにお願いしてみたら？」

　からかうように遊奈が言うと、利亜は真っ赤になって首を横に振る。

「う、羨ましくなんてないわ！　ただ、あんまりイチャイチャしないで欲しいってだけ！」

「やっぱり羨ましいんじゃない」

「違うもん！」

　そんな二人の言い合いを聞きながら、俺も自分の料理を口に運んだ。

　遊奈と利亜に〝縛鎖〟を施した後の夕食は、昨日よりも賑にぎやかだった。

　調べてみると、幻変症ビースターが進行している使い魔のために口だけで食べられるよう工く夫ふうされた食器や料理のメニューも多くあったが、箸はしなどが必要なものは俺が補助するしかない。
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　幼い頃ころ、遊奈にはいつも世話をされる立場だったので、こうして世話をしていると落ち着かない気分になる。

　対して遊奈は意外にも上じよう機き嫌げんだ。

　正直、もっと落ち込むかと思っていた。

　強がっている部分も絶対にあるはずだが、嬉うれしそうな遊奈を見ていると自然に俺の表情も緩ゆるむ。

　利亜の方もあまり下着を穿いていないことを意識している様子はない。

　この時はまだ──そう思っていた。







「あーもうっ！　サイアクサイアクサイアク!!」

　翌朝、部屋を出た直後から利亜の様子がおかしくなる。

　彼女はスカートの裾すそをぐっと押さえ、とても短い歩ほ幅はばで俺たちの後をついてきた。少しでも風が吹ふくとしゃがみこみ、しばらく動かなくなってしまう。

「利亜、そんなことしてたら遅ち刻こくしてしまうわよ。乗ろうと思ってたケーブルカーが行っちゃったじゃない」

　遊奈は駅の方を示し、溜ため息いきを吐ついた。

　普ふ通つうに歩いていれば間に合っていたはずのケーブルカーは、既すでに斜しや面めんを下り始めている。

「無茶言わないでよ！　速く歩いたら、み、見えちゃうかもしれないでしょ！　あ、あたし、今日は何も穿いてないのよ！」

　真っ赤な顔で言い返す利亜。緊きん張ちようのためか、彼女の短い尻尾はピンと立っていた。

「それは分かってるけど……心配し過ぎだと思うわ。これまでだって別に下着が見えたりしなかったじゃない。ね、ご主人様？」

　遊奈に話を振られ、俺は頷うなずく。

「まあ……そうだな。よほどのことがない限りは大だい丈じよう夫ぶだと思うが……」

「その〝よほどのこと〟が心配なのよ！　階段を上る時とか、絶対に危ないわ！」

　必死に訴える利亜を見て、遊奈がこう提案した。

「じゃあご主人様にいつでも後ろにいてもらったら？　そしたら背後は気にしないで済むんじゃないかしら」

「で、でも、そしたら万が一の時、マスターには見えちゃうじゃない！」

　反論する利亜だったが、遊奈は平然と答える。

「他の人に見られるよりはいいでしょ？」

「そ、そういう問題じゃ──っていうか、じゃあ姉様があたしの後ろを守ってよ！」

「それは無理よ。利亜に付きっ切りだと、いざという時にご主人様を守れなくなっちゃうわ」

　遊奈は首を横に振り、俺に腕を絡からめてきた。道具は扱あつかえなくなったが、こうして普通に腕を動かすことに支障はない。

　あと俺が縛しばったのは道具の〝使用〟なので、単に両手で支えて持ち上げる程度なら可能だ。

「姉様の意地悪ー！　もうこうなったらマスターを壁かべにするしかないじゃない！　マスター！　しっかり守ってよね！」

　利亜はそう言うと、俺の前に移動する。

　思った以上にぴたっとくっついてきたので、少し心しん拍ぱく数すうが上がった。

「利亜、この距きよ離りだと歩きにくいんだが……」

「し、仕方ないでしょ！　離はなれたら壁の意味がないじゃない！　マスターはマスターなんだから、上手く歩幅を合わせて付いてきてよ！」

　そう言って歩みを再開する利亜。

　非常に歩き辛づらいが、これまでに比べればマシなスピードで進めるので、俺は仕方なく歩調を合わせることにする。

「言っておくが、まだ調教は始まってないからな。今日、学園の購こう買ばいで必要なものを揃そろえて帰宅してからが本番だぞ」

　溜息混じりに俺は釘を刺しておいた。

　二人はただ縛りを掛かけられた状態で普通に生活しているだけだ。これでも効果はあるだろうが、劇的な変化を促うながすには荒あら療りよう治じが必要となる。

「ねえ、ご主人様。その必要なものって何なの？」

「それは──」

　遊奈に問われた俺は、利亜のことを気にしながら、なるべく淡たん々たんとした口調で答えた。

「二人に着てもらう服だよ。なるべくそれぞれの調教に適したものがいいからな」

「なっ……ちょ、調教に適したって──」

　顔を赤くし、動どう揺ようする利亜。

　だが遊奈は俺の言葉に表情を輝かがやかせる。

「ホント!?　さすがご主人様！　お姉ちゃん、嬉しいわ！　新しい服を買ってくれるのね！　ショッピングなんていつぶりかしら！　ねえねえ、利亜の服も私が選んでもいい？」

　俺の手をぎゅっと握にぎり、おねだりするように遊奈は上うわ目め遣づかいで見つめてきた。彼女の尻尾は凄すさまじい勢いでブンブン揺れている。

「あ、ああ……その方が俺も助かるが……」

　女の子の服を選ぶのは気恥ずかしい感じもあったので、俺は遊奈に頷いた。

「ありがとう、ご主人様！」

　すると遊奈は喜びを抑えきれない様子で俺に抱だき付いてくる。

「お、おい──」

　どぎまぎしながら利亜の様子を窺うかがうと、彼女はひどく不安そうな顔で「何だかすっごく嫌いやな予感がするんだけど……」と呟つぶやいていた。







　そして帰宅後、俺は遊奈と利亜に言う。

「じゃあ──二人とも、買った服に着き替がえてくれ」

　今からが本格的な調教の始まりだ。

「ふふっ、新しい服に袖そでを通すのはワクワクするわね」

　遊奈はうきうきと購買で買った服を取り出し、頰を緩ませた。

「ほ、ホントに着るわけ……？　うぅ……姉様、何て服を選んじゃうのよ……っていうかコレ、服って言えるの……？」

　利亜の方は対照的にひどく気乗りがしなさそうな様子で、自分用の服を見つめる。

　だが、ここからはもう本気モードだ。余計な感情は抑おさえ、昏部の〝使し役えき魔ま術じゆつ師し〟として振ふる舞まわなければならない。

「時間が惜おしい。〝手段〟を選んでいる余よ裕ゆうは俺たちにはないんだ」

　真ま面じ目めな顔で促すと、遊奈はスキップをして──利亜はとぼとぼと、それぞれの自室に向かう。

　そして五分後、彼女たちは新しい服を着て戻もどってきた。

「ふふ、クロくんからのオーダーはスカート以外の〝動きやすい服〟ってことだけだったから、あとは私の好みで選んでみたわ。どう、ご主人様？　私……可愛かわいいかしら？」

「っ──」

　遊奈の格好があまりに衝しよう撃げきで俺は言葉を失う。

　一言で表すのならば、モコモコな素材で出来た水着──という感じだろうか。いや、実際は水着ではないのだろうが、それぐらい布面積が少ない。しかも狼おおかみの耳と尻尾がある遊奈が着ると、衣装がまるで獣じゆう化か時の体毛にも見えて、何も着ていないという印象すら受けてしまう。

「どうして黙だまってるの？　ひょっとして……似合ってない？」

　不安げに俺の顔を下から覗のぞき込む遊奈。前かがみになったことで胸の谷間が強調され、俺はごくりと唾つばを吞のみ込む。

「い、いや……よく似合ってる。けど、遊奈の場合はそんなに露ろ出しゆつの多い服じゃなくてもよかったんだぞ？」

「それはそうだけど──こっちの方がご主人様に喜んでもらえると思って」

　悪戯いたずらっぽく笑った遊奈は、くるりとその場で回転してみせる。俺が似合っていると言ったからか、尻尾はわさわさと大きく揺れていた。

「……ま、まあ、遊奈が無理していないのならそれでいい。今後、学園以外ではなるべくその服を着て、四足歩行の体勢で生活してくれ。下着のことを考えてスカートを避さけてもらったんだが……そっちは意味がなかったな」

　遊奈の格好を眺ながめながら苦く笑しよう交じりに言う俺だったが、そこで利亜が叫さけぶ。

「あたしにはその下着すらないんだけど！　しかもこんなミニスカートと……ただの〝ベルト〟で！　姉様の服もそうだけど、何でこんな際きわどい衣装が購買で売ってるのよ！」

　利亜は凄まじく丈たけが短いスカートを穿はき、胸はベルトを巻くことで辛かろうじてその先せん端たんだけを隠かくしている。水着のような姿の遊奈よりさらに際どい格好だ。

　下腹部に刻まれた魔術記号サインと、胸むな元もとにある縛鎖の魔ま法ほう陣じんも露あらわになっており、それが拘こう束そく具ぐのようなベルトや首輪と合わさって一層背徳的な雰ふん囲い気きを強調している。

「ふふ、苦労した甲か斐いがあったわね。露出を最大限増やしつつ、大事な部分だけはギリギリ隠すこのコーディネート！　水着が下着扱いで弾はじかれた時はどうしようかと思ったけど、〝服じゃない〟ベルトなら利亜の縛りにも反しないわ！　まさしく発想の転てん換かん！」

「姉様……これは悪魔の発想よ」

　ぼそりと利亜が力なくツッコむが、遊奈はまるで聞いていない。

「きゃーっ！　ホントにすっごく似合ってる！　利亜、すっごく可愛い！　ね、クロくんもそう思うでしょう？」

　遊奈はぴょんぴょんと飛び跳はね、興奮した様子で俺に同意を求めてきた。

「ま、まあ……確かに可愛いが──」

　俺はぎこちなく頷く。口に出すと殴なぐられるだろうが、強気な利亜が拘束具を付けられているような格好で恥はずかしがっている姿は、ある意味とても魅み力りよく的に見える。

　もし俺が選んでいたら、ベルトのアイディアも含ふくめてこうはならなかっただろう。単に上着の丈を短くするのが限界だったかもしれない。

「か、かわ……うぅー……」

　顔を赤くした利亜は感情のぶつけどころを失なくした様子で、スカートの端はしを握り締しめた。

　そんな彼女に俺は告げる。

「恥ずかしいとは思うが、今後は帰宅したらその服に着替えてくれ。制服よりずっと被ひ服ふく面積が少ないから、利亜の中にいる幻獣ビーストへの負ふ荷かは軽減されるはずだ」

「……兄様のドヘンタイ」

　涙なみだ目めで睨にらまれ、兄としての自分が少し動揺するが、何とか気にしてない風を装よそおう。

「じゃあ今から外へ出かけるぞ」

　俺は二人に背を向け、玄げん関かんの方へ歩き出した。

「ええっ!?　こんな格好で!?」

　悲鳴を上げる利亜を振り返り、俺は頷く。

「当然だ。それと遊奈は四足歩行でな」

「……ええ、分かったわ」

　遊奈は覚かく悟ごを決めた様子で屈かがみ込み、手を床ゆかにつけた。

　ただ彼女の尻尾しつぽがわさわさ揺ゆれているのを見て、俺は問いかける。

「遊奈──嬉うれしいのか？」

「あ……うん、意外にもそうみたい。散歩に行ける犬の気持ちって、こんな感じなのかしら」

　本来なら屈くつ辱じよく的な行こう為いのはずなのに、遊奈は弾はずんだ声で答え、四足で俺に駆かけ寄って来た。

「……無理してないか？　いや、無理をしてでもやるつもりではあるんだが──」

　空元気だとしたら後に響ひびくと思い、俺は彼女の本音を訊たずねる。

「無理してないワン。クロくんのことを信じてるから、問題ないワン」

「ワン？」

「ふふ、ちょっと犬らしくしてみたわ。まあ狼なんだけど」

　楽しげに答える遊奈を見て、俺は悟さとる。

　どうやら遊奈はこういうことに〝向いている〟らしい。

「ちょ、ちょっと姉様！　先に行かないでよー！」

　対する利亜は本気で恥ずかしいらしく、真しん剣けんにベルトの位置を調節し、スカートの端を押さえ、ひよこ歩きで追いかけてきた。

　そんな二人を伴ともない、俺は部屋の扉とびらを開ける。

　既すでに夕暮れの赤い照明は消え、ポラリスは夜の闇やみ──正しくは地下本来の闇に包まれている。ただ天てん井じように星空が投とう影えいされているせいか、昼間よりも閉へい塞そく感かんはない。

　宿舎の廊ろう下かや階段では他の生徒に出くわすことなく、俺たちは宿舎の外に出た。

「ご主人様、どこへ行くんだワン？」

　四足で隣となりをとことこ歩く遊奈が俺を見上げ、冗じよう談だんっぽく問いかけてくる。

「特に決めてはいない。今回はこうやって外を出歩くことが目的だ」

　俺がそう答えると、少し遅おくれて付いてきていた利亜が不満げな声を上げた。

「そ、そんなことをして何か意味があるっていうの？」

「ああ。こうやって二人の力を抑え込んでいた枷かせがなくなったことを、体に実感させるんだよ。まあせっかくだし、色々と見て回ってみよう」

　俺は利亜に答え、夜の道を歩き出す。

　これまでは宿舎と学園の往復しかしていないので、俺たち候補生が立ち入れる範はん囲いに何があるのか気になっていた。

　こうして夜の時間にポラリスを眺めてみると、建物の明かりでどこに施し設せつがあるのかが大体分かる。

　クレーターの四方、外周部近くにある天井まで繫つながる〝塔とう〟は、外部へと通じる玄関口なのだろう。その一つを通って俺もポラリスにやってきた。

　その塔からクレーターの中心部に向かって続く光の点は、ケーブルカーの路線に沿って立ち並ぶ建物の明かりだろう。

　湖があるクレーターの中心部は夜だと真っ暗だが、そこを囲むようにして建物が密集しているのが分かる。

　恐おそらくあの辺りが、ポラリスの中ちゆう枢すうを担う区画だろう。

　ただしポラリスの本質は、幻変症患者ビーステツドの隔かく離り施し設せつだ。その全すべては目に見えていない地下に在る。

　──帰りはケーブルカーに乗ればいいか。

　そう考えて、俺はケーブルカーの路線に沿って続く道を下っていく。

　駅から離はなれると急に辺りの照明が少なくなった。

　利亜は暗くなったことで見られる心配が減ったと考えたのか、少しだけ歩調を速めて俺と遊奈に追いついてくる。

「誰だれもいないわね。いなくてよかったけど」

　利亜はスカートの裾すそを気にしながら、辺りを見回した。

「利亜、これならもっと薄うす着ぎでも大だい丈じよう夫ぶかもしれないわよ。クロくんに脱ぬがせてもらう？」

　からかうように遊奈は言う。

「だ、大丈夫じゃないわよ！　これ以上脱いだら裸はだかじゃない！　兄様が見てるのに、変なこと言わないで！」

「利亜は相変わらず恥ずかしがり屋ね。私はクロくんになら全然大丈夫なのに……そうだ、今夜はクロくんに髪かみを洗ってもらおうかしら」

「それはダメ！　姉様の髪はあたしが洗うから、兄様は本気にしちゃダメだからね！」

　利亜に念を押され、俺は頷うなずいた。

「分かってるよ。それより、ほら──学園が見えてきたぞ」

　俺は行く手に見える六角校舎を指差す。

　今は電気がほぼ消えていて、傍そばにあるケーブルカーの駅の明かりに照らされ、その側面がぼうっと闇の中に浮うかび上がっていた。

「夜の学校が不気味なのはどこも同じね……」

　利亜は気味悪そうに校舎を眺める。

「クロくん、この先は何があるの？」

　遊奈に問われて、俺は個人端たん末まつを懐ふところから取り出した。

「──ケーブルカーの駅名は、第三居住区ってなってるな。たぶん学園の関係者や使い魔が暮らしている区画だろう」

　学園前駅を通り過ぎ、さらにクレーターの底へ続く道を下っていく。

　すると辺りに普ふ通つうの家屋が増えてきた。

　外灯も短い間かん隔かくで設置されていて、少し辺りが明るい。ちらほらと道を行き交う使い魔たちの姿も見える。

「に、兄様、引き返さない？　この先は人通りがありそうよ」

　利亜が俺の陰かげに隠れながら言う。ベルトで胸の先せん端たんを隠しただけの、水着よりも際どい姿を見られたくない気持ちはよく分かった。

　だがここは心を鬼おににして首を横に振ふる。

「人がいない道を選んで、もう少し街中を歩いてみよう。二人を晒さらし者にするつもりはないから、付いてきてくれ」

　俺は足を止めずになるべく人気がなさそうな道へと進んだ。

　今の遊奈と利亜には外部からの刺し激げきが必要なので、〝見られるかもしれない〟ことを意識してもらわねばならないが、実際に〝見せる〟必要はない。

「ホントに気を付けてよね。もしもこんな格好を誰かに見られたら、露ろ出しゆつ狂きようって思われちゃうわ。それに……兄様の評判も落ちちゃうかもだし」

　利亜はスカートの後ろをしきりに気にしながら呟つぶやいた。

「そうね。私はクロくんのためなら何でもするつもりだけど、ご主人様が悪い人だって思われるのは嫌いやだわ。クロくんは私たちを強くしようとしてくれてるのに……」

　遊奈は心配そうに辺りを見回す。

　何だかんだで俺のことを気にしてくれている二人の言葉が、とても嬉しい。

「気にしなくていい。俺は間ま違ちがいなく〝悪いこと〟をしてるんだからな」

「そうよそうよ、夜にこんな格好であたしたちを連れ回して……兄様はフリョーよ。姉様を守るためだから我が慢まんするけど……ちゃんと効果がでなかったら怒おこるからね！」

　利亜の方は遠えん慮りよなく俺に文句をぶつけてくる。

「必ず効果はある。時間がない中、無む駄だなことはしない。二人とも、体が熱くなってないか？」

　俺が問いかけると、二人はぎこちなく頷いた。

「ええ、恥ずかしいからだと思ってたけど……さっきから体が火ほ照てった感じよ」

　遊奈の言葉に利亜も同意する。

「もうずっと全身が熱いわ。これがもしかして調教の効果なの？」

　利亜は汗あせで湿しめった肌はだを触さわりながら、俺に質問した。

「ああ、昨日の〝縛鎖〟で二人の力を制限していた蓋ふたは開いた。そこに大きな刺激を与あたえれば、内側に押し込められていた力が溢あふれ出てくる。体が熱いのはその影えい響きようだ」
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　俺はそう答えて、利亜の腹に刻まれている魔術記号サインを確かく認にんする。

　俺の〝名〟を示すその刻印は、先ほどよりも確実に大きくなっていた。

「に、兄様？　ど、どこ見てるのよ？」

　下腹部に注がれる俺の視線を感じ、利亜は頰ほおを染める。

「その刻印は二人の中にいる幻獣ビーストを制せい御ぎよするためのものだ。それが拡大し、熱を持っているのは、幻獣ビーストが活性化している証しよう拠こだよ」

「そ、そうなの？」

　利亜が刻印に触ふれるのを見て、遊奈も自分の腹部を確認した。

「あ──私もクロくんのが大きくなってるわ。ふふ、何だか嬉しいかも」

　それを聞いて俺は少し考える。

「……ただあまり熱が出過ぎると体の方がついていかなくなるかもしれない。街中の散歩はこれぐらいにしておいた方がよさそうだな」

　刺激はこれで十分だろうと判断し、住宅街から外れる方向に足を向ける。

　しばらく歩くと誰もいない公園に出た。

　ポラリスはその広大な敷しき地ちをわりと持て余しているらしく、公園はかなり広い。昔、柊家で一度だけ行ったドーム球場ほどはあるだろう。

「今夜はここで少し運動してから宿舎へ戻もどろう」

「運動？　戦せん闘とう訓練とかじゃなくて？」

　利亜は人気がないことを念入りに確認しつつ、不思議そうに問いかけてくる。

「そうだ。今は体を動かすだけでいい。溢れた力を全身に馴な染じませるのが目的だからな。利亜は公園の端はしから端まで全力ダッシュ十本。遊奈は四足で公園の敷地を三十周。今ならそれでちょうどいい運動になるだろう」

　幻変症患者ビーステツドは、評価が最低であっても普通の人間よりはスペックが高い。特にきつくもないメニューのはずだ。

「分かったわ、クロくん。私、ずっと体がうずうずしていたの。ご主人様のために頑がん張ばるから……後でご褒ほう美びお願いね？」

　悪戯いたずらっぽく笑った遊奈は、早さつ速そく四足歩行で駆け出した。

　だが利亜は何な故ぜか動かない。

「利亜、どうかしたか？」

「うー……！　どうかしたか、じゃないわよ！　こんな格好で全力ダッシュしたら、お尻しりが丸見えになっちゃうじゃない！　ベルトだってズレそうだし！」

　短いスカートの裾を押さえて利亜は叫さけぶ。

「……そういうことか。大丈夫だ。少し離れれば暗くてよく見えなくなる」

「よく見えなくても何となくは見えるでしょ！　だからあっち向いてて！」

　利亜は明後日の方向を指差すが、俺は首を横に振った。

「いや、視線を逸そらしていたら利亜の状態を確認できないだろ」

「そ、それはそうだけど……や、やっぱり兄様はヘンタイよ！」

　涙なみだ目めで俺を睨にらんだ利亜は、可能な限り俺から距きよ離りを取って全力ダッシュを始める。

　本当に暗いのでほとんど輪りん郭かくしか判別できない。

　──それを残念に思ったら完かん璧ぺきな変態だよな。

　妙みようなことを考えそうになった頭を切り替かえ、真ま面じ目めに二人の様子を見守る。

　利亜の全力疾しつ走そうは、明らかに普通の人間よりは速い。しかしそれは俺の求めているレベルとは程遠かった。

「調教の効果は出ている……けど、どうして遊奈の方が──」

　俺は少し焦あせりを覚えながら呟き、公園の中を周回している遊奈を見る。

　四足で駆かける彼女は風のようだ。瞬まばたきすると見失ってしまいそうになる。

　人の腕うでを失った代わりに、遊奈は前まえ脚あしを手にした。その効果は俺が想定していた以上に大きく、遊奈の全身から力が溢れ出ているのを感じる。

　走るほど速度は上がり、利亜が十本ダッシュを終える前に、遊奈は三十周を走り切ってしまった。

　戻ってきた遊奈は、全く息を乱していない。

「クロくん、すごいわ！　体が軽くて、どんどん力が湧わいてくるの！　調教ってこんなに効果があるのね！　さすがは私のご主人様！」

　まだ走り足りない様子で遊奈ははしゃいでいる。

　そして俺に近づいてくると、何かを期待するような顔でこちらを見上げてきた。

「な、何だ？」

「ご主人様……頑張ったご褒美はくれないのかしら？　お姉ちゃん、また頭をなでなでしてくれたら、すっごく嬉うれしいんだけどなぁ」

　尻尾しつぽを振りつつ、おねだりをしてくる遊奈。

「──分かった。これで、いいか？」

　俺はぎこちなく彼女の頭を撫なでる。

「えっと、もう少し優やさしく……そう、髪を梳すく感じで……うん、ご主人様……気持ちいい」

　心ここ地ち良さそうに遊奈は目を閉じた。尻尾はぶんぶんと勢いよく揺ゆれている。

「はぁ……はぁ……兄様、終わったわよー……」

　遅おくれていた利亜も、そこでようやく戻ってきた。

　けれど遊奈とは違ちがい、明らかに余よ裕ゆうがない。

　実を言うと、それは想定と大きく違う結果だった。

　身体能力が低い利亜は、それだけ強く幻獣ビーストの力が抑おさえ込まれているはずで、蓋を開けた時に劇的な変化があると思っていたのだ。

　しかし調教での伸のび幅はばは、明らかに遊奈の方が上。

　それはつまり、蓋を開けても〝中身〟があまりなかったという証明と言える。

　しかし、だとすれば五年前に俺が見た利亜の〝力〟はいったいどこに──。

　あの力がなければルークには勝てない。

　だが俺は湧き上がる焦りを表情に出さず、利亜の頭に手を伸ばす。

「よく頑張ったな」

　遊奈にしているのと同じように、利亜の頭も優しく撫でた。

「べ、別に……言われたことをやっただけよ」

　ぶっきら棒な口調で言い、視線を逸らす利亜だったが、彼女の短い尻尾もぴょこぴょこ大きく揺れている。

「じゃあそろそろ帰ろう。今日の調教は終わりだ」

　利亜の力を引き出すのは俺の役目。それが俺の力──継けい承しようした魔術。

　今はとにかく利亜をよく観察し、分ぶん析せきすることだと、俺は顔を赤くしている利亜の横顔を見つめていた。
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　初日と同じような調教を続けて三日目。

　階位戦まであと二日、朝のホームルーム。

「──今日の三、四時間目に実じつ施しする自主訓練の概がい要ようを説明する。この校舎三階は君たち第二十一期生Ａクラス専用のフロアだ。トレーニングルームが六部屋、能力測定が行える検査室が一部屋、あとはポラリスのデータベースにアクセスできる電子書しよ架か室がある。これらを自由に使って、能力向上に努めるように」

　教きよう壇だんに立つ薙里導師が、今日行う授業内容について説明を行っている。

　登校中は本格的な調教が行えないため、階位戦が近づくほどに無駄な時間を過ごしているような気分になってまう。

　ただ、だからと言って獣魔導士ソーサラー候補生に授業をサボるような自由は許されていない。

「来月にはクラス内での序列を決める模も擬ぎ戦が行われる予定だ。Ａクラス第一位になった者は第三階位取得への挑ちよう戦せん権けんが与えられるが、最下位になってしまうとＢクラスの最上位者と戦うことになり、負ければクラスと階位が入れ替わる。決して気を抜ぬかないように」

　この学園には、定期的な昇しよう格かく、降格の機会があるようだ。

　それを知った教室内の空気が少しピリつく。

　けれどクラス内どころか、学園トップ層の一人と戦うことが決まっている俺の心持ちに変化はない。

「来月なら、ルーク・クロノスとの階位戦の後ってことね」

　俺の隣となりで遊奈が小さな声で言う。

「先に第三階位になれれば、使い魔まの人数差も少し埋うめられたかもしれないのに……上手くいかないわねー」

　机に突つっ伏ぷしながら利亜が残念そうに呟いた。

「もしもの話をしても仕方ない。今日は自主訓練時間を利用して、ルーク戦の準備を進めていこう」

　俺の言葉を聞き、利亜は顔を上げる。

「準備って何？　やっぱり戦闘訓練？」

「いや──検査室に行って今の能力値を調べよう。檻ケージにいた頃ころの評価からどれぐらい上がったか……調教の効果を具体的に確認したい」

　俺は首を横に振ふり、今日の方針を伝えた。

　そして二時間目が終わると、すぐに俺たち三人は検査室へ向かう。

　トレーニングルームと違って検査室は一部屋しかないため、早い者勝ちだと考えたからだ。しかし俺たちと全く同じ行動を取った一行がいた。

「──やっぱり気が合いますね、私たち」

　検査室の前でアリスは俺に笑いかける。

「みたいだな……来たのは同時だったから、じゃんけんでもするか？」

　どちらが先に検査室を使うか決めるため、俺はそう提案したが──アリスは首を横に振る。

「せっかくなので一いつ緒しよに使いませんか？　お互たがい、まだ二人しか使い魔がいない立場です。定員オーバーということはないと思いますから」

　思いがけない言葉に俺は驚おどろく。

「それはそうだろうが、アリスは自分の使い魔の測定結果を俺に見られていいのか？」

「はい、別に。お互いさまですし」

　頷うなずくアリスだったが、俺は訝いぶかしげに彼女を見つめた。

「いや──模擬戦でアリスは俺たちの戦いを見ているが、俺はアリスの戦いを見る前に気を失った。アリスは俺に手の内を全く知られていないのに、その有利を捨てることになるぞ？」

「ふふ、お気き遣づかいありがとうございます。けれど私は、そんな細かいことは気にしませんよ。こんな狭せまい学園の中で、手の内を隠かくし通せるなどと思っていませんから」

　小さく笑ってアリスは検査室の扉とびらを開ける。

「そうだ──どうせなら勝負をしましょう」

「勝負？」

「はい、使い魔二人の測定結果を合計した値を比べてみるんです。それで負けた項こう目もくが多い方がお昼ご飯を奢おごる感じで」

　楽しげにそんな提案をするアリス。

「まあそれぐらいなら別に構わないが──」

「では決まりですね。面おも白しろくなりそうです」

　最初は大人しそうな雰ふん囲い気きだと思ったが、かなり茶目っ気もあるらしい。魔女の末まつ裔えいだからか、色々と底が見えない少女だ。

　アリスと話し始めてから少し不満げな顔をしている遊奈と利亜を伴ともない、俺は検査室に入る。

　中の様子は一見すると近代的なジムという感じで、それぞれの器具を使うことによって自動で測定が行われるようだ。

「──獣魔導士ソーサラーの学校だっていうのに、最さい先せん端たんっぽい感じの機械が多いな」

　俺がそう呟つぶやくと、遊奈も同意した。

「そうね。というかそれを言うなら、このポラリス自体がすごい科学技術で作られてる感じだけど」

「部屋へのルームサービスも機械が自動で届けてくれるわよねー。魔術って何か科学と正反対のイメージだけど、そういうの気にしてないのかしら」

　利亜は物もの珍めずらしそうに器具を眺ながめて言う。

　すると先に部屋へ入っていたアリスがこちらを振り返り、くすりと笑った。

「魔術と科学は相反するものではありませんよ。そもそもかつて科学は魔術の一つでした。機械は魔力を必要としない魔導具──最も進化した汎はん用よう魔術と言えるでしょう」

　測定器具と繫つながったコンピューターの端はしを指で撫で、アリスは語る。

「〝七星〟の一人は科学の源流たる叡えい智ち魔術の継承者です。ポラリスの建造にも、彼が大きく関わっているのだと思いますよ」

「アリスはセプテントリオンの外から来たのに、ずいぶん詳くわしいな」

　俺は感心して呟いた。

「ここへ来る前に色々と調べましたから。それよりも早く測定を始めましょう。籠かご目め、ミーシャ、どこからでもいいので一通りデータを取ってきてください」

　アリスが名前を呼んで指示を出すと、彼女の使い魔たちは頷く。

「承知いたしました」

「了りよう解かいだよー」

　黒くろ髪かみ赤目の少女は真面目な顔で応じ、金きん髪ぱつで緑石の角がある子は緩ゆるい声で答えた。

　そして彼女たちは俺の横を通って測定器具の方へ向かおうとするが──。

「……おや？」

「ふや？」

　ぴくんと何かに気付いた様子で、俺の方をじっと見つめてくる。

「やけにいい匂においがしますね……」

「ホントだ！　アリス様みたいー」

　興味を引かれた様子で俺に近づいてくるアリスの使い魔たち。

　それを見て遊奈が俺の前に立ち塞ふさがる。

「ちょっと、勝手に近づかないで。彼は私たちのご主人様なんだから」

「そ、そうよ。マスターに何するつもり？」

　利亜も俺の腕うでを横から引っ張り、彼女たちを睨にらんだ。

　するとアリスが苦笑交じりに言う。

「籠目、ミーシャ、玖郎さんたちに失礼ですよ。早く測定を始めてください」

　主に促うながされて、彼女たちは「分かりました」「はーい」と答え、少し残念そうな様子で俺から離はなれた。

　──助かった。

　俺は小さく息を吐はき、姉妹の頭を後ろからポンと撫でる。

「守ってくれてありがとな。じゃあ遊奈と利亜も行ってきてくれ」

　そう言って二人を送り出し、アリスと二人で壁かべ際ぎわのベンチに座った。

　主人である俺たちは、使い魔の測定が終わるまで特にやることはないのだ。

「アリスの使い魔──籠目とミーシャっていうのか」

　黙だまっているのも退たい屈くつなので話題を振る。

「ええ、そういえば紹しよう介かいしていませんでしたね。黒髪で赤い目の子が籠目夜よる、金髪でエメラルドの角がある子がミーシャ・シャーウッドです。二人ともなかなかの美少女だと思いませんか」

「あ、ああ、そうだな」

　アリスに言われ、俺は首を縦に振った。

　籠目夜は細身で表情に陰かげがあり、ミステリアスな感じの美人だ。ミーシャの方は名門貴族のお嬢じよう様さまという感じの容姿だが、天然っぽいフワフワした雰囲気を纏まとっている。

「ですよね。やはり可愛かわいい子を選んでよかったです」

「……もしかして、容姿で使い魔を選んだのか？」

「いけませんか？」

　真顔で問い返され、俺は言葉に詰つまる。

　本気なのか冗じよう談だんなのか判別がつかない。

「いや──そういうのもアリだとは思うよ」

　別に否定する理由もなかったので、ふわっと肯こう定ていしておく。

「ご理解いただけて嬉うれしいです」

　またしても真意が摑つかめぬ笑え顔がおを浮うかべるアリス。

　その間にも遊奈や利亜、それにアリスの使い魔である籠目夜とミーシャ・シャーウッドは順番に様々な測定を行っていく。
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　少し会話が途と切ぎれ、俺が遊奈と利亜の様子を見ていると、アリスがぽつりと思い出したかのように呟いた。

「ルーク・クロノスとは、どうして戦うことになったんですか？」

「遊奈を譲ゆずれって言われたんだ。まあ始めはトレードを持ちかけられたんだが……断ったら、戦わざるを得ない状じよう況きように持ちこまれた」

「トレード……ですか。なかなか酷こくなことをされる方ですね」

　アリスは複雑な表情を浮かべて言う。

「酷？」

「あちらのトレード候補となった使い魔の方は、とても残念に思ったことでしょう。主人と共に第五階位まで上り詰め、将来は使い魔としては最高の待たい遇ぐうが待っていたのに、いきなり新入生の使い魔になれと言われたのですから。今度の戦いで勝っても定員オーバーで結局はトレードか、檻に送そう還かんです」

　哀あわれむような口調で言いながらもアリスはどこか面白そうに微笑ほほえんでいた。

「……そういう目線では考えてなかったよ。あの人虎ウエアタイガー……勝っても報むくわれないなら、やる気が出ないだろうな」

　力でも遊奈に負けていた虎型の獣じゆう人じんを思い出し、俺は呟く。

「いいえ、それは逆じゃないでしょうか？　その人虎は恐おそらく玖郎さんとの戦いで結果を出そうと必死になるでしょう。追い詰められた獣けものは恐ろしいですよ」

　アリスに低い声で警告され、背筋に悪お寒かんが走った。

「……確かに。忠告、感謝するよ」

「はい、こちらこそ面おも白しろいお話を聞かせていただきありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げるアリス。

「いや、別に面白くはないと思うんだがな……」

　俺は苦笑し、複雑な想おもいで頭を搔かいた。







　各能力の測定は三十分ほどで終しゆう了りようした。

　結果は用紙にプリントアウトされ、俺とアリスはそれらを確かく認にんする。

「遊奈はほぼＡ評価か。腕わん力りよくはまだＢだが、この感じだとすぐにバランスが取れそうだ。今の遊奈に使し役えき魔ま術じゆつを使えば、アッシュの時以上の力が発揮できるだろう。もう遊奈は十分に強いよ」

「そ、そう？　こんなに正面から褒ほめられるとさすがに恥はずかしいわね。ご主人様の期待に応こたえられて嬉しいわ」

　顔を赤くした遊奈は平静を保とうとするが、背後では尻尾しつぽがぶんぶん揺ゆれていた。

「利亜の方は…………」

「な、何よ!?　はっきり言いなさいよ！」

　むくれた表情で先を促す利亜。

「──腕力がＣ評価で、他はＤ評価。檻ケージでの評価は最低のＥランクだったから、それに比べると全体的に能力は向上してる。ただ……」

「分かってるわよ！　全然足りないって言いたいんでしょ？　あたしだって実感してるわ……姉様ほど成長してないって。姉様との差は前よりもむしろ開いたぐらい」

　そこでぐっと唇くちびるを嚙かんだ利亜は、俺の視線を避さけるように顔を伏ふせる。

「……あたし、ホントにマスターの期待に応えられる？　正直、自信がなくなってきたわ。もし必要なら、あたしを別の使い魔に変えても──」

　弱音を吐く利亜だったが、その台詞せりふは最後まで聞いていられずに、俺は彼女の肩かたを摑む。

「変えない。本当に、利亜じゃないとダメなんだ。あの言葉は噓うそじゃない。能力が上手く伸のびないのは、きっと俺が何かを見み逃のがしてるからだと思う。大だい丈じよう夫ぶだ。階位戦までにそれを必ず見つけてみせる」

「マスター……」

　目に浮かんだ涙なみだを腕で拭ぬぐう利亜。

　視線が絡からみ合い、胸の奥がざわつく空気が流れた。

　しかしアリスがそれを断ち切るようにパンと手を叩たたき、自分の使い魔の測定結果を示して笑う。

「そちらには色々とご事情があるようですが、何にせよ、勝負は私の勝ちみたいですね。籠目とミーシャの評価平均はＢ。遊奈さんよりは下回りますが、数値の合計ではこちらが大半の項こう目もくで上でしょう」

「あ……足引っ張っちゃってごめんね、姉様」

　さらに落ち込む利亜を、遊奈は優やさしく慰なぐさめる。

「大丈夫よ。ご主人様の調教を信じて、私たちは精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりましょう。そうすれば絶対に何とかなるはずだから」

　だがそれを聞いたアリスが首を傾かしげた。

「調教？」

「な、何でもない！　じゃあ俺たちはトレーニングルームに移動する。約束通り、昼食は奢おごるから！」

　俺は慌あわてて誤魔化し、遊奈と利亜の背中を押して検査室の扉とびらへ向かう。

「はい、では昼休みに一階の食堂で待っていますね」

　アリスは特に追つい及きゆうはせず、手を振ふって俺たちを見送った。







　そして昼休み。

「で──何で鳥彦までいるんだよ？」

　俺は同じテーブルを囲んでランチを食べている鳥彦にジト目を向ける。

「別にいいじゃねえか、クラスメイトなんだしよ。なあ、アリスちゃん？」

「いえ、私は普ふ通つうに迷めい惑わくですが」

　冷たい言葉で鳥彦を一いつ蹴しゆうするアリス。

　約束通り俺は校舎一階の食堂に来たのだが、そこにいた鳥彦に声を掛かけられ、こんな状況になっていた。

　食堂は開放的なカフェスペースと、仕切りのある個室スペースに分かれていて、俺たちは個室の方で昼食を摂とっている。

　たださすがに鳥彦の使い魔までは入り切れず、双ふた子ごの男の子は隣となりのスペースでうどんを注文していた。

「うわー、傷付くわー。なあ玖郎、お前は俺を受け入れてくれるよな？」

「くっついてくるな、暑苦しい」

　俺は顔を顰しかめて席を立つ。

「おいおい、どこ行くんだよ」

「トイレだ」

　俺はそう言ってテーブルから離れる。すると鳥彦も後を追いかけてきた。

「待てよー、それなら一いつ緒しよに行こうぜ」

　トイレまで付いてきた鳥彦を見て、俺は溜ため息いきを吐つく。

　個室も含ふくめてトイレには誰だれもない。それを確認してから、俺は彼に問いかけた。

「で……本当は何の用だよ？」

　並んで用を足しながら、俺は横目で鳥彦を睨にらむ。

「ん？　ああー……やっぱ分かるか？」

「そりゃあな。何か全体的にわざとらしいんだよ」

　肩を竦すくめた俺に、鳥彦は苦笑を向けた。

「んー……いやさ、ちょっと質問があるだけなんだが……」

　そう前置きした鳥彦は、やけに真しん剣けんな眼まな差ざしで俺を見つめる。

「お前──本気でルーク・クロノスに勝つつもりでいるのか？　第五階位の上級生に勝てると思ってんのかよ？」

　どうなんだという表情を向けられて、俺は頷うなずく。

「もちろんだ。状況が厳しいのは確かだが、勝ち目が全くないとは思っていない」

　きっぱりと告げる。

「……マジか」

「マジだよ」

　いったいこいつは何を確かめたいのかと思いながら、俺は再び肯定の言葉を返した。

「そうか……分かった、もういいぜ。俺の用件は終わりだ」

　鳥彦は勝手に納なつ得とくして小便器を離はなれ、手洗い場に移動する。

「おい、今の質問に何の意味があったんだよ？」

　俺は彼を追いかけて問いかけた。

「ん？　いや別に大した意味はねえよ。ただもし玖郎が本気なら、ちょっとだけ〝応おう援えん〟してやってもいいかなって思ってさ。何しろ、お前が万一ルーク・クロノスに勝ったら……第五階位の超ちようエリートだ。〝七星〟にだって手が届く可能性はある。そうなった時、仲良くしておいた方が得だろ？」

　肩を竦める鳥彦は、軽い口調で答えた。

　アリスと同じく、どこまで本気か分からない。

「仲良くしたいなら、そういう本音は口に出さない方がいいと思うぞ」

　だからあまり真に受けないことにして、俺は忠告しておく。

「はは、俺は噓を吐けない性格なんだよ。頑がん張ばれよ、玖郎。陰かげながら適当に応援しといてやるぜ」

「はいはい」

　おざなりに返事をし、俺は鳥彦と皆みなのいるテーブルに戻もどった。

　だがそこで俺は思わぬ光景を目にする。

「利亜……これはいったい……」

　利亜の前に山盛りのパスタが何皿も並んでいた。おかげでテーブルのスペースがほとんどなくなっている。

「ま、マスター、これはその……」

　利亜は顔を赤くして、フォークを手にしたままあたふたしていた。

　するとアリスが妙みように楽し気な様子で口を開く。

「利亜さんが物足りない顔をしていたから、私が注文してあげたんですよ。この分は奢らなくていいから安心してください」

「そ、そうなのか……まあ、あんまり無理はするなよ」

　こんな量、食べきれるのかと心配になったが──利亜は俺が食べ終わるまでにペロリと全すべての皿を平らげてしまう。

「どうしたのよ、利亜？　そんなにお腹が空いていたの？」

　遊奈も驚おどろいた様子で空になった皿を眺ながめた。

「え？　そ、そうね。たぶんトレーニング室で汗あせを流したからだと思うわ。だ、だからこんなにたくさん食べるのは今日だけだから！　あたし、大食いなんかじゃないからね！」

　利亜は何な故ぜか俺の方を見て、そんな風に大食いでないことを強調してくる。

　だが俺は違い和わ感かんを覚えた。

　ここ数日、夜の公園で利亜は体を動かしている。けれど帰宅後のルームサービスで注文した料理の量はいつもと同じ一人前だった。

　──一人前……。

　思考の中で浮うかび上がったその単語が、妙に引っかかる。

「なあ、利亜。地下の〝檻〟に収容されていた時は、どれだけの量を食べてたんだ？」

「え？　そんなの向こうが決めた一食分だけよ。おかわりなんて認めてもらえなかったし……あ、でも別に食べたかったわけじゃないからね！」

　また変なところを強調する利亜。

　しかし今の言葉で一つの仮説が思い浮かぶ。

「本当に？　ずっと食事が少ないと思ってたんじゃないのか？」

「ち、違ちがうわ！　あたし、そんなに大食いじゃないし！」

　だがそこまで強く否定されると、むしろ逆の意味に聞こえてしまう。

「どうしてそんなに大食いを否定するんだよ？」

「だ、だって……大食いなんて、可愛かわいくないじゃない。マスターだって……たくさんバクバク食べるような女の子、イヤでしょ？」

　上うわ目め遣づかいで訊たずねられ、俺はしばし呆ぼう然ぜんとする。

　──え？　ちょっと待て。まさかこんなことで……そんな理由で──。

　喉のどが渇かわくのを感じながら、俺は最後の確認をした。

「安心してくれ、別に嫌いやじゃない。だからさ、利亜──もしまだ腹が空いているのなら、もっと食べてもいいぞ？」

「えっ!?　ホント!?」

　パッと顔を輝かがやかせる利亜。立ちあがった彼女の背後で、短い尻尾しつぽがぶんぶん揺ゆれる。

　きゅうー……。

　さらに利亜のお腹から可愛かわいい音が聞こえてくる。

　こうして俺は、ようやくルーク・クロノスに勝利するわずかな可能性の欠片かけらを手に入れたのだった。
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　ルーク・クロノスは五人の使い魔まを従えている。

　その中で主人に〝虎とら〟と呼ばれている獣じゆう人じんは、宿舎の屋上で偽にせ物ものの星空を眺めていた。

　かつては人としての名前があったが、もうその名を呼ぶ者はいない。彼自身もその音を発音できない。

　その身に宿る幻獣ビーストは人虎ウエアタイガー。

　彼の幻変症ビースターはレベル２──人としての形質を五十パーセント以上失う段階まで進行している。声帯も変化し、言葉を発することは不可能だ。

　だがルークは言葉を喋しやべれないことがむしろ利点だと言い、彼を己の使い魔とした。話せなければ秘密の漏ろう洩えいもないという理由だったが、彼にとってはどうでもよかった。今の自分に価値を見み出いだしてくれたことが、何より嬉うれしかった。

　ルークは働きに応じて様々な褒ほう章しようを与あたえてくれたが、そんなものより主人に認められることの方がずっと価値がある。

　愛していた者に拒きよ絶ぜつされた。必要ないと言われた。恐きよう怖ふの眼差しを向けられた。

　その身が獣けものに変わり始めた時、彼は全てを失ったのだ。

　だからこそ再び必要とされ、そこに生きる意味を見出した。

　ルークのために、彼に認められるために、必要とされるために、全てを費やしてきた。

　敵の多い主人が寝ね込こみを襲おそわれることがないように見張りをするのも彼の仕事。これまで任せられた任務をしくじったことは一度もない。なのに──。

　グルルルルルルル……。

〝虎〟は唸うなる。言葉の代わりに、唸り声で悔くやしさを吐き出す。

　ルークが昏部玖郎に〝狼おおかみ〟の譲じよう渡とを求めた日、〝虎〟は自身が使い魔の中で最も価値のない存在だと思い知った。

　主人に対する恨うらみはない。それよりも己の不ふ甲が斐いなさが悔しかった。

　せめて評価を覆くつがえす機会が欲しい。

　今、彼が願うのは、ただそれだけ。

　チャンスがあるとすれば次の階位戦。

　そこで活かつ躍やくすれば、主人は〝虎〟の位置づけを見直すだろう。しかしそれが儚はかない望みであることも、彼は知っている。

　階位戦はルークの魔術によって一いつ瞬しゆんで勝負がつくはずだ。活躍できる余地などありはしない。




「さて、そうとも限りませんよ。玖郎さんは〝力〟の在あり処かを見つけましたから」




　不意に背後から聞こえてきた声に、〝虎〟の体毛が逆立つ。

　思考を読まれたかのようなタイミングと言葉の内容。

　振り向こうとしたが体が動かない。見張りとして仲間に合図を送らなければならないのに、何もできない。

「きっといい勝負になるでしょう。必ず活躍の機会は巡めぐってきます。ただ……残念ですが、今のあなたでは主を守ることはできません。あなたはとても弱いですから」

　哀あわれむような笑い声が響ひびき、コトリと彼のすぐ傍そばに小さな音が響いた。

　視線だけをそちらに向けると、いつの間にか彼の前に小こ瓶びんが置かれている。

「──それは〝力〟です。どう扱あつかうかはあなたのご自由に」

　その言葉を残して、背後の気配が消えた。

　同時に体の自由も戻る。

〝虎〟はそのまましばらく動かなかったが、やがて無言で目の前の小瓶に手を伸のばした。








第四章　クロウ・クルワッハ
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　幻変症ビースター──それは人が特とく殊しゆな力を持つ獣に変へん貌ぼうしていく奇き病びよう。

　現代医学では治ち療りよう法が全く見つからず、完全に獣化した幻変症患者ビーステツドはやがて際限のない〝巨きよ大だい化〟の段階に移行した。

　こうして世界各地に現れた超ちよう巨きよ大だい生物は、理性を失って暴れまわり、人間の文明を容よう赦しやなく破は壊かい。あまりに呆あつ気けなく、人類は滅めつ亡ぼうの危機に追いやられる。

　そんな窮きゆう地ちを救ったのが、歴史の影に潜ひそみ続けてきた神秘の継けい承しよう者しや──魔術師。現在は〝魔導士〟と自らを呼こ称しようする者たち。彼らは暴れる幻獣ビーストを倒たおし、幻変症ビースターの治療手段すら開発した。

　けれど、その頃ころからまことしやかに囁ささやかれている噂うわさがある。

　魔導士が終息させた幻変症ビースターは、そもそも魔術によってもたらされたものではないのかと──。

　もちろん真しん偽ぎを確かめる術すべはない。

　しかしセプテントリオンを統すべる〝七星〟の一人がその噂についてこう意見を述べた。

　もし仮に幻変症ビースターが魔術によって引き起こされたのだとしたら、その人物はきっとこの世界に〝神〟を蘇よみがえらせようとしたのだろう──と。







　宿舎の食堂に設置されたテレビからは、幻変症ビースター関連の番組が流れていた。

　ポラリスは地下でありながら、普ふ通つうにテレビは映る。恐おそらく各施し設せつにケーブルが引かれているのだろう。

　今日は学園に通い始めて最初の休日。

　午後三時という中ちゆう途と半はん端ぱな時間なので、食堂には人が疎まばらにしかいない。

　ルークは階位戦に次の休日を指定した。

　つまりは今日が奴やつとの決戦当日だ。ルークが正式に学園へ階位戦を申しん請せいしたらしく、端たん末まつには既すでに時間と場所が送られてきていた。

　場所はルークが言っていた通り、第一演習場。時間は午後四時。

　演習場は学園の裏手にあるらしいので、三十分前に向かえば問題ない。

　俺はテレビ前の席に陣じん取どって、利り亜あの準備が整うのを待っていた。

「はぐはぐ……」

　利亜はオムライスをおいしそうに食べている。

　三日前の夜から、宿舎での食事はルームサービスではなく、食堂へ直接行って摂とることにしていた。

　その理由は利亜の左右に積まれた大量の皿にある。

「利亜、今日は一段とよく食べるわね……」

　遊ゆ奈なは頰ほお杖づえを突つきながら、食事を続ける利亜を眺ながめて呟つぶやいた。

「だ、だって思う存分食べていいってマスターが言ったんだもん！　ね、そうよね？　あたしがたくさん食べても幻げん滅めつしたりしないわよね？」

　利亜は遊奈に言い返し、俺に強く確認する。

「ああ、腹がいっぱいになるまで食べてくれ。それがルークと戦うために必要なことだ」

　俺は真顔で頷うなずくが、実は内心冷や汗あせものだった。

　実を言えば俺たちが食堂へやってきたのは午後一時頃ごろ。

　それから二時間、利亜は既に十人前を超こえる量を食べている。だというのに体型が変わる様子もなく、まだ食欲は衰おとろえない。
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「そうよね！　じゃあ遠えん慮りよなく、次はナポリタンとカレーライス特盛で！」

　利亜はさらに料理を注文し、食べる速度を上げた。

「……こうして見ていると実感するわ。利亜は普ふ段だんの量じゃ全然満腹じゃなかったのね。〝檻ケージ〟でもずっと一いつ緒しよにいたのに──全く気付かなかったわ」

　少し後こう悔かいした様子で遊奈は呟く。

「無理なわがままを言って、遊奈を困らせたくなかったんだろう。それに利亜はこれまでの食事量でも健康状態に影えい響きようはなかった。本人が黙だまっていたら誰だれも気付けないさ」

　俺は遊奈に責任はないと言い聞かせた。

　いったい誰が想像できただろう。

　この小こ柄がらな少女が、十人前の料理を軽く平らげる胃い袋ぶくろを持っていたなどと──。

「ありがとう、ご主人様。つまり利亜は〝人間として〟なら一人前で十分だけど、幻獣ビーストの力を使うには全然エネルギーが足りてなかったのよね」

　遊奈の言葉に俺は頷く。

「ああ、利亜が〝檻〟での検査でいい結果を出せなかったのも、調教で能力が伸び悩なやんだのも当然のことだ。利亜の中にいる幻獣ビーストはもうずっと飢き餓が状態で弱り切っていたんだからな」

　調教で枷かせを外すとか、そういうこと以前の問題だったのだ。

　もしこのことに気付かないままだったらと思うとぞっとする。きっかけを与えてくれたアリスには心から感謝していた。

「でもご主人様……食費とかは大だい丈じよう夫ぶなのかしら？　あれからたくさん食べるようになって利亜の調子はすっごく良くなったけど、本気になった今日はいつも以上に食べてるわ」

　不安そうな眼まな差ざしを向ける遊奈に、俺は少し引き攣つった笑えみを返す。

「だ、大丈夫だ。昏くら部べ家を継ついだ時に資産も相続したからな。それなりに余よ裕ゆうはある。余裕はあるが……」

　俺は笑顔で食事を続ける利亜を見て、溜ため息いきを吐ついた。

「──備えは、しておいた方がいいかもしれない。ポラリスの中で金を稼かせぐ手段がないか、今度調べてみよう」

「ふふ、そうね。その時は私も働くわ！」

　何な故ぜか楽しげに尻尾しつぽを揺ゆらす遊奈を、俺は不思議に思って見つめる。

「遊奈は働きたいのか？」

「ええ、だってそしたら分かりやすくご主人様のお役に立てるでしょ？」

「そ、そうか……ありがとな」

　俺は少し複雑な想おもいを抱いだきながら、彼女の頭を撫なでた。

　使い魔まとして彼女の言動は望ましいものだ。けれど、その分──姉のように慕したった彼女の面おも影かげが遠ざかる気がして寂さびしさも感じる。

「なになに？　バイトとかの話？　だったらあたしもやるわよ！　商店街で見かけたケーキ屋さんのバイトとかやってみたいなー！　自分の食費ぐらい自分で稼がなきゃね！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて言う利亜だったが、俺と遊奈は山になった皿を眺め、ゆっくりと首を横に振る。

「食べ物屋でバイトは止やめた方がいい。つまみ食いだけで店が潰つぶれる」

「利亜、この量の食費を一人で稼ぐのは無理があると思うわよ」

　真ま面じ目めに否定され、利亜は顔を赤くした。

「そ、そんなことないわよ！　やってみなきゃ分からないでしょ！」

　不満げに言い返す利亜。

　そうして決戦前のひと時は、和なごやかに、賑にぎやかに過ぎていく。

　けれどこの後の戦いで敗北すれば、この日常はもう戻もどらない。

　大切な今と、望む未来を守るために、俺たちはあらゆる敵に打ち勝たなければならないのだ。
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　午後三時半──俺たちは宿舎を出て、ケーブルカーの駅に向かう。

「はぁー……こんなにいっぱい食べられたのは初めてよ。何だか幸せー」

　利亜はお腹を撫でながら、満足げに呟いた。

　けれど彼女の腹部はまったく膨ふくれていない。その小さな口から取り込んだ質量は、いったいどこに消えたのかと不思議になる。

「でも時間が来て切り上げた感じだから、本当はまだ食べられるんじゃない？」

　遊奈も利亜のお腹を見ながら、そう問いかけた。

「そうねー……食べようと思えば食べられるわ。あ、デザートも注文すればよかったかなー」

　その答えに俺は戦せん慄りつを覚えつつ、自分の考えを述べる。

「もしかすると、利亜の胃袋には〝底〟がないのかもしれない。ただ現時点で〝溜ため込めるだけは溜め込んだ〟。ルークと戦えるだけの準備は整ったよ」

　ここまで来たらあとはやるだけ。

　そう考えてケーブルカーの駅までやってくるが、そこで異変に気付く。

「どうしたのかしら？　人が集まってるわ」

　いつもは閑かん散さんとしているケーブルカーの駅前が混雑していた。休日だからかもしれないが、少し様子がおかしい。

「あ、ほらあそこ！　案内板に表示が出てるわ！　えっと……架か線せんが切れたとかで、ケーブルカーが止まっちゃってるみたい！」

　小柄な利亜は、ぴょんぴょんと飛び跳はねながら言う。

「──このタイミングでか。まあ歩いても十分間に合う距きよ離りだ。こっちから行こう」

　俺はケーブルカーの路線に沿って続く道に足を向けた。

　夜の調教で居住区の公園に行くとき、毎回通っている道だ。距きよ離り感かんはよく分かっている。

　ただ、何となく胸むな騒さわぎを覚えた。

　これまで何のトラブルもなかったのに、今日この時間にケーブルカーが止まったのは偶ぐう然ぜんだろうか。

　宿舎から学園までの間には特に何も施設がなく、閑散としている。

　ケーブルカーが止まってもわざわざ歩こうとする生徒は少なかったのか、見える範はん囲いには人ひと影かげはない。

　しかしふわりと──クレーターの底から吹ふき上がるような風が頰ほおを撫でた時、遊奈が鋭するどい声を発した。

「待って、ご主人様。そこに……いるわ」

　今の遊奈は正式な戦いに赴おもむくため制服姿だが、構わずに四足の態勢になる。

　彼女が睨にらんでいるのは、道路脇わきの茂しげみ。

　そこから二つの影がゆっくりと現れた。

「…………」

　道路の真ん中に立ち塞ふさがり、無言でこちらを見み据すえるのは、アッシュ・グレイワース。

　以前は二人連れていた人狼は、今は一人だけ。俺に負け、第一階位へ降格した彼は、使い魔を一人手放すしかなかったのだ。

「久しぶりだな、アッシュ。いったい何の用だ？」

　俺はそう問いかけるが、奴の目的はおおよそ予想がつく。

　アッシュはこちらに露ろ骨こつな敵意を向けていたから。

「──以前の借りを返しにきたぜ、三流血族」

「後にしてくれ。今日は大事な試合があるんだ」

　予想していた言葉だったので、俺は平静に返事をした。

「だからだよ。ここでお前を足止めすれば、ルーク・クロノスの不戦勝。たとえ勝てなくても、消しよう耗もうさせてルークの勝利に〝貢こう献けん〟する」

「単なる意い趣しゆ返がえしってわけじゃなさそうだな。ルークに取り入ることが目的か？」

　俺が眉まゆを寄せて問うと、アッシュは表情を皮肉っぽく歪ゆがめる。

「俺は最初からルークの派は閥ばつだ。けど、第一階位に落ちたせいで派閥内での立場がねえ。ここらで成果をあげねえとまずいのさ」

　アッシュがそう言うと、人狼が一歩前に出る。

　それを見た遊奈は、体勢を低くして身構えた。

「ルークは傲ごう慢まんでプライドの高い奴やつだった。こんな〝貢献〟はたぶん望んでないと思うんだけどな」

　戦いは避さけられそうにないと判断し、俺は腕うでを掲かかげながら言う。

「望む、望まないは関係ねえさ。大事なのは俺の行動がプラスになったかどうかだ。それを理性的に評価するのが、派閥の長ってもんなんだよ」

　アッシュは俺の指し摘てきを鼻で笑い飛ばした。

　緊きん張ちようが高まる。睨み合う人狼と遊奈。

　どちらかが動いた時点で戦せん闘とうが始まるだろう。

「マスター……あたしはどうしたらいい？」

　利亜が困ったような表情を浮うかべていた。

　実を言えば、これはかなりの窮きゆう地ちだ。

　ルークの使い魔は以前より一人少なく、勝つことは難しくない。けれど今、ここで利亜を〝消耗〟させるのは非常にマズイ。致ち命めい的てきと言えるほどに──。

　そんな俺の逡しゆん巡じゆんを見て取ったのか、アッシュが号令を出そうとする。

　しかしその時、俺の眼前にひらりと黒い羽音が落ちてきた。

　ブワッ!!

　一枚だけではない。突とつ風ぷうが巻き起こり、無数の羽根が辺りに舞まい踊おどる。

　それらは竜たつ巻まきのように渦うず巻まく風に乗り、アッシュと人狼を包み込んだ。

「何だこれはっ──」

　アッシュの声が漆しつ黒こくの渦の向こうからかすかに聞こえてくる。

「まさか……」

　あの黒い羽根はクラスメイトの少年を連想させた。

　彼の姿を探して視線を巡めぐらせると、二人の少年を従えて坂を下りてくる朱しゆ門もん鳥とり彦ひこを見つける。

「よお、玖く郎ろう」

　いつものように軽く挨あい拶さつしてくる鳥彦に、俺は問いかけた。

「どうしてここに……？」

「忘れたのか？　前に〝応おう援えん〟するって言っただろ。だからちょっとだけ手伝いに来てやったのさ。あと、人生で一度は使いたい台詞せりふを言えるチャンスかと思ってよ」

　肩かたを竦すくめて鳥彦は笑う。

「……何だよそれ？」

　俺が眉を寄せて訊たずねると、鳥彦はこれ以上ないドヤ顔で告げた。

「ここは俺に任せて先に行け」

「…………」

　何と言えばいいのか返答に困る。

　遊奈と利亜も呆あきれた顔で彼を見ていた。

「おい、キメたんだから早く行けって！　恥はずかしいだろうが！」

　鳥彦が俺たちのリアクションが不満だったらしく、赤面して叫さけぶ。

「──まあ、助かったよ。ホントにな。感謝する。行こう……遊奈、利亜」

　礼を言い、俺たちは駆かけ出した。

　黒い渦の横を通り抜ぬけ、急いでその場を離はなれる。

「ルークに勝ったら、ちゃんと恩に着ろよー！」

　後ろから聞こえてきた鳥彦の声に、振ふり返らず手を挙げて応じた。

「彼、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

　少し心配そうに遊奈は呟つぶやく。

「たぶん大丈夫だろ。無茶をするようなタイプじゃないからな。俺たちがここから離れたら、あいつもすぐに引き上げるさ」

　俺はそう答えて、走る速さを上げた。

　下り坂なのですぐに次の駅と、学園の校舎が近づく。

　幸い他の妨ぼう害がいはなく、俺たちは学園の敷しき地ちをぐるりと回り込むようにして裏手にある第一演習場に向かった。

　学園の周囲は木々が植えられ、ちょっとした森のようになっている。その中に高いフェンスで囲われた更さら地ちがあり、そこが第一演習場のようだった。

　広さはサッカーの試合ができそうなぐらいはある。フェンスの周囲には生徒やその使い魔が集まり、俺に好こう奇きの視線を向けていた。

　ルークとの階位戦は噂うわさになっていたので、興味を持った者が見物に来たのだろう。ひょっとするとアリスも来ているかもしれないと思ったが、ギャラリーの中には見当たらない。

　そして対戦相手であるルーク・クロノスは、五人の使い魔まを従えて演習場の中央に立っていた。

　俺は呼吸を整え、彼のいる方へ歩を進める。

　数メートルの距離を挟はさんで相対した俺たちは、じっと互たがいを見据えた。

「──今日は突とつ然ぜん現れたりしないんですね、ルーク先せん輩ぱい」

　俺は牽けん制せいの意味も込め、敬語で皮肉を言う。

　あの瞬しゆん間かん移動は、俺に力の差を見せつける〝演出〟だったはずだ。試合を行う日にそんな〝無む駄だ遣づかい〟をするはずがない。それを分かった上での挨拶だった。

「君の方こそ、今回は口調を弁わきまえているな。逃にげずにここへ来たことを含ふくめ、そこは評価しよう」

　ルークも俺に皮肉を返し、言葉を続ける。

「本来、階位戦のルールは両者の話し合いで決めるのだが──確か君は模も擬ぎ戦の経験しかなかったはずだな？」

「はい」

　俺は頷うなずく。

「ならば使い魔全員の戦闘不能か、主人が相手使い魔に接せつ触しよくされた時点で敗北となる模擬戦のルールを採用しよう。そこに見届け人も用意した。何か異議や質問はあるかね？」

　彼が視線で示した先には、白装ローブを着た獣魔導士ソーサラーの姿があった。恐おそらく学園に勤める導師だろう。ルークのクラスの担任かもしれないが、それを〝用意した〟と言える辺りに彼の力量が垣かい間ま見みえる。

　第五階位であるルークは、あの獣魔導士ソーサラーより既すでに階位が上であることが察せられた。

「……ありません。それより──約束の時間より少し早いですが、もう始めませんか？　待っているのも退たい屈くつですから」

　俺がそう提案すると、ルークは首を縦に振る。

「そうだな。少しでも早い方がいい。私は一刻も早く、その〝狼〟が欲しいのだから。彼女はクロノス家が〝七星〟メグレズの座を取り戻もどすために必要な、最後の駒こま。その指輪を嵌はめる時が今から楽しみだよ」

　遊奈の方に顔を向けたルークは、右手の指全すべてに嵌められた指輪を示した。

　だがそこで彼の背後に控ひかえていた使い魔の一人──人虎がわずかに顔を伏ふせる。

　あの人虎は、最初に遊奈とのトレード相手として提示された使い魔だ。以前アリスが言っていたが、もし遊奈がルークの使い魔になった時に外されるのは、あの人虎なのだろう。

　わずかに同情の念を覚えるが、再び顔を上げてこちらを見据えた人虎の表情に息を吞のんだ。

　ルークが見せている〝七星〟への執しゆう念ねんにも劣おとらない、熱を孕はらんだ何かが人虎の瞳ひとみには宿っている。

　──追い詰つめられた獣けものは恐ろしい。

　アリスの言葉が耳の奥で蘇よみがえった。同情するなどおこがましい。あの人虎は恐らく最も厄やつ介かいな敵だと認にん識しきを改める。

「遊奈は渡わたしません。そしていずれ〝七星〟になるのも、あなたではなく俺です」

　俺はルークの視線を正面から受け止めて言い返した。

「……私の前でよく言い切った。身の丈たけに合わぬ君の夢を、これから踏ふみ砕くだいてやることにしよう」

　表情を消したルークは、ちらりと利亜に侮ぶ蔑べつの視線を向ける。

「まあ──そのような雑魚ざこを連れている時点で、既に器は知れているがな。〝狼〟への義理か何かは知らないが、私情で役立たずの獣を使い魔にしている愚おろか者には、〝七星〟どころか獣魔導士ソーサラーとなる資格すらない」

「何ですって……！　あたしのことはともかくマスターを馬ば鹿かにしな──」

　いきり立つ利亜だったが、ルークは鋭するどい声で彼女の言葉を遮さえぎった。

「黙だまれ。力なき獣が囀さえずるな。お前たち幻変症患者ビーステツドは、その力の有用さのみで生存を許されている。ゆえに弱き者には何の価値もない。私に口をきく権利もない。ただの──害がい獣じゆうだ」

「っ……！」

　利亜が拳こぶしを固め、歯を嚙かみしめる。スカートから覗のぞく短い尻尾しつぽの毛も激しく逆立っていた。

　俺はそんな彼女の肩をポンと叩たたき、耳元で囁ささやく。

「利亜──それは〝後でいい〟」

「…………うん」

　小さく頷き、利亜は体から力を抜いた。尻尾が小さく一度だけ揺ゆれる。

「ふん、己の立場を弁えぬ獣ほど滑こつ稽けいで哀あわれな生き物はいないな。弱き者は自身の器を測る力すら欠けている。それは昏部玖郎、お前も同じ。私が身の程というものを教えてやろう」

　嘲あざけりを隠かくさず告げたルークは、全身から戦意を漂ただよわせながら背を向ける。

「開始の合図は、見届け人の導師が出す。合図前の魔術使用は、詠えい唱しようなどの準備も含めて失格行こう為いだ。哀れな弱者であっても、せめて反則を犯おかす愚か者ではないことを期待しているよ」

　そう言ってルークは演習場の入り口とは反対方向に歩いていった。

　演習場には白線で模擬戦用のコートが引かれている。体育館で戦った時より少し広い気がするが、形は変わらない。

　バトルフィールドを示す長方形の囲みと、主人の立ち位置を示す丸い円だけで構成された単純なものだ。

　俺も遊奈と利亜を連れ、自分の立ち位置へと向かう。

　サークルの中に入って振り向くと、コートの反対側に五人の使い魔を従えて立つルークの姿が見えた。

「いよいよだ。二人とも、準備はいいか？」

「……ええ。さっきは〝渡さない〟ってはっきり言ってくれて、嬉うれしかったわ。ありがとう、ご主人様。私──頑がん張ばるから」

　遊奈は頷き、両手を地面につける。スカートから覗く狼おおかみの尾おが、ぶわりと大きく膨ふくらんだ。

「準備オーケーよ。あたしを役立たずとか害獣って言ったこと……後こう悔かいさせてやるわ。ただ──今日ぐらいはパンツを穿はきたかったけど」

　利亜は頷きながらも、スカートの裾すそを気にしている。

「まだ慣れてなかったのか？」

「慣れないわよ！」

　俺の言葉に赤い顔で言い返す利亜。遊奈がそれを見てクスクスと笑う。

　いい感じで体の強こわ張ばりは解けた。あとは開始の合図を待つだけ。

　作戦は事前に決めてある。やるべきことは至し極ごく単純。

〝加速〟して襲おそい掛かかってくるルークの使い魔たちを、全員返り討うちにする。そうすれば俺たちの勝ちだ。

　試合開始まで魔術は使えない。だからルークが使い魔を〝加速〟させるまでわずかな間があるはずだ。

　その〝間〟に、俺も魔術を発動させ、利亜の力を解放する。それが間に合うかどうかが勝負の分かれ目。

　どちらにせよ……この戦いは短時間で決着がつくはずだ。

　両者の準備が整ったのを確認し、白服の導師が動く。

　ゆっくりと手を上げる導師を見ながら、俺は呼吸を整えた。

　そして──。

「始め!!」

　演習場に響ひびき渡る開始の合図。

　遊奈と利亜が前に飛び出す。ルークが使役する五人の使い魔も一いつ斉せいに動いていた。

　けれどまだルークの使い魔の姿は見えている。予想通り、加速魔術はまだ発動していない。

　──間に合え！

　祈いのりながら俺は使役魔術を行使する。

「接続アクセス──」

　利亜と繫つながる指輪が光を放ち、意識が同調した。

　視界が重なり、迫せまる五人の使い魔がより近くに見える。その向こうに立つルークが魔術の詠唱を行っているのも分かった。

　体が熱い。全身に力が溢あふれている。

　熱と力の根源は、利亜と混じり合う幻獣ビースト。

　以前は弱り切っていて、その輪りん郭かくを捉とらえることは不可能だった。

　しかし大量の食物を腹に収めたことで、獣の力は満ちている。

　ここ数日の特訓によって、俺はその名と力を把は握あくするに至っていた。




「解放リベレイト──ベヒーモス」




　解き放つは暴食の王。喰くらえば喰らうだけ力を増す無む尽じんの獣。

　利亜の首輪が白く輝かがやき、彼女の腹に満ちたエネルギーは明確なる〝力〟へと変へん換かんされる。

　そしてほぼ同時に、〝俺の視界〟からルークの使い魔たちが消失した。

　加速魔術──。

　しかし〝利亜の目〟は、敵の姿を見失っていない。

　彼女の知覚は、超ちよう高こう速そくで迫る獣人たちの姿を明確に捉えている。

　加えて力を解放した今、利亜の体は意識から遅おくれることなく動いた。

　むしろ、ゆっくりに感じる。

　走ってくる五人の使い魔。その動作はスローモーション映像を見ているようだ。

　それはつまり、利亜の知覚と動作が、ルークの加速魔術を凌りよう駕がしている証。

　地を蹴けり、最も難敵と見た獅し子しの獣人に肉にく薄はくする。

　相手にしてみれば、完全に想定外の事態だっただろう。加速した自分たちより速く動く敵と戦ったことなどないはずだ。

　利亜は獅子の獣人の腹部を力任せに殴なぐり付ける。

　音速を超こえている今、衝しよう撃げき音はすぐには耳に届かない。

　獅子の獣人はフェンスまで吹ふき飛ばされ、泡あわを吹いて倒たおれ伏す。

　──まず一人。

　他の使い魔またちが異変に気付き、利亜の方を向いた。

　ルークも自身に加速魔術を掛けているらしく、驚きよう愕がくの表情を浮うかべている。

　獅子の獣人が吹き飛ばされたのは見えただろうが、何が起こったのかは理解できなかったに違ちがいない。

　加速魔術を凌しのぐ速度の相手など、完全に想定外だったはずだ。

　腕うでの動作で、何か指示を出そうとするルーク。

　けれど〝まだ〟利亜の方が速い。

　もっとも近くにいた豹ひよう型の獣人を蹴り飛ばし、昏こん倒とうさせる。

　ルークはやっとそれを為なしたのが利亜だと認識したらしく、信じられないという顔で目を見開く。

　──二人目。

　しかしそこで、獣人たちの動きがわずかに速くなった。

　……やはり、利亜は急速に消しよう耗もうしている。

　焦あせりを覚えながら、俺は利亜を三人目に向かわせた。

　利亜の能力は、至極単純だ。

　食べれば食べるほどエネルギーを溜ため込み、身体能力を強化できる。

　けれどそのエネルギーは使った分だけどんどん減っていく。身体能力の強化も、それに伴ともなって弱まってしまう。

　また、何もしなくても貯蔵エネルギーは減り続けるため、利亜が最大のパフォーマンスを発揮できるのは、食後すぐの一動作のみ。その後はパワーもスピードも落ち続ける。

　ゆえに最初の二人を倒すまでは加速魔術を超える速度で動いていた利亜は、三人目を相手にした段階で追いつかれ始めていた。

『大だい丈じよう夫ぶ……まだやれるわ！』

　利亜の声が頭の中に響く。

　今、彼女は俺の指示に従って動きながらも、自分の意志で戦っていた。

　この攻こう防ぼうは実時間だとほんの一いつ瞬しゆんのことなので、思考精せい霊れいによるアシストや魔術による強制指令を行う暇ひまがないのだ。

　俺にできるのは意識を同調させながら、次の行動を指示することだけ。

　──後ろに回れ！

　まだわずかに有利な速度の差を利用して、利亜を敵の背後に回り込ませる。

　そして背後からの一撃で、三人目の使い魔も沈ちん黙もくした。

　驚愕と焦りに満ちていたルークの顔に怒いかりの色が宿る。

　残りはあと二人。人狼と人虎の使い魔。

　だがついに知覚上での相対速度が一いつ致ちした。

　ルークが腕を振ふるうと、二人の使い魔が同時に襲い掛かってくる。

　それを見た利亜は大きく後方に跳とんで距きよ離りを取った。

　速度の有利がなくなれば、二対一の状じよう況きよう。この速さについてこられない遊奈は、利亜を助けることはできない。

　人狼と人虎が左右に分かれて、利亜を追い詰つめようとする。

　ルークの表情には、もはや利亜を侮あなどる色はない。

　最初の余よ裕ゆうが噓うそのようにルークは必死な表情で手を翳かざし、加速魔術を維い持じしていた。その瞳ひとみには恐おそれの色すら浮かんでいる。

　今のルークにとって、利亜はもはや〝役立たずの弱い獣けもの〟ではなく、在り得ないほどの力を持つ怪かい物ぶつ。全力で対処しなければならない相手。

　だから数的有利があるにもかかわらず、使い魔の一人を俺に差し向けては来ない。二人で利亜を倒そうとしている。

『っ……』

　反はん撃げきする余裕を失い、防戦一方になる利亜。

　それでも加速している人狼と人虎に対処できるのは彼女だけだ。

　耐えてくれと俺は胸の内で祈る。

　逃にげ回る中、利亜の動きは段々と鈍にぶくなっていく。

　このまま利亜が倒されれば、加速に対応できない俺たちの負けだ。

　けれど利亜が溜ため込んだエネルギーを使い続けているように、ルークも加速魔術に相応の魔力を支し払はらっているはずなのだ。

　永続する魔術はない。どんな魔術にも魔力という対価が要いる。

　だから──。

　利亜を追い詰めようとしていた人狼と人虎の動きが、急にガクンと鈍った。

　加速魔術を使い続けたことで、とうとうルークの魔力に限界が訪れたのだ。

『っ……』

　それを見た利亜は人狼に跳びかかり、全力の拳こぶしを振り下ろす。

『やあああああっ!!』

　ドンッ!!

　今度の衝撃音は、遅れることなく俺の耳に届いた。

　地面にめり込む人狼ウエアウルフ。

「馬ば鹿かな──」

　加速魔術を維持できなくなり、魔力の消耗で膝ひざをついたルークが、愕がく然ぜんとした表情で呟つぶやく。

　人狼は失神したらしく動かない。

「はあっ……はあっ……」

　けれど利亜も溜め込んでいた力をほとんど使い果たし、大きく呼吸を乱していた。彼女の内にある幻獣ビーストベヒーモスは、俺が封ふう印いんするまでもなく休きゆう眠みん状態へ移行している。

　そんな無防備な利亜の前には、ルークが使役する最後の使い魔。並々ならぬ気き迫はくを見せていた、例の人虎だ。

　だが俺は慌あわてない。既すでに〝彼女〟は動いている。

　人虎は立ち尽つくす利亜に向けて腕を振るうが──。

「利亜、あとはお姉ちゃんに任せて!!」

　轟ごう音おんを響かせて巨きよ体たいが宙を舞まう。

　吹き飛んだのは、利亜ではなく人虎。

　凄すさまじい勢いで突とつ進しんしてきた遊奈が、人虎を蹴り飛ばしたのだ。

　利亜の役割は、ルークの魔力が尽きるまで使い魔たちを足止めすることだった。

　その中で倒せるだけの敵を倒し、残った者を相手取るのは遊奈の仕事。

「姉様……ありがと」

　遊奈を見て利亜は安心した顔で微笑ほほえむ。

「お礼を言うのは私の方よ。一対一にまで持ちこんでくれるなんて……これで負けたらお姉ちゃん失格ね」

　遊奈は両手両足を使って着地した後、地面に落下した人虎の様子を窺うかがう。

　戦せん闘とう開始からここまで十秒足らず。

　ルークは倒れ伏ふした己の使い魔たちを見み渡わたして、拳を握にぎりしめる。

「ふざけるな……こんなことがあってたまるか。いったいお前は〝何〟なのだ！」

　利亜を睨にらみ、ルークは大声で叫さけんだ。

　フェンスの向こうで見物していたギャラリーから、今になって大きなざわめきが聞こえてきた。

　そんな中、よろよろと人虎が立ちあがる。

　他の使い魔は完全に気を失っており、動く気配はない。

「あなたを倒せば、私たちの勝ちね」

　四足の体勢で構える遊奈。

　もはや魔術によるサポートを行う力が残っていないルークは、人虎に向けて絞しぼり出すように告げる。

「っ──我が〝虎〟よ、勝て。〝狼〟も〝怪物〟もねじ伏せ、私の……クロノス家の悲願を守り抜ぬけ！」

「グルルルルル──……オォォゥン!!」

　主の言葉に応こたえるように人虎は低い唸うなり声を漏もらし、遊奈を睨みつける。

　窮きゆう地ちだというのに人虎の口元には獰どう猛もうな笑えみが浮かんでいた。

　戦いの勝敗を委ゆだねられたことに誇ほこりを抱いだき、活かつ躍やくの場を得られたことに歓かん喜きしているのが伝わってくる。

　ここで勝てば人虎はルークから高い評価を得られるはずだ。その場合、遊奈が加わることで切られる使い魔は他の者になる可能性が高い。

　──けれどそれは、遊奈に勝てたらの話だ。

「行け……遊奈!!」

　俺も勝敗を彼女に託たくす。

「ええ！」

　腕を前まえ脚あしとして使い、遊奈が駆かける。

　利亜の全力や加速魔術には及およばないが、それでも目で追うことはほぼ不可能な速度。俺の目には残像しか映らない。

　調教を経て、遊奈の身体能力は五日前とは比べものにならないほどに成長した。

　人虎に押さえつけられ、動けなくなっていた遊奈はもういない。

　ドンッ!!

　敵の周囲を高速で移動しながら、遊奈が攻こう撃げきを繰くり出す。

　顔面に回し蹴げりを喰くらった人虎は、それでも何とか踏ふみとどまり、腕を振り回した。けれどその時にはもう遊奈は間合いを開けており、彼の腕は空を切る。

「ヴォォォォンッ!!　オォォォォォォォォォァァァァァァ!!」

　人虎が吠ほえた。

　全身の筋肉を肥大させ、遊奈を追って飛びかかる。

　遊奈も今度は正面から人虎に突つっ込んだ。

　爪つめの軌き跡せきが煌きらめく。

　一瞬の交差──二人は互たがいの立ち位置を入れ替かえ、相手に背中を向けたまま静止した。

　ざわついていたギャラリーも静まり返り、地下空間に吹ふく人工の風が木々を揺ゆらす。

　どさっ──と重い音が響ひびいた。

　膝を突いたのは、人虎。

「グゥゥゥ……オォォゥォォォゥウ──！」

　だが彼は未いまだ倒たおれず、己を鼓こ舞ぶするように咆ほう哮こうする。

「グルルルルルル……」

　そして低い唸り声を上げながら、震ふるえる手で懐ふところからガラスの小こ瓶びんを取り出す。その内側で揺れるのは、淡あわい光を放つ紫むらさき色いろの液体。

「む……何だそれは──」

　主人であるルークが戸と惑まどいの表情を浮うかべる中、人虎は小瓶を口の中に放り込み、ガラスごと嚙かみ砕くだく。

　パリン──。

　口の中を切ったのか、赤い血と紫色の液体が混じり合って、人虎の牙きばの間から溢あふれた。

　直後、ボンッと人虎の筋肉が一回り膨ぼう張ちようする。

　さらに彼の全身を紫色の光が覆おおう。

「何をするつもりか分からないけど──これで終わらせるわ！」

　遊奈は素早く彼の背後に回り込み、猛もうスピードで跳びかかった。

　バチィ!!

　けれど電気が弾はじけるような音が響き、遊奈は逆に吹き飛ばされる。

「っ……ご主人様！　あの紫の光──わたしの攻撃を弾くわ！　アッシュが付ふ与よ魔ま術じゆつで使い魔を強化した時と同じ感じ！」

　空中で体をねじり、上手く着地した遊奈は、早口で俺に状況を報告した。

「人虎の奥の手か……だが大だい丈じよう夫ぶだ。遊奈には魔力の障しよう壁へきなんて意味をなさない」

　俺はそう応え、遊奈に向かって手を翳す。

「解放リベレイト──ヴァナルガンド！」

　以前と同様に、遊奈の首輪が赤く輝かがやく。

　髪かみと尻尾しつぽの毛が逆立ち、その〝牙〟に魔壊の力が宿った。

「っ……前は意識がトンじゃったけど、今回はついていける──ご主人様、大丈夫よ。今なら命令されなくても、この力を使えるわ。これも調教のおかげね！」

　遊奈は苦しげな表情を見せながらも、理性の光を瞳に留とどめる。遊奈自身が幻獣ビーストを制せい御ぎよしているので、前回より俺の負担も少ない。

「グォォォォォォォォーン!!」

　咆哮したのは遊奈ではなく人虎。

　遊奈とは対照的に、人虎の様相からは〝人間らしさ〟が失われていた。

　紫色の禍まが々まがしい輝きを纏まとい、人虎は遊奈に襲おそい掛かかる。

「シャアアッ!!」

　身体能力も強化されているらしく、速度はこれまでの倍以上。

　けれど──ヴァナルガンドの力を一時的に解放した遊奈は、その速さをも凌りよう駕がした。

「見ていて、ご主人様。これが私の全力──！」

　地面を蹴った瞬しゆん間かん、彼女は風となる。

「ッ!?」

　人虎の攻撃が斬きり裂さいたのは、遊奈の残像だけ。

「こっちよ」

　その時、既に遊奈の姿は人虎の背後にあった。

　振ふり向こうとする人虎だったが、その体を包んでいた紫の色が搔かき消える。

「ガアッ!?」

　苦しげな声を上げ、よろめく人虎。

　遊奈があの一いつ瞬しゆんで人虎が纏う障壁を嚙み砕いたのだ。

「たあっ!!」

　そして無防備になった人虎の胴どうに、遊奈の蹴りが炸さく裂れつした。

「グォォォッ!?」

　人虎は大きく後ろに体を仰のけ反ぞらせる。

「封印──ヴァナルガンド」

　これ以上続けると俺がまた気絶してしまうので、俺は遊奈の幻獣ビーストを再び抑おさえ込む。

　だがもはや人虎を守る魔力の壁かべはない。遊奈の一撃は彼から戦う力を奪うばい取ったはずだ。

「グルルルルルゥ……グオォォォォン!!」

　響く人虎の咆哮。

　──まだ戦うつもりなのか？

　俺の予想に反して、人虎は倒れなかった。

　もはや立っているのがやっとに見えるのに、瞳ひとみからは戦意が失われていない。

　その様子を見て、遊奈は眉まゆを寄せる。

「……これ以上、痛めつけるのは可哀かわい想そうね」

　そう呟き、人虎の背後に回り込む遊奈。

　そして彼の腕うでを摑つかみ、捻ねじり上げ、体格差をものともせずに押さえ込む。

「ウォォォォン!!」

　人虎は吠え、懸けん命めいに足あ搔がくが、遊奈の拘こう束そくは解けない。

　教室で奇き襲しゆうを受けた時とは真逆の状じよう況きようだ。

　人虎を拘束した遊奈は、戦いを見守っていた利亜に問いかける。

「利亜、まだ動ける？」

「え？　う、うん……一応、何とか」

　利亜が頷うなずくと、遊奈は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて言う。

「じゃあお願いがあるの。この人虎は私が押さえておくから──主の方にタッチをしてきてくれないかしら。それで私たちの勝ちになるわ」

「え、で、でも……」

　少し戸惑った様子で利亜は俺の方を見た。

　主への接近は危険なので、普ふ段だんなら止めるところだ。しかし今のルークは加速魔術を維い持じするために、限界まで魔力を使い切っている。もはや戦う力は残っていない。

「利亜、最後の仕事だ。頼たのむ」

　俺が利亜の目を見つめて言うと、彼女は表情を引き締しめて頷いた。

「──分かったわ。マスター」

　少しふらつきながらもルークの元へ歩き出す利亜。

　それを見たルークは顔を強こわ張ばらせる。

「っ……来るな！」

　そう叫さけぶ彼だったが、魔力を消しよう耗もうしていて動けない。そもそも主人はバトルフィールドのサークル内から出てはいけないので逃にげることもできない。

「獣けものごときが……私に触ふれるつもりか。そのようなことは絶対に許さん……いや、許されぬことなのだ！」

　怯おびえと混乱に揺れていたルークの瞳に、憎ぞう悪おと怒いかりの色が滲にじむ。

　けれど利亜は歩みを止めず、静かに彼へ問いかけた。

「あんた、弱い奴やつには口をきく権利もないって言ってたわよね？　じゃあ何？　どれぐらい強ければ、あんたに触れてもいいのかしら？」

「……どれほどの力があろうと、認めるはずもない。至高たるクロノスの血族に触れてよいのは、同じ〝格〟の血族のみ。二流以下の血族も無能な人間も、〝摂せつ理り〟に近い血族と比べれば下等生物。獣などは──論外だ」

　ここに至っても高いプライドを振りかざすルークに、利亜は深々と嘆たん息そくする。

「よかったわ──あんたみたいな奴に姉様を取られなくて」

　利亜に睨にらまれると、再びルークの顔を恐きよう怖ふの色が覆った。

「近づくな、この怪かい物ぶつが……！　私の〝時〟を凌しのぐ力など、存在してはならん。獣を宿しただけの人間が、貴き血族を凌駕するなど……あってはならんのだ！」

　その言葉を聞いた利亜はぐっと拳こぶしを固め、ゆっくりと歩を進める。

「黙だまりなさい。力のない人が囀さえずらないで」

「な──」

　利亜の台詞せりふにルークは顔色を変えた。

「あんたが自分で言ったことでしょう？　それとも、もう忘れちゃった？」

「獣ごときが……！」

　憎にく々にくし気に声を絞しぼり出すルーク。

「怪物とか獣ごときとか、ホント好き勝手言ってくれるわね……でも、あたしはオトナだからそんなことに腹を立てたりはしないわよ。今、あたしがムカついてる理由はただ一つ──」

　そう言いながら利亜はルークの眼前で足を止めた。
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　固めた拳を振り上げ、彼女はルークを見み据すえる。

「っ……やめ──」

　息を吞のむルークに利亜は大きな声で告げた。

「あんたが、あたしのご主人様を馬ば鹿かにしたことよ!!」

　利亜は残った力を全すべて込めるようにして、腕を振り下ろす。

　バンッ──！

　音速の壁を破った拳は凄すさまじい衝しよう撃げき音を放つ。

　直撃すれば人間の頭など吹ふき飛んでしまいかねない一撃──。

　けれど利亜の意識と同調している俺には、彼女が直前で拳を止めたのが分かっていた。

「あ……」

　ぐらりとルークの体が揺ゆらぎ、地面に倒れる。

　拳は当たっていないのだが、衝撃波で脳が揺れて昏こん倒とうしたのだろう。

「ふん、悪口に暴力でやり返したりはしないわよ」

　今の一撃で本当に力を使い切ったらしく、利亜はぺたんと地面に座り込み、倒れたルークを見下ろした。

「はい、タッチ」

　そう言って利亜は、失神したルークの背中にポンと手を置く。

　この瞬間、階位戦の勝利条件は満たされた。

　それを確かく認にんした見届け役の導師が俺たちの側に手を上げ、高らかに告げる。

「勝者、昏部玖郎!!」

　俺はぐっと拳を握にぎりしめた。

　ギャラリーはまだこの事態を吞み込めていないのか、静かなまま。

　パチパチパチ──。

　だがどこかから拍はく手しゆの音が聞こえてきて……。




　──どくん！




　唐とう突とつに、大きな〝鼓こ動どう〟が空気を震ふるわせた。

「きゃあっ!?」

　続いて響ひびく遊奈の悲鳴。

「姉様!?」

　その声に驚おどろき、利亜は振り向く。

　俺も突とつ如じよ起きた異変を自分の目で捉とらえていた。

　人虎の体が、膨ぼう張ちようしている。

　文字通り、体積が三倍以上に膨ふくらんでいるのだ。

　人虎を拘束していた遊奈は、膨張した人虎の肉に吞まれ、必死にもがいている。

「遊奈！」

　俺が声を上げた瞬間、人虎の首輪に亀き裂れつが走った。さらに体積を増した人虎は肉の塊かたまりのような姿に変へん貌ぼうする。

　──これは幻変症ビースターの急激進行か!?

　遊奈を助けなければと思うが、何か行動を起こす前に人虎の首輪は勢いよく砕くだけ散った。

　枷かせを失った人虎の体は、凄まじい勢いで膨れ上がる。

「逃げろ、遊奈！」

　叫び、彼女の元へ駆かけ出す。

「クロく──」

　けれどとても間に合わず、膨張した肉につ塊かいはあっという間に遊奈を吞み込んでしまう。

「姉様─っ!?」

　響く利亜の悲鳴。

　ルークへの一撃で最後の力を使い果たしていた利亜は、その場から動けない。

　そんな彼女の元にも膨れ上がった肉塊は迫せまる。

　大きくなりすぎたせいで膨張速度は鈍にぶったが、這はって逃げられる状況ではない。

「っ……」

　遊奈の元に向かっていた俺は、利亜の方に進路を変えた。

　間に合ってくれ──！

「利亜！」

　押し寄せてくる肉塊の淵ふちを走り、滑すべり込むようにして利亜の小こ柄がらな体を片かた腕うでで抱だきあげる。

　傍そばで失神しているルークにも手を伸のばしたが、わずかに届かなかった。

　肉塊に吞まれてしまったルークから距きよ離りを取る。

「に、兄様!?　離はなして！　早く姉様を助けないと！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　遊奈との繫つながりは感じる。まだ死んではいない。俺が必ず助ける！」

　倒たおれていたルークの使い魔またちも次々と肉塊に吞まれていくが、助けている余よ裕ゆうはない。

　そこでようやく見届け人の導師が声を上げた。

「っ──全員、今すぐ避ひ難なんしろ！　使い魔の幻変症ビースターがレベル４──いや、レベル５クラスまで進行した！　五級相当の幻獣ビースト・災害カラミテイだ!!」

　悲鳴を上げてギャラリーの生徒や使い魔たちが逃げ出す。

　だが俺は演習場の端はしで足を止め、膨張を続ける人虎を振ふり仰あおぐ。

　辺りからは人が消え、代わりにどこかから放送が鳴り響いた。

『緊きん急きゆう事態、緊急事態。第一演習場にて五級の幻獣ビースト・災害カラミテイが発生しました。近くにいる方は至急避難してください。事態の対処には専門の鎮ちん圧あつ部隊があたります。一いつ般ぱん生徒や職員は決して手出しはしないように──』

　さすがにポラリス内部で発生した幻獣ビースト・災害カラミテイだ。対応が早い。

　けれど、それでも間に合うかは分からない。

　このまま人虎が膨張を続ければ、内側にいる遊奈はいずれその圧力に耐たえきれなくなるだろう。もし何とか耐えられたとしても、人虎と一いつ緒しよに攻こう撃げきを受ける可能性が高い。

「兄様、どうやって姉様を助けるの？　あたし、もうお腹は空っぽよ？」

　焦あせった様子で利亜が問いかけてくる。

　──どうする？　どうすればいい？

　彼女に問いかけられる前から、俺は自問を繰くり返していた。

　この状況を何とかする方法は〝ある〟。

　考えるまでもなく最初に思い付いている。

　けれど俺は〝それ以外の方法〟を必死に考えていた。

　その方法を取れば、五年の努力が無む為いになるかもしれないから。苦労の末に手にした今回の勝利も、遊奈と利亜と共に歩み、摑つかみ取ろうとしている未来も、全て失われるかもしれないから。

　だが他に方法は見つからない。

　──過去の努力も、未来の希望も、遊奈が死んだら何の意味もないんだ！

　胸の中でそう叫び、俺は現状において最善であり、俺自身にとって最悪の選せん択たくをする。

「俺が人虎の変異を抑おさえ込む」

　覚かく悟ごを込めて俺は告げた。

「え？」

　驚いて聞き返してくる利亜に、これから何を行うかを説明する。

「昔、俺が遊奈と利亜を〝治ち療りよう〟した時と同じだよ。多量の魔力を送り込めば、幻変症ビースターの進行は止められる。すぐに処置することで、ある程度は元の姿に戻もどせるんだ」

「で、でも、兄様だってあたしや姉様の幻獣ビーストを解放してフラフラでしょ？　魔力なんて残ってないんじゃ──」

　当然の反論をする利亜。

　彼女の言う通り、俺が〝今の状態〟で使える魔力はもうほとんど残っていない。

　しかもレベル５まで進行した幻変症ビースターを抑える場合、通常なら複数人の獣魔導士ソーサラーが投入されるだろう。

　けど俺にはそれだけの魔力を用意できるアテがあった。

　本当は、絶対に手をつけてはいけないリソース。

　それが〝ある〟と知られることすら危険なもの。

　何な故ぜならそれを知られれば、俺の正体に気付かれる恐おそれがある。

　実を言えば俺は本来──獣魔導士ソーサラーになる資格がない人間なのだ。

「まだ、魔力はある。俺自身に使っている分だ」

　遊奈と利亜、最も親しい相手にさえ秘ひめていた事実を口にする。

「兄様に……使っている分？」

　理解できない様子で俺の言葉を繰り返す利亜。

　俺は困こん惑わくする利亜をその場に寝ねかせ、肥大する人虎に向き合う。

　急速に巨きよ大だい化したせいでまともな形を保てていない。不自然な形で飛び出した人虎の手足が、周囲のフェンスと木々を薙なぎ払はらった。土つち煙けむりが舞まい上がり、あたりが薄うすい靄もやに包まれる。

「いったい何をするつもりなの……？」

　戸と惑まどいの声を零こぼす利亜に、俺は背中を向けたまま語る。

　できればずっと自分の内に留とどめておきたかった秘密を。

「五年前、幻変症ビースターを発はつ症しようしたのは遊奈と利亜だけじゃない」

「え？」

　ポカンとする利亜。上手く伝わらなかったようなので、より分かりやすく言う。




「俺もだったのさ。俺は……幻変症患者ビーステツドだ」




「…………え？　な、何言ってるわけ？　だ、だって兄様は──」

　利亜の声に動どう揺ようの色が混じった。

　彼女が何を言いたいのかは分かる。何な故ぜなら当時も今も、俺の体は全く変異していないのだから。

「当時は俺も気付かなかった。でも昏部家での修練で激しく消しよう耗もうした時、俺の体にも変化が起きたんだ。そこで知った──俺は〝自分の魔力で幻獣ビーストを抑えていた〟ってことに」

「自分の、魔力……」

　利亜は呆ぼう然ぜんと俺の言葉を繰り返す。

　幻変症ビースターを抑よく制せいするには魔力が必要。

　だからこそ幻変症患者ビーステツドは獣魔導士ソーサラーたちでなければ管理や治療ができない。けれど発症したのが魔力を持つ人間であれば話は別だ。

　俺のような症しよう例れいが他にあるのかは分からない。

　けれど自分の状態を明かし、調べることはできなかった。

　俺に幻獣ビーストが宿っていると知られれば、幻変症患者ビーステツドとして扱あつかわれてしまう。獣魔導士ソーサラーになるどころか、檻ケージに収しゆう監かんされて自由を奪うばわれる。

　そうなれば遊奈と利亜を迎むかえにいくこともできない。

　だから俺は自身の症状を隠かくし通さなければならなかった。

「魔力を使い過ぎて獣じゆう化かが始まらないように、俺は普ふ段だんリミッターをかけている。この前気絶したのはそれが理由だ。でも制限を解除すれば──幻獣ビースト抑制用の魔力を引き出せる」

　俺が幻変症ビースターであることを隠し通すには、常に一定量の魔力を保持する必要がある。

　たとえ気絶しようともリミッターは絶対に必要なものだった。

「ちょっ、ちょっと待って！　でもそしたら兄様が獣化しちゃうってことでしょ!?」

　慌あわてた声で利亜が叫さけぶ。

「ああ、でも幸い他の人間は避難した。それにこの土煙ならどこかにカメラがあってもまともには映らない」

　肥大した人虎は歪いびつな手足を滅め茶ちや苦く茶ちやに動かして暴れていた。舞い上がった土煙に覆おおわれ、今はその輪りん郭かくしか分からない。

　もちろん楽観的な見立てだとは分かっている。誰だれかに目撃されれば、幻変症患者ビーステツドとして拘こう束そくされるだろう。

　けれどそれは〝やらない理由〟にはならなかった。

「そういうことじゃなくて！　兄様は獣化して大丈夫なの？　元に戻れるの？　兄様まであんな風になったら嫌いやよ？」

　利亜があまりに必死な声だったので、後ろを振り向く。

　彼女は目に涙なみだを浮うかべて、俺を見つめていた。

　ズキリと胸が痛む。

　ひょっとすると利亜と言葉を交わすのは……これが最後になるかもしれない。

　そんなのは嫌だ。けれど──遊奈が死ぬのは、もっと嫌だ。

「大丈夫だ。俺を信じてくれ」

　精せい一いつ杯ぱいの強がりで俺は笑う。

　そして内ポケットから小さな箱を取り出し、利亜に放り投げた。

「わ、何？　え……チョコレート？」

　箱の表示を見た利亜は呆然と呟つぶやく。

「利亜のために用意しておいた非常食だ。それを食べればたぶん少しは動けるようになる。もし危ないと思ったら、もっと遠くへ逃にげてくれ」

　俺はそう言うと、土煙の向こうで蠢うごめく肉塊に向かって走り出した。

「兄様！　待って！　行かないで!!」

　利亜が叫ぶが、もう振り返らない。

　本当は元に戻れる保証もなかった。

　幻変症ビースターは、進行した直後に治療すれば元の状態まで戻ることがある。以前、俺の体が獣化した時はすぐに変化箇か所しよへ魔力を集中させ、事なきを得た。けれどあの人虎を抑え込むのに、どれほどの魔力を使うか分からない。

　下手をすれば利亜が言ったように、俺自身が暴走する幻獣ビーストと化す。

　けれどこの選択に後こう悔かいはない。

　これが遊奈を救う唯ゆい一いつの手段ならば、迷う余地はない。

　俺は自身の左胸に手を当て、告げる。

「制限解除、遮断機構停止ブレーカーオフ」

　一定以上魔ま力りよくを使うと強制的に意識が落ちる安全装置を解除し、自身の幻獣ビーストを抑えるために用いていた魔力を右手に集めた。

　土煙を抜ぬけ、肥大を続ける人虎の前に踊おどり出る。

　俺は走ってきた勢いのまま、魔力を込めた右手をぶよぶよした肉につ塊かいの表面に叩たたきつけた。

　そして魔力を人虎の巨体に送り込む。

　どくんと肉塊が大きく震ふるえ、ほぼ球体となった体に波は紋もんが走った。

　でたらめに暴れていた歪いびつな手足も動きを止める。

「くっ……」

　俺は左ひだり腕うでに異変を感じ、視線を動かす。

　右手に魔力を集めた影えい響きようで、最も体内の魔力濃のう度どが薄くなっている左腕が黒い鱗うろこで覆われ始めていた。

　骨格が軋きしみ、爪つめが鋭するどく伸のびていく。

　だが俺の獣化が進行するのとは正反対に、肉塊は縮小を始めた。

　効果は出ている。このまま人虎を元のサイズに戻せば、遊奈や取り込まれたルークの使い魔たちも解放できるだろう。

　どくん。

　しかし再び肉塊が震える。

　流し込む魔力の先に抵てい抗こうを感じた。

　──何だ、これは？　何かが邪じや魔まをしている……獣化を推し進める力を感じる。

　意識を集中すると、肉塊の奥に〝抵抗〟の根源があることに気付く。

　それが恐らく、人虎にここまで急速な幻変症ビースターの進行を促うながしたモノ。

　──あの小こ瓶びんか……！

　人虎が嚙かみ砕くだいた小瓶。そこに入っていた紫むらさき色いろの液体。状じよう況きようから考えてあれが原因なのは確定的だ。

　ぎ、ぎぎぎぎ……。

　その時、軋みを上げて止まっていた歪な腕が動き始める。

　そしてその腕は俺に向けて勢いよく振ふり下ろされた。

「っ──」

　とっさに獣化した腕で受け止める。

　動かしてみると黒い鱗で覆われた腕は、とても強きよう靭じんだった。

　人間の力では支えきれないはずの質量でも、少し重いという程度にしか感じない。

　その間にも獣化は進行し、左腕はもはや怪かい物ぶつの一部としか思えないモノに変へん貌ぼうする。

「ああああああっ!!」

　力任せに人虎の腕を弾はじき飛ばした。

　だが肉塊は全体を蠢しゆん動どうさせ、他の手足で俺を妨ぼう害がいしようとする。

「このっ……」

　獣化した腕を振るって何とか凌しのぎ、魔力を注ぎ続けるが、人虎は元の姿に戻もどるどころかさらに激しく抵抗した。

　──こいつの中で獣化を促している原因を取り除かないと、これ以上の治ち療りようは不可能だ。

　けれどそれがあるのは肉塊の奥深く。

　使し役えき魔術しか使えない俺は、そこを魔術で直接攻こう撃げきすることはできない。

　だが今の俺には一つだけ頼たよれる〝力〟があった。

「接続──」

　遊奈や利亜の幻獣ビーストを制せい御ぎよした時のように、俺は自分の中に在る獣けものに意識を繫つなげる。

　抑え込み、隠し続けてきたその獣は、かつてなく活性化し、俺を吞のみ込もうとしていた。

　けど、だからこそ今ならその輪郭と名を捉とらえられる。

　俺の内側──深い、深い、闇やみの底から俺を見つめていたのは、金の瞳ひとみを持つ黒こく竜りゆう。

　お前は、誰だ？

　黒竜が牙きばを剝むく。

『────』

　返事はあった。

　それはどこか笑いを含ふくんだ声に聞こえた。

　存在認にん識しき、真名把は握あく。

「範はん囲い指定、左腕」

　俺は魔術をもって自身の獣を使役する。

「解放──クロウ・クルワッハ!!」

　左腕だけに限定して、幻獣ビーストの力を解き放つ。

　筋肉が膨ふくれ上がり、竜の黒腕に力が満ちる。

「……遊奈を、返せ！　利亜が待っているんだ。俺は絶対に二人のことを諦あきらめない!!」

　俺は叫びながら獣化した左腕を繰くり出した。

　鋭い爪が肉塊の表皮を貫つらぬき、竜の腕は肥大化した人虎を貫く。

　そして、捉えた。
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　人虎を変貌させた原因であり、魔力による治療を阻はばむモノ──。

「こん、のぉっ!!」

　力任せに腕を引き抜く。

　手の中を見ると紫色の結けつ晶しようが不気味に輝かがやいていた。

「砕けろ……っ！」

　バリィィィン!!

　何かは分からない。だが禍まが々まがしさを感じる結晶を、俺は迷いなく全力で握にぎり潰つぶす。

　細かな破片となった結晶は、紫色の気体に昇しよう華かして風に吹ふき流された。

　これでもう障害はない。

　俺は右手から一気に魔力を注ぐ。

　肉塊がびくんと痙けい攣れんした直後、その体積が急速にしぼみ始めた。

　縮小していく肉の隙すき間まから、取り込まれていた遊奈やルーク、使い魔たちが転がり出る。

「遊奈……」

　指輪の繫がりを介かいして、生きていることだけは分かった。

　今すぐに駆かけ寄りたいが、まだ手を離はなせない。

　俺は肥大していた肉を押しやるようにして治療を続け、やがて人虎は元の姿を取り戻す。

　先ほど俺が肉塊を貫いた時の傷は腹部に残り、そこから出血していたが……さすがにその手当てをしている余よ裕ゆうはなかった。

「封印シール──クロウ・クルワッハ」

　俺は残った魔力で何とか左腕に現出した幻獣ビーストを抑え込む。

　それで獣じゆう化かの進行は止まったが、変異した腕は元に戻らなかった。

　根本的に魔力が足りていないのだ。

　──まずい、な。

　もうすぐここに幻獣ビースト・災害カラミテイを鎮ちん圧あつする専門の部隊がやってくる。彼らに今の姿を見られたら、俺はそのまま〝檻ケージ〟に収しゆう監かんされてしまう。

　一刻も早くここから離れて、魔力が回復するまで潜ひそみ、腕を元に戻す……。

　やるべきことは頭に浮かぶのだが、思うように体が動かない。

　危き惧ぐしていた通りになってしまった。

　もうすぐ俺の未来は閉ざされる。

　獣魔導士ソーサラーの資格を得て、〝七星〟の座に至り、このセプテントリオンを変革する。遊奈と利亜と、普ふ通つうに生活できる世界を作る……。

　そんな夢が──消えていく。

　ルークに勝利したことでその夢は現実に近づいたというのに……。

「ぐっ……」

　膝ひざに力が入らず、地面に転がる。

　気を失っている遊奈の姿が見えた。

　──悪い、俺はここまでかもしれない。

　胸のうちでそう謝る。

　たったった──。

　だが薄うすれる意識の中で、近づいてくる軽い足音を聞いた。

「兄様!!」

　利亜の声だ。チョコレートを食べて動けるようになったらしい。

　かつん、かつん──。

　けれど足音はもう一つ……。

　──誰だれ、だ？

　その正体を確かめることができないまま、俺の意識はぷつんと途と切ぎれた。




　　　　３




　目を覚ますと、森の中だった。

　木々の向こうに、夕焼け色の照明を灯ともすポラリスの天てん井じようが見える。

　恐おそらく学園の裏手──第一演習場からさほど離れていない場所だろう。

「ご主人様！」

「マスター！」

　俺を呼ぶ声が耳に届き、視界に遊奈と利亜の顔が入り込んだ。

「よかった……遊奈、無事だったみたいだな。利亜も……ありがとう」

　特に大きな怪け我ががなさそうな遊奈を見て安あん堵どし、恐らくここまで俺を運んでくれたであろう利亜に感謝する。

　だがそこで違い和わ感かんに気付く。

　この場に俺たちしかいないのであれば、二人は俺を〝クロくん〟や〝兄様〟と呼ぶはずだ。それに意識を失う直前、利亜以外の足音を聞いた気がする。だとすれば……。

　顔を動かし、俺は周囲を見回した。

　すると右横に立つ青い瞳の少女を見つける。

「──アリス？」

　俺が彼女の名前を口にすると、アリスは薄く微笑ほほえんだ。

　まさか彼女が──。

「玖郎さん、お見事でした。やはりあなたは私が思っていた通りの──いえ、それ以上の方でしたね」

　嬉うれしそうに俺を褒ほめる彼女だったが、そこで少し眉まゆを寄せる。

「けれど、少しだけ詰つめが甘いところは心配です。正直、ギリギリのところだったんですよ？　私がすぐに〝治療〟していなければ、獣化した腕は元に戻らなくなっていたでしょう」

　アリスは俺の左腕を見ながら言う。

　そこで俺はハッとした。獣化したはずの左腕に全く違和感がない。

　恐る恐る左腕を持ち上げると、そこには〝人の形〟に戻った俺の腕がある。

「アリスが……治療を？　じゃあ……見たのか？　いや──見てたのか？」

　ルーク戦のギャラリーにアリスの姿は見当たらなかったが、彼女が俺の腕を治したならずっと近くで全すべてを見ていたことになる。

　そこで利亜が躊躇ためらいがちに口を挟はさんだ。

「気を失ってる兄様を運び出そうとした時に声を掛かけられたのよ。どうしようか迷ったけど──このままだと兄様が危ないって言われて、治療してもらったの」

　自分の判断が正しかったかどうか分からないのか、利亜は少し申し訳なさそうな顔で言う。

「そう……だったのか。いや、利亜は最善の行動をしてくれたと思う。けどアリスはどうして俺を……何で、通報しなかった？」

　先ほどの疑問も含めて、俺はアリスに説明を求めた。

「ふふ、通報なんてするわけないじゃないですか。数少ない、私の〝同類〟を──」

　アリスはそう言って自身の左目を手で覆おおい、ゆっくりと横にずらす。

　するとサファイアのように深い青色だった瞳の瞳どう孔こうが、爬は虫ちゆう類るいのように縦に伸のび、そこから紫むらさき色いろの光が漏もれ出た。

「その目……まさか、アリスも──」

　瞳の変へん貌ぼうを目にした俺は、掠かすれた声で呟つぶやく。

　それにこの〝色〟は……この〝力〟は……。

　脳裏を過よぎるのは、人虎が吞み込んだ小こ瓶びん。そこに入っていた紫色の液体。そして俺が人虎を治療した時に感じた〝抵てい抗こう〟と同じものをアリスの左目から感じた。

「はい。私は玖郎さんと同じく、幻獣ビーストを宿した獣魔導士ソーサラー候補生です。そして悩なやめる人虎さんに、力を渡わたしたのも私ですよ」

　まるで俺の心を読んだかのようにアリスは答える。

　もう一度彼女が左目を手で覆って外すと、瞳は元の色に戻った。

「そうか……俺以外にいてもおかしくないとは思っていた。けど、どうして人虎を暴走させるようなことを……」

　遊奈が危ない目にあったのはアリスのせいだということになるが、こうして助けられたこともあり追つい及きゆうの勢いは鈍にぶる。

「彼の病状が一気にレベル７まで進行すれば、対処できるのは〝七星〟だけになります。なのでポラリスを破は壊かいしつつ、誘おびき出された〝七星〟を暗殺しようと思いまして」

　いつもと変わらぬ口調で、アリスはとんでもない内容を口にした。

「な……」

　絶句した俺を見たアリスはそこで苦く笑しようを浮うかべる。

「──とは言え、人虎さんの有様を見た限り、あのままだとレベル７に達する前に自じ壊かいしていたでしょう。彼の幻獣ビーストは私が渡した力を受け止められなかったんです。次はもっと相手を選ばなければいけませんね」

　残念そうな様子で補足を入れるアリスだが、俺が聞きたいのはそんなことではない。

「ポラリスの破壊？　〝七星〟の暗殺？　本気で……言っているのか？」

　信じられない思いで俺は問いかけた。

「もちろんです。私は獣けものを宿した者が魔ま導どう士しに管理され、自由を奪うばわれるこの世界を作り直そうと思っているんですよ。玖郎さん、あなたの望みも同じではないんですか？」

　逆に質問をぶつけられ、俺は遊奈と利亜をちらりと見る。

「……確かに、俺は遊奈と利亜が普通に生きられるようになることを望んでる。けど、それはまっとうな手段でだ」

　アリスの指し摘てきを認めながらも、方法が違ちがうのだと断言した。

〝七星〟まで上り詰めて、セプテントリオンの制度を改革する。そのために俺はポラリスに来たのだ。

「まっとうな手段、ですか。ふふ、そんな道筋が本当にあるといいですね」

　しかしアリスは含ふくみのある台詞せりふを言い、くすくすと笑う。

「どういう意味だ？」

「さあ、どういう意味でしょう？　けれど遠くない未来、玖郎さんは私の同志となるはずです。その時を楽しみに待っていますね。それまでは──私たちは互たがいの秘密を共有する〝共犯者〟です」

　悪戯いたずらっぽく笑うと、アリスは俺に背を向けた。

「もしアリスのことを誰かに話せば、俺が幻変症ビースターだと明るみにするってことか？」

　俺は体を起こし、歩き去るアリスの背中に問いかける。

「ふふ、玖郎さんのご想像にお任せします。あ、それと最後に──階位戦の勝利、おめでとうございます。これからは学園で三人しかいない第五階位ですから……〝色々と〟大変ですよ？」

　けれど彼女は答えをはぐらかし、俺の勝利を祝福してから木々の向こうへと消えた。

「と、とんでもない女だったわね……」

　アリスが見えなくなったところで、利亜が呟く。

「一方的に脅きよう迫はくできる立場だったのに、どうして自分の秘密も明かしたのかしら……そこが余計に不ぶ気き味みだわ」

　遊奈はアリスが消えた方向をじっと見つめながら、硬かたい声で言う。

「きっと兄様を狙ねらってるのよ！　恋こいの始まりは秘密の共有からだって、昔に読んだ本に書いてあったし！」

「……ありえるわね」

　二人は視線を交わし、俺の方に顔を向けた。

「兄様、あの女に籠ろう絡らくされちゃダメだからね！　利用するだけ利用されて、ポイって捨てられちゃうわよ？」

「クロくん、彼女は危険な子よ。もし何かあった時は、必ずお姉ちゃんに相談すること。いい？」

　姉妹一いつ斉せいに迫せまられ、俺は首を縦に振ふる。

「あ、ああ……分かった」

　そこで赤く輝かがやいていた天井の照明がゆっくりと消え始めた。

　地下にあるポラリスに夜の時間が訪れようとしている。

　今日はあまりにも色々なことがあった。階位戦や人虎の暴走がどのように処理されるのかは分からない。

　アリスの共犯者にさせられた俺は、恐らく厄やつ介かいなことに巻きこまれていくだろう。

　第五階位を手にできたとは言え、目標である〝七星〟は未いまだ遠い。

　未来を想おもうと憂ゆう鬱うつだ。

　しかし今、俺の前には、遊奈と利亜がいる。

　だから俺は今だけは満ち足りた想いで笑うことができた。
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「いやー、まさかホントに勝っちまうとはなー。入学して早々に第五階位とか前代未聞だろ！　俺も出しゃばった甲か斐いがあったってもんだ。言っとくが俺のおかげで階位戦に万全の状態で挑いどめたんだからな？　ちゃんと恩に着ろよ？」

　翌日、学園に登校すると、先に教室に来ていた鳥とり彦ひこが興奮気味に話しかけてくる。

「──分かってるって。この借りはどこかできちんと返す」

「ああ、期待してるぜ親友！　困ったことがあったら今後も頼たよってくれていいからな」

　馴なれ馴れしく肩かたを組み、自分の胸を叩たたく鳥彦。

「これ以上借りは増やしたくないから、なるべく自分の力で何とかするよ。というかアッシュの方は大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

　俺は溜ため息いきを吐ついて適当に応じてから、逆に彼へ問いかけた。

「ん？　ああ、問題ねえさ。たぶんもう二度と俺らに手出ししてくることはねえから安心しろよ」

「お前……何したんだ？」

　てっきり足止めしてすぐに逃にげたと思っていたのだが、今の口ぶりだと鳥彦はアッシュと戦ったらしい。

「はははっ！　大丈夫だって。実家の立場や今後の学園生活に影えい響きようが出ないよう、うまーく収めといたからよ」

　明るく笑う鳥彦。

「いや、その方法が気になるんだが……」

　ひょっとしてこいつ、かなりヤバい奴やつなんじゃないかと思いながら俺は自分の席に着いた。

　いつも通りの窓際一番後ろ。

　遊ゆ奈なと利り亜あは俺の両りよう隣どなりに腰こしを下ろす。

「──ねえ、ご主人様。ルーク・クロノスの方は大丈夫かしら？　第五階位を取り戻もどすために、すぐ階位戦を申し込んできたりしたら困るわ」

　遊奈が不安そうに呟くと、利亜がドンと薄うすい胸を叩いた。

「大丈夫よ、姉様。その時はあたしがまたぶっとばしてやるから！」

　それを聞いた俺は、苦笑を浮かべて二人を宥なだめる。

「ルークは人虎を暴走させた件で審しん問もんを受けているそうだし、しばらくその心配はないさ。ただ……人虎が小瓶を嚙かみ砕くだいたところは皆みなが見ている。それに関する調査も始まっているはずだ。俺としてはそっちの方が心配だな。もし〝彼女〟が拘こう束そくされるようなことがあったら、俺のことまで──」

　そう答えたところで、俺にとって一番の悩みの種となったアリス・リライトが使い魔を引き連れて教室に入って来た。

「──おはようございます、玖く郎ろうさん」

　視線が合うと、アリスはにこやかに挨あい拶さつしてくる。

「ああ……おはよう」

　俺は複雑な思いで挨拶を返した。

　こうして俺の日常と戦いは続く。

　遊奈と利亜を幸せにするために。

　その幸せの形も分からぬまま──。




　　　　＊




　あたし、柊ひいらぎ利亜にとって彼は特別だった。

　──玖郎。

　突とつ然ぜん、あたしの家にやってきた男の子。

　ひと目見た瞬しゆん間かん、あたしは彼が気に入った。

　だからすぐにでも仲良くなりたくて、彼を兄様と呼ぶことに決めた。

　線が細くて、どこか頼りなさそうなところは、実をいうと兄というイメージからは程遠かったけれど、仲良くなるにはそれが一番だと思ったのだ。

　けど、何でこんなに彼のことが気になるのか……幼いあたしは分かっていなかった気がする。

　放っておくと姉様に独どく占せんされてしまうから、あたしは強ごう引いんに兄様を連れ回して、無理なわがままも言った。

　一番のわがままは五年前──。

『……助けて』

　頭に気味の悪い角が生えた日、口にした言葉。

　兄様は必死にあたしと姉様を助けようとしてくれた。

　その姿に胸が苦しくなって、あたしは彼を初めてカッコいいと感じた。男の子なんだって意識した。

　でもそしたら逆に気になった。じゃあ、これまでの彼に対する気持ちは一体何だったのだろうと。

　その後、あたしは捕つかまって兄様と引き離はなされてしまったから、結局答えは見み出いだせなかった。

　彼が獣魔導士ソーサラー候補生としてポラリスにやってきて、また一いつ緒しよに生活するようになってからも分からないままだった。

　だけどご飯をたくさん食べて、あたしの中にいた幻獣ビーストが活性化した時、何となくずっと兄様に抱いだいていた気持ちの正体を理解する。

　そして彼が獣じゆう化かして戦う姿を見て、彼から漂ただよう獣の匂においを感じて、確信した。

「兄様……」

　夜中、トイレで起きたあたしはすぐ部屋には戻らず、兄様の部屋に忍しのび込む。

　兄様はベッドの上で、気持ちよさそうに眠ねむっていた。

「はぁ……はぁ……」

　体が熱い。心臓の鼓こ動どうが高まる。本能が体を突つき動かす。

　あたしは眠る兄様へと手を伸のばし──。




「ダメよ、利亜」




　後ろから聞こえた姉様の声に驚おどろいて、動きを止めた。

　振り返ると姉様があたしを鋭するどい眼まな差ざしで睨にらんでいる。

「姉様……」

「ダメなのよ。食べちゃ──ダメ」

　あたしはその言葉を聞き、姉様の瞳ひとみにも自分と同じ欲望の色が滲にじんでいるのを見て、兄様に伸ばしていた手を引っ込めた。

「姉様は……前からこの気持ちを我が慢まんしてたのね」

「──ええ、再会してからずっと」

　苦く笑しようして頷うなずく姉様に、あたしは縋すがるように問いかける。

「どうやって……どうやって我慢してるの？　こんなに……こんなに、美味しそうなのに」

　自分が感じている衝しよう動どうを口に出すと、涙なみだが溢あふれてきた。

　あたしが最初、どうして彼に惹ひかれたのか──その理由がこれ。なんて生々しくて、はしたなくて、ロマンの欠片かけらもない感情なのだろう。

　兄様がベヒーモスと呼んだあたしの幻獣ビーストは、兄様を……兄様の中の獣を〝食しよく糧りよう〟として求めている。

　あたしはこんな真実なら……知りたくなかった。

　一ひと目め惚ぼれだったと、勘かん違ちがいしたままでいたかった。

　だってあたしは今、こんなにも兄様のことが好きなのに──。

　姉様はそんなあたしを哀あわれむように見つめ、とても悲しげな顔で答える。

「だって……食べたら、なくなっちゃうでしょ？」

「っ……」

　それはあまりに救いがなくて、けど切実な〝我慢の理由〟だった。

「そうね……なくなっちゃうのは、ダメよね」

　あたしは手の甲こうで涙を拭ぬぐい、姉様に笑い返す。

　そしてあたしは姉様に手を引かれ、兄様の寝しん室しつを後にした。

　でも何となく予感を抱く。

　あたしと姉様は、いつか必ず愛しい彼を喰くらってしまうに違ちがいない。

　あたしたちは──最低の、飢うえた獣だ。




　　　　＊




　遊奈と利亜が部屋から出ていった後、俺は瞼まぶたを開ける。

「……ごめん」

　暗い天てん井じように向かって、届かない言葉を紡つむぐ。

　やっぱり俺は──最低の人間だ。
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　はじめまして、もしくはお久しぶりです。ツカサです。

　富士見ファンタジア文庫様から本を出させていただくのは、約五年ぶりとなります。

　ただ私としては、この五年ずっと新作の企き画かくを進めていたので、あまり久しぶりという感覚はなかったりします。

　プロットを練り直したり、龍りゆう皇おう杯はいに参加させていただいたり、納得いかない原げん稿こうを書き直したりしているうちに五年が経たっていたという感じです。

　ですのでこの『はしたない姉し妹まいですが、躾しつけてもらえますか？』には、長い過程の中で積み上げてきたものがギュッと濃のう縮しゆくされています。

　色々と密度が高い作品になったと思うので、楽しんでいただけると嬉うれしいです。

　──と、こういうことを書いていると、五年前はいったい何をしていたかなと考えてしまいます。

　この間スマホの契けい約やく期間を確認したら四年と少しだったので、五年前はまだガラケー。時代の波に流されて機種変しましたが、当時はスマホでやることなんか特にないのにとか思っていました。

　けど実際にスマホを使ってみると、ラインが通常の連れん絡らく手段になったり、スマホゲームに手を出したりと、想像以上に生活が変化した気がします。

　まあゲームに関してはガチャの洗せん礼れいを受けたりして、ひょっとしたら手を出さない方がよかったのかもしれませんが……自分自身を知るきっかけにはなりました。

　あれですね……課金は周りにいる人のノリに影えい響きようされますね。

　いわゆる〝出るまで回す〟系の方が近くにいると、自分のブレーキまで緩ゆるんでしまうので、気を付けなければいけません。今はそう自分を戒いましめて、無理のない範はん囲いで楽しんでおります。

　ただこうしてスマホゲームをしていると、小学生の時とやってることは変わらないなとも感じます。

　子供の頃ころ、私はカードダスやＴＣＧに結構ハマって、貰もらったお小こ遣づかいを全部そこにつぎ込こんでいました。お金が足りなくなると前借りをして、それでも足りなくなったらゲームソフトを売ったりして資金を確保していた記き憶おくがあります。

　その後、ゲームソフトを手放したことを後こう悔かいしたりもして、そこは越こえちゃいけないラインだったんだなと学びました。

　で──大人になって同じことを繰くり返しているわけですが、他のことについてもそうなのかもしれません。

　私が初めて小説を書いたのは大学生の時なのですが、それが何の延長線にあるかと考えてみたら、幼よう稚ち園えんの頃まで遡さかのぼれました。

　最初はお菓か子しのおまけやプラモデルを使った人形遊び。おままごとのような感じではなく、その頃から完全に〝バトル物〟。ライバルと死力を尽つくして戦い、ヒロインを守り抜ぬく、ラノベ的なストーリーだった気がします。

　次に熱中したのが自作のゲームブック。モンスターの絵を描えがいて、名前や技わざを考えて、ステータスを決めるのがすごく楽しかったです。

　高校になるとＲＰＧツ〇ールで実際にゲームを作って、半ば強引に弟にプレイさせたりしました。

　その後、小説と漫まん画がに手を出した感じです（漫画の方は挫ざ折せつしましたが）。

　先さき程ほどこの作品は五年で積み上げてきたものを濃縮した──と書きましたが、実際のところは幼い頃から続けてきたことの繰り返しであり、それまでの全すべてが入り混じったものなのかもしれません。

　ただ〝今の自分〟が一番面おも白しろいと感じるものであるのは確かなので、力の限りこの世界を描いていきたいと思っています。

　それでは謝辞を。

　今作のイラストを担当してくださった小お山さ内ない先生。

　とても素す晴ばらしいイラストを描いていただき、ありがとうございます。遊ゆ奈なと利り亜あ、二人ともすごく可愛かわいいです！　キャラデザを見た途と端たん、彼女たちは私の中でより魅み力りよく的に動き始めました。キャラクターに命を吹ふき込んでくれるのはイラストレーターさんなのだなと実感します。制服や小物のデザインも非常に凝こっていて、しばらく見入ってしまいました。今後ともぜひよろしくお願いいたします。

　担当のＫ様。

　前作の『国こつ家か魔ま導どう最さい終しゆう兵へい器き少しよう女じよアーク・ロウ』、龍皇杯の『人じん類るい失しつ格かくな俺おれたちが、正ただしく生いきていく方ほう法ほう』に続き、今作も様々なアドバイスで物語を良くしていただき、ありがとうございます。これからも面白い物語を一いつ緒しよに作っていけると嬉しいです。

　そしてこの本を手に取ってくださった読者の方々に心からの感謝を。

　それでは、また。


二〇一九年　六月　ツカサ
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